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新しく優しい医療をあなたのもとへ

見える医療を開拓する。
福井大学医学部附属病院

情報誌「フロンティア」

第24号／2022.06

座談会

情報基盤の中枢「医療情報部」

アンチエイジング入門
股関節ストレッチでしなやかに美しく

特集／Clo s e  Up  Fron t i e r

収益力向上
 

手術件数や病床稼働率の好転と
材料コスト削減に取り組み
3期ぶりの増収増益目指す。
福井大学医学部附属病院 副病院長

菊田 健一郎
トピックス
手術支援ロボットを用いた身体に優しい
最新直腸がん手術が保険診療で受けられます
婦人科疾患に新たな低侵襲手術の導入
～ロボット支援下手術を県内で初めて実施
高度生殖医療センターを開設しました

リポート
HPS（ホスピタル・プレイ・スペシャリスト）のお仕事拝見！

「遊びを通じて寄り添い病児に安心や自信与える」
小児科病棟保育士・HPS　荒木（松村） 遥

看護部看護師（小児科）・HPS　片岡 やす葉

安心と信頼のために、
　　　その先を目指して。

福井大学医学部附属病院
特定機能病院

〒910-1193福井県吉田郡永平寺町松岡下合月23-3　TEL 0776-61-3111（代） 0776-61-8615（病院広報室）
URL:www.hosp.u-fukui.ac.jp/

広報に関するご意見、ご要望をお聞かせください。

福井街角放送の「Radioあいらんど」番組内で、
“福大病院まちかどラジオ”が放送されます。
福井大学病院の最新情報や、季節に合わせた旬な
情報をお送りしますので皆さんぜひお聴きください。

放送日時：毎月第1、3水曜日 
16：30分頃から約10分間放送

FM77.3MHz

まちかどラジオを知っていますか？

福井街角放送はカーラジオをお使いいただくと、嶺北地方の広
範囲でお聴きいただくことが可能です。また、福井ケーブルTV
のガイドチャンネル（555ch）でもお楽しみいただけます。

6月1日

6月15日

7月6日
7月20日
8月3日
8月17日
9月7日
9月21日
10月5日
10月19日
11月2日
11月16日
12月7日
12月21日

ドーピングに関する薬の知識

蓄膿症
病理診断と病理医について
甲状腺癌
乳がんの診断と治療
子どものむずむず脚症候群
パーキンソン病
口腔・舌ガン
脳卒中予防
妊娠と糖尿病
治験や臨床研究の「同意」について
膵癌のリスク因子
嚥下障害のリハビリテーション

■放送予定
放送日 テーマ

"患者さんのための大腸癌治療ガイドライン"
の出版について（責任者として）
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菊田 健一郎
福井大学医学部附属病院
副病院長（経営担当）

昭和40年、奈良県生駒市出身。平成３年、京都大
学医学部卒業、同10年、同大学院医学研究科脳統
御医科学系修了。平成21年4月、福井大学医学部
医学科感覚運動医学講座脳脊髄神経外科領域教
授に就任。同附属病院では脳神経外科長の立場で
地域医療連携部長、ＭＥ機器管理部長、医療情報
部長を歴任し、令和３年４月から現職。専門は脳血
管障害、もやもや病、脊椎脊髄疾患、頭蓋底腫瘍。
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Function

Forefront

Face to face

Fun

Friendly

私たち「福井大学医学部附属病院」の

果たすべき「役割・責務」を明らかにするため、

最先端医療の「最前線」から

患者さん、地域の皆さまに「きちんと向き合う」媒体として、

かつ、県民の皆さまが「楽しめる」情報も盛り込んだ

「手に取りやすい」広報誌であることを目指します。

「遊びを通じて寄り添い病児に安心や自信与える」
小児科病棟保育士・HPS　      荒木（松村） 遥
看護部看護師（小児科）・HPS　片岡 やす葉

・医療情報部長・教授

・医療情報部副部長・准教授

・医療情報部講師

・医療サービス課診療情報担当主査

・医療サービス課診療報酬担当主査

・医療サービス課診療情報担当事務職員

稲谷 大
山下 芳範
清水 康弘
前川 重雄
山田 紀子
代田 絢也

トピックス／Current Pick Up

診療の現場から／Watch

手術支援ロボットを用いた身体に優しい
最新直腸がん手術が保険診療で受けられます

婦人科疾患に新たな低侵襲手術の導入
～ロボット支援下手術を県内で初めて実施

高度生殖医療センターを開設しました

頭痛外来

08

座談会／Our Partner

情報基盤の中枢「医療情報部」
24時間365日利用可能な先進システム構築。
セキュリティにも万全期す

1 3

1 2

リポート／Report

HPS（ホスピタル・プレイ・スペシャリスト）のお仕事拝見 ！
1 6

アンチエイジング入門／Anti-Ageing Navi

股関節ストレッチでしなやかに美しく
20

掲示板／Bulletin Board

摂食嚥下障害の患者さんが安全に
経口摂取できるようサポートします

1 9

良食良薬～カラダがよろこぶ健康食材～2 1

健康お役立ちグッズ22

「大学病院がわかる本」を発刊しました

1 1

患者さんの声／編集後記23

「Frontier」に込めた想い
本誌は、患者さん、地域の皆さまとの接点をより密接にし、さらなる安
心と信頼をお届けすることを目的に創刊しました。私たちが志向する
最新・最適な医療に対する思いを6つの「F」に込め、つねにその先駆
者であることを願って「Frontier」と名付けました。



C L O S E  U P
RONTIERF

新
病
棟
の
稼
働
以
降
、好
調
に
推
移
し
て
き
た

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
経
営
状
況
は
、

令
和
２
年
に
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
逆
風
に
さ
ら
さ
れ

直
近
の
２
年
間
は
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

反
転
攻
勢
を
期
す
令
和
４
年
度
は

手
術
室
の
拡
充
で
手
術
件
数
を
増
や
す
と
と
も
に

病
床
稼
働
率
の
改
善
や
医
療
材
料
費
圧
縮
に
も
取
り
組
み

３
期
ぶ
り
の
増
収
増
益
を
目
指
し
ま
す
。

新
病
棟
の
稼
働
以
降
、好
調
に
推
移
し
て
き
た

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
経
営
状
況
は
、

令
和
２
年
に
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
逆
風
に
さ
ら
さ
れ

直
近
の
２
年
間
は
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

反
転
攻
勢
を
期
す
令
和
４
年
度
は

手
術
室
の
拡
充
で
手
術
件
数
を
増
や
す
と
と
も
に

病
床
稼
働
率
の
改
善
や
医
療
材
料
費
圧
縮
に
も
取
り
組
み

３
期
ぶ
り
の
増
収
増
益
を
目
指
し
ま
す
。

手
術
件
数
や
病
床
稼
働
率
の
好
転
と

材
料
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
み

３
期
ぶ
り
の
増
収
増
益
目
指
す
。

収
益
力
向
上

菊田 健一郎
福井大学医学部附属病院
副病院長（経営担当）

昭和40年、奈良県生駒市出身。平成３年、京都大
学医学部卒業、同10年、同大学院医学研究科脳統
御医科学系修了。平成21年4月、福井大学医学部
医学科感覚運動医学講座脳脊髄神経外科領域教
授に就任。同附属病院では脳神経外科長の立場で
地域医療連携部長、ＭＥ機器管理部長、医療情報
部長を歴任し、令和３年４月から現職。専門は脳血
管障害、もやもや病、脊椎脊髄疾患、頭蓋底腫瘍。

きくた・けんいちろう

VOL.24
特集／Close Up Frontier

収益力向上
手術件数や病床稼働率の好転と
材料コスト削減に取り組み
3期ぶりの増収増益目指す。

CONTENTS

03

福井大学医学部附属病院 副病院長（経営担当） 菊田 健一郎

Fukui

Function

Forefront

Face to face

Fun

Friendly

私たち「福井大学医学部附属病院」の

果たすべき「役割・責務」を明らかにするため、

最先端医療の「最前線」から

患者さん、地域の皆さまに「きちんと向き合う」媒体として、

かつ、県民の皆さまが「楽しめる」情報も盛り込んだ

「手に取りやすい」広報誌であることを目指します。

「遊びを通じて寄り添い病児に安心や自信与える」
小児科病棟保育士・HPS　     荒木（松村） 遥
看護部看護師（小児科）・HPS　片岡 やす葉

・医療情報部長・教授

・医療情報部副部長・准教授

・医療情報部講師

・医療サービス課診療情報担当主査

・医療サービス課診療報酬担当主査

・医療サービス課診療情報担当事務職員

稲谷 大
山下 芳範
清水 康弘
前川 重雄
山田 紀子
代田 絢也

トピックス／Current Pick Up

診療の現場から／Watch

手術支援ロボットを用いた身体に優しい
最新直腸がん手術が保険診療で受けられます

婦人科疾患に新たな低侵襲手術の導入
～ロボット支援下手術を県内で初めて実施

高度生殖医療センターを開設しました

頭痛外来

08

座談会／Our Partner

情報基盤の中枢「医療情報部」
24時間365日利用可能な先進システム構築。
セキュリティにも万全期す

1 3

1 2

リポート／Report

HPS（ホスピタル・プレイ・スペシャリスト）のお仕事拝見！
1 6

アンチエイジング入門／Anti-Ageing Navi

股関節ストレッチでしなやかに美しく
20

掲示板／Bulletin Board

摂食嚥下障害の患者さんが安全に
経口摂取できるようサポートします

1 9

良食良薬～カラダがよろこぶ健康食材～2 1

健康お役立ちグッズ22

「大学病院がわかる本」を発刊しました

1 1

患者さんの声／編集後記23

「Frontier」に込めた想い
本誌は、患者さん、地域の皆さまとの接点をより密接にし、さらなる安
心と信頼をお届けすることを目的に創刊しました。私たちが志向する
最新・最適な医療に対する思いを6つの「F」に込め、つねにその先駆
者であることを願って「Frontier」と名付けました。



　
新
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ロ
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染
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伴
い
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井
大
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医
学
部
附
属
病
院
の
経
営
環
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大
き
く
変
わ
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ま
し
た
。平
成
26
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９
月
か
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の
新
病
棟
稼

働
な
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が
追
い
風
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な
り
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27
年
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ら

令
和
元
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ま
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の
５
年
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右
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上
が
り
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成
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い
て
き
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の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
見

舞
わ
れ
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令
和
２
年
度
以
降
は
、一
転
し
て
停

滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
悪
影
響
は
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
は
患

者
さ
ん
の
数
が
減
っ
た
こ
と
。コ
ロ
ナ
感
染
を

恐
れ
て
、い
わ
ゆ
る
受
診
控
え
が
起
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
ど
の
医
療
機
関
も
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
。も
う
１
つ
は
、活
用
で
き
る
病
床
数
の
減

少
で
す
。本
院
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、福
井
県
の
要
請
に
応
え
て
コ

ロ
ナ
感
染
者
を
受
け
入
れ
、コ
ロ
ナ
感
染
者
専

用
病
床
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、一
般
患
者

用
病
床
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の

で
す
。

　
本
院
の
場
合
、病
棟
の
設
計
上
、コ
ロ
ナ
患
者

を
完
全
に
隔
離
す
る
に
は
、48
床
の
病
棟
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丸

ご
と
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ロ
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専
用
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な
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ま
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の
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ロ
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感
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に
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48
床
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な
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感
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８
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３
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ら
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収
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７
０
０
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免
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。
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収
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。
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あ
り
ま
せ
ん
。令
和
３
年
度
は
両
方
と

も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
。た
だ
、手
術
件
数
に
関

し
て
は
今
年
２
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。

　
平
成
30
年
度
は
90
・
１
％
、令
和
元
年
度
は

88
・２
%
と
高
水
準
だ
っ
た
病
床
稼
働
率
は
、令

和
２
年
度
に
80
・８
％
と
大
幅
に
下
が
り
、３
年

度
も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
。先
に
申
し
上
げ
た
と

お
り
、コ
ロ
ナ
感
染
者
の
受
け
入
れ
が
大
き
く
影

響
し
ま
し
た
。令
和
元
年
度
並
み
と
ま
で
は
言

い
ま
せ
ん
が
、せ
め
て
83
%
程
度
は
確
保
し
た

か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

　
診
療
単
価
は
少
な
く
と
も
こ
こ
10
年
以
上
続

け
て
上
が
り
続
け
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
以
降
も

こ
の
流
れ
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
大
き
な

増
で
し
た
。

　
も
と
よ
り
、現
状
を
是
認
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、反
転
攻
勢
に
向
け
て
収
益
力
向
上
に

全
力
で
取
り
組
む
決
意
で
す
。少
な
く
と
も
過

去
２
年
間
果
た
せ
な
か
っ
た
増
収
増
益
を
達
成

す
る
こ
と
が
、私
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

収
益
改
善
策
は
３
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
手
術
件

数
の
増
加
で
す
。純
利
益
に
直
結
す
る
部
分
で

あ
り
、何
と
し
て
も
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。現
状
、本
院
の
手
術
室
は
10
室
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、平
成
30
年
度
と
令
和
元
年
度
は

６
０
０
０
件
近
い
手
術
を
こ
な
し
ま
し
た
。１
室

当
た
り
年
間
６
０
０
件
近
い
わ
け
で
、こ
れ
は
同

規
模
の
大
学
病
院
で
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。裏
返
せ
ば
、少
な
い
手
術
枠
を
懸
命
に
や
り

繰
り
し
て
手
術
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

手
術
室
を
増
や
さ
な
い
限
り
手
術
件
数
を
伸
ば

す
の
は
困
難
で
す
。

　
し
か
し
、ス
ペ
ー
ス
的
制
約
な
ど
の
障
壁
が
あ

り
、簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、全
身
麻

酔
が
不
要
な
白
内
障
手
術
な
ど
を
実
施
す
る
手

術
室
を
２
室
新
設
し
、眼
科
専
用
手
術
室
と
し

て
、令
和
５
年
５
月
か
ら
の
運
用
に
向
け
て
現
在

準
備
中
で
す
。そ
の
分
、中
央
手
術
室
の
手
術
枠

に
空
き
が
で
き
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
十
分
な

枠
が
取
れ
な
か
っ
た
他
の
診
療
科
に
使
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、手
術
件
数
全
体
の
底
上
げ
を
図
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コロナ禍の逆風に見舞われ
業績が停滞した直近２年間。
眼科専用手術室を新設し
手術件数全体の底上げ図る。

45

コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
に
よ
り

一
般
病
床
枠
が
48
床
減
に
。

コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
な
け
れ
ば

赤
字
は
免
れ
な
か
っ
た
。

高
水
準
だ
っ
た
病
床
稼
働
率
は

約
80
％
ま
で
落
ち
込
む
。

診
療
単
価
ア
ッ
プ
の
主
要
因
は

高
価
な
薬
剤
と
器
材
の
使
用
増
加
。

全
身
麻
酔
手
術
の
増
加
に
向
け

定
型
的
手
術
は
ロ
ボ
ッ
ト
麻
酔
へ
。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
生
か
し
て

器
材
購
入
単
価
の
引
き
下
げ
図
る
。

り
ま
す
。

　
併
せ
て
、限
ら
れ
た
麻
酔
科
医
し
か
い
な
い

中
で
全
身
麻
酔
手
術
を
増
や
す
た
め
に
、定
型

的
な
手
術
に
つ
い
て
は
麻
酔
科
が
中
心
と
な
り

ロ
ボ
ッ
ト
麻
酔
を
導
入
し
て
、麻
酔
科
医
が
つ

き
っ
き
り
で
観
察
や
調
整
を
し
な
く
て
済
む
シ

ス
テ
ム
を
運
用
し
始
め
ま
し
た
。今
後
は
観
察
・

調
整
業
務
も
研
修
を
受
け
た
看
護
師
に
移
管
で

き
な
い
か
を
検
討
し
9
月
か
ら
実
施
予
定
で
す
。

　
２
つ
め
は
病
床
稼
働
率
の
改
善
策
で
す
。す
で

に
各
診
療
科
長
や
病
棟
医
長
に
対
し
て
、平
成

30
年
度
、令
和
元
年
度
並
み
に
戻
す
努
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。特
に
内
科
系
に
つ
い
て
は
、病

床
稼
働
率
を
強
く
意
識
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

請
し
て
い
ま
す
。令
和
３
年
度
の
88
％
程
度
ま
で

戻
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、収
入
は
間
違
い
な
く
２

０
０
億
円
を
超
え
る
は
ず
で
す
。た
だ
し
、病
床

稼
働
率
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
は
覚
悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
３
つ
め
は
医
療
材
料
費
の
圧
縮
で
す
。令
和
３

年
度
は
こ
の
取
り
組
み
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、心
臓
疾
患
に
使
う
ス
テ
ン
ト
や
整

形
外
科
の
人
工
関
節
な
ど
、単
回
使
用
の
高
額

器
材
は
治
療
コ
ス
ト
を
大
き
く
押
し
上
げ
、利

益
を
圧
迫
す
る
要
因
に
な
り
が
ち
で
す
。と
は

い
え
、理
念
に「
最
新
・
最
適
な
医
療
」を
掲
げ
て

い
る
以
上
、医
療
機
器
や
薬
剤
が
高
価
で
あ
ろ

う
と
も
、最
も
治
療
効
果
が
高
い
も
の
を
選
択

す
る
の
は
当
然
で
す
。

　
と
す
れ
ば
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

購
入
単
価
を
引
き
下
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

購
入
量
に
見
合
っ
た
適
切
な
価
格
で
購
入
し
て

い
る
か
、他
の
病
院
と
比
べ
て
単
価
が
高
い
も
の

は
な
い
か
な
ど
を
厳
し
く
精
査
す
る
た
め
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、相
当
の
コ
ス

ト
削
減
効
果
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
重
点
施
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、き
め
細

か
く
収
益
改
善
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。紹
介・逆
紹
介
の
徹
底
も
そ
の
１
つ
で
す
。

県
内
唯
一の
特
定
機
能
病
院
で
あ
る
本
院
に
は
、

開
業
医
や
一
般
病
院
で
は
手
に
負
え
な
い
重
症

患
者
さ
ん
に
対
し
て
、高
度
な
治
療
を
提
供
す

る
使
命
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
患
者
さ
ん
を

重
点
的
に
治
療
す
る
た
め
、実
際
に
開
業
医
や一

般
病
院
か
ら
多
く
の
紹
介
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
て
き
ま
し
た
し
、手
術
な
ど
を
実
施
し
て
急

性
期
を
脱
し
た
ら
、紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
開
業

医
や
一
般
病
院
に
お
返
し
し
、か
か
り
つ
け
医
と

し
て
慢
性
期
の
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
病
病
・

病
診
連
携
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
役
割
分
担
と
連
携
は
国
策
で
も
あ

り
、特
定
機
能
病
院
に
関
し
て
は
、紹
介
率
、逆

紹
介
率
と
も一
定
の
数
字
を
割
り
込
む
と
罰
則

が
科
さ
れ
ま
す
。本
院
で
は
地
域
医
療
連
携
部

が
中
心
に
な
っ
て
、主
治
医
か
ら
の
返
書
の
徹
底

も
含
め
て
、紹
介
・
逆
紹
介
を
調
整
す
る
機
能
を

し
っ
か
り
果
た
し
て
お
り
、両
方
と
も
高
い
水
準

を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、逆
紹
介
促
進
策
と
し
て
、患
者
さ
ん
自

身
が
か
か
り
つ
け
医
候
補
を
検
索
で
き
る「
か
か

り
つ
け
医
紹
介
シ
ス
テ
ム
」の
端
末
を
、令
和
２

機
器
を
導
入
す
る
こ
と
で
、治
療
効
果
が
高
ま

る
だ
け
で
な
く
、よ
り
安
全
か
つ
低
侵
襲
で
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
治
療
が
可
能
に
な
り
ま
す
。そ
う

し
た
観
点
か
ら
、本
院
は
積
極
的
に
医
療
シ
ス

テ
ム・機
器
へ
の
投
資
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
９
月
の
新
病
棟
オ
ー
プ
ン
を
機
に

導
入
し
た
独
自
の「
総
合
滅
菌
管
理
シ
ス
テ
ム
」

は
、手
術
器
材
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
器
材
の

洗
浄
・
滅
菌
業
務
を
飛
躍
的
に
進
歩
さ
せ
た
画

期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
、現
在
で
も
全
国
か
ら
多

く
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、令
和
３
年
４
月
に
は
、5
年
間
で
の
総
額
約

40
億
円
を
か
け
て
、国
立
大
学
病
院
初
の「
パ
ブ

リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
」を
採
用
し
た
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム「
総
合
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
し

ま
し
た
。院
外
に
サ
ー
バ
ー
を
置
く
こ
と
で
病
院

が
被
災
し
て
も
デ
ー
タ
を
安
全
に
保
管
で
き
る

ほ
か
、職
種
を
超
え
て
効
果
的
に
医
療
情
報
を

共
有
で
き
ま
す
の
で
、チ
ー
ム
医
療
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。ま
た
、シ
ス
テ

ム
更
新
の
コ
ス
ト
も
大
幅
に
削
減
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
に
脳
神
経
外
科
に
導
入
し
た「
手

術
顕
微
鏡
３
Ｄ
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
」は
、手
術

チ
ー
ム
全
員
が
大
き
な
モ
ニ
タ
ー
で
４
Ｋ
の
３

次
元
映
像
を
見
な
が
ら
手
術
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
、術
野
を
リ
ア
ル
に
把
握
で
き
、相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
共
有
が
可
能
で
す
。同
じ

く
令
和
２
年
に
整
形
外
科
に
導
入
し
た「
整
形

外
科
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」は
、極
め
て

精
度
が
高
い
患
部
画
像
を
確
認
し
な
が
ら
手
術

で
き
、こ
れ
ま
で
は
難
し
い
と
さ
れ
た
手
術
も
安

全
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」は
新
病

棟
の
稼
働
前
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。当
初
は

泌
尿
器
科
の
前
立
腺
が
ん
手
術
に
用
途
が
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、最
近
は
婦
人
科
領
域
や
外

科
領
域
な
ど
に
も
少
し
ず
つ
適
用
が
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。近
い
将
来
、診
療
科
間
で
奪
い
合

い
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、早
期
の
増
設
は
必

須
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。導
入
す
る
と
す
れ
ば
、

近
々
発
売
予
定
の
最
新
モ
デ
ル
に
な
る
は
ず
で

す
が
、極
め
て
高
額
な
た
め
当
初
は
リ
ー
ス
で
の

運
用
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
更
新
も
含
め
て
各
診
療
科
か
ら
シ
ス
テ
ム・

機
器
の
購
入
希
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。中
長
期
の
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、し
っ
か

り
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
上
で
必
要
度
な
ど
を
精
査

し
て
優
先
順
位
を
決
め
て
い
ま
す
が
、で
き
る

だ
け
要
望
に
応
え
る
た
め
に
も
、財
源
と
な
る

利
益
の
確
保
は
極
め
て
重
要
な
わ
け
で
す
。

　
働
き
方
改
革
も
私
が
所
管
し
て
い
ま
す
。働

き
方
改
革
関
連
法
に
基
づ
き
、令
和
６
年
４
月

か
ら「
医
師
の
働
き
方
改
革
」が
施
行
さ
れ
ま
す
。

基
本
的
な
内
容
は
、時
間
外
勤
務
の
上
限
が「
年

９
６
０
時
間
以
内
、月
１
０
０
時
間
未
満
」「
連
続

勤
務
時
間
制
限
28
時
間
、勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
９
時
間
ま
た
は
代
償
休
息
」と
な
る
見
込
み
で

あ
り
、本
院
も
こ
の
基
準
に
適
合
す
る
た
め

着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
ま
ず
全
医
師
の
勤
務
時
間
を
正
確

に
把
握
す
る
た
め
、３
月
か
ら
ド
ク
タ
ー
・
ジ
ョ

年
度
か
ら
外
来
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
し
ま
し
た
。紹

介
率
・
逆
紹
介
率
は
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
に

も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、収
益
力
向
上
の
観
点
か

ら
も
引
き
続
き
徹
底
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
新
規
患
者
さ
ん
の
増
加
に
向
け
、広
報
活
動

も
強
化
し
ま
す
。近
年
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
病
院
情
報
を
収
集
す
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
の
で
、ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新

に
着
手
し
、診
療
科
別
の
手
術
実
績
や
、ど
ん
な

疾
患
や
治
療
方
法
に
強
み
が
あ
る
の
か
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、直
接
的
な
収
益
改
善
策
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、新
し
い
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、産
科
婦
人

科
の
外
来
に
5
月
、県
の
後
押
し
に
よ
り「
高
度

生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。県
内

の
婦
人
科
ク
リ
ニッ
ク
と
連
携
し
な
が
ら
、体
外

受
精
や
顕
微
授
精
な
ど
の
高
度
な
不
妊
治
療
を

提
供
し
、県
が
推
進
す
る
県
内
完
結
型
不
妊
治

療
の
中
核
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
県
外
に
流
出
し
て
い
た
不
妊
治
療
患

者
さ
ん
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、経
営
面
か
ら
も

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
収
益
力
向
上
に
奥
の
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。さ

ま
ざ
ま
な
要
素
に
目
配
り
し
な
が
ら
、着
実
に

改
善
策
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
成
果
を
発
揮
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、最
新
鋭
の

医
療
シ
ス
テ
ム・
機
器
は「
最
新
・
最
適
な
医
療
」

の
実
現
に
不
可
欠
で
す
。先
進
的
な
シ
ス
テ
ム・

イ
社
の
ビ
ー
コ
ン
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
し
た
。ビ
ー
コ
ン
は
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
電
波

を
発
信
す
る
小
さ
な
端
末
で
、医
師
が
携
帯
す

る
だ
け
で
、院
内
約
３
０
０
カ
所
に
設
置
し
た
受

信
機
を
通
じ
て
出
退
勤
時
刻
や
院
内
で
の
居
場

所
を
自
動
的
に
記
録
・
管
理
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
大
ま
か
な
仕
分
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
す
で
に

策
定
し
、定
時
退
勤
時
刻
を
過
ぎ
て
病
棟
に
い

れ
ば「
勤
務
」、研
究
室
に
い
れ
ば「
自
己
研
鑽
」

に
区
分
し
ま
す
。研
究
室
で
病
院
業
務
に
携
わ
っ

て
い
た
場
合
な
ど
は
、ス
マ
ホ
で
変
更
願
い
を
申

請
す
れ
ば
所
属
長
が
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
ビ
ー
コ
ン
を
携
帯
せ
ず
に
出
勤

し
た
り
、院
内
に
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も一
部
見
ら
れ
ま
す
の
で
、院
内
で
の
常

時
携
帯
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、例
え

ば
、院
外
研
究
会
へ
の
参
加
や
講
演
の
聴
講
、授

業
の
講
義
な
ど
が「
勤
務
」な
の
か「
自
己
研
鑽
」

な
の
か
と
い
う
仕
分
け
ル
ー
ル
も
き
め
細
か
く

定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
医
師
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
方
策
と
し
て

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
推
進
す
る
方
針
で
す
。

例
え
ば
人
工
呼
吸
器
か
ら
の
離
脱
、ド
レ
ー
ン
の

抜
去
、イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
な
ど「
特
定

行
為
」に
指
定
さ
れ
た
診
療
補
助
行
為
は
、研
修

を
修
了
し
た
看
護
師
も
担
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、当
直
医
制
を
オ
ン
コ
ー
ル
制
に
改
め
た

り
、自
宅
で
電
子
カ
ル
テ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、

書
き
込
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、医

師
が
必
要
以
上
に
時
間
外
労
働
を
し
な
く
て
も

よ
い
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

理
由
は
、治
療
器
材
も
医
薬
品
も
高
価
な
も
の

を
使
う
機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、が
ん
治
療
薬「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」に
代

表
さ
れ
る
非
常
に
高
価
な
薬
剤
が
診
療
単
価
を

大
き
く
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、診
療
単
価
は
上
が
っ
て
も
、そ
の

分
、も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
医
療
コ
ス
ト
が
増
加

し
て
い
る
の
で
、む
し
ろ
利
益
を
圧
迫
す
る
要
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。増
収
に
寄
与
し
た
と
し
て
も
、

増
益
に
は
つ
な
が
ら
な
い
見
掛
け
倒
し
の
増
収

だ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
一
方
、平
均
在
院
日
数
と
逆
紹
介
率
は
コ
ロ

ナ
禍
以
降
も
改
善
し
て
い
ま
す
。平
成
28
年
度

は
13
・
5
日
だ
っ
た
平
均
在
院
日
数
は
、令
和
２

年
度
に
は
11
・
7
日
に
ま
で
短
縮
さ
れ
、３
年
度

も
同
水
準
を
キ
ー
プ
し
ま
し
た
。ま
た
、逆
紹
介

率
も
平
成
28
年
度
の
62
・１
%
か
ら
約
70
%
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
総
合
的
な
結
果
と
し
て
、診
療
報
酬

請
求
額
は
令
和
２
年
度
は
微
減
、３
年
度
は
微

各種経営指標の推移
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新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、福
井
大
学

医
学
部
附
属
病
院
の
経
営
環
境
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。平
成
26
年
９
月
か
ら
の
新
病
棟
稼

働
な
ど
が
追
い
風
に
な
り
、平
成
27
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
ま
で
の
５
年
間
は
右
肩
上
が
り
で

成
長
が
続
い
て
き
た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
見

舞
わ
れ
た
令
和
２
年
度
以
降
は
、一
転
し
て
停

滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
悪
影
響
は
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
は
患

者
さ
ん
の
数
が
減
っ
た
こ
と
。コ
ロ
ナ
感
染
を

恐
れ
て
、い
わ
ゆ
る
受
診
控
え
が
起
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
ど
の
医
療
機
関
も
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
。も
う
１
つ
は
、活
用
で
き
る
病
床
数
の
減

少
で
す
。本
院
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、福
井
県
の
要
請
に
応
え
て
コ

ロ
ナ
感
染
者
を
受
け
入
れ
、コ
ロ
ナ
感
染
者
専

用
病
床
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、一
般
患
者

用
病
床
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の

で
す
。

　
本
院
の
場
合
、病
棟
の
設
計
上
、コ
ロ
ナ
患
者

を
完
全
に
隔
離
す
る
に
は
、48
床
の
病
棟
を
丸

ご
と
コ
ロ
ナ
専
用
病
床
に
充
当
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、コ
ロ
ナ
感
染
者
が
入
院

し
た
場
合
、入
院
人
数
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、

48
床
が
一
般
患
者
に
使
え
な
く
な
り
ま
す
。例

え
ば
、コ
ロ
ナ
感
染
者
の
入
院
が
10
人
だ
と
す
る

と
、38
床
は
空
き
ベッ
ド
に
な
る
わ
け
で
す
。本

院
の
総
一
般
病
床
数
は
４
７
８
床
で
す
か
ら
、こ

の
影
響
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。令
和
３
年
度

は
こ
う
し
た
状
態
が
ト
ー
タ
ル
で
約
７
カ
月
間

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、令
和
２
年
度
は
若
干
の
減

収
減
益
と
な
り
、私
が
経
営
担
当
副
病
院
長

に
就
任
し
た
３
年
度
は
、収
入
こ
そ
約
3
・
7

億
円
増
え
た
も
の
の
、純
利
益
は
１
７
０
０
万

円
減
り
ま
し
た
。も
し
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金

が
な
け
れ
ば
、赤
字
は
免
れ
な
い
と
こ
ろ
で

し
た
。

　　
本
院
が
経
営
状
況
、特
に
収
益
力
の
モ
ノ
サ

シ
と
し
て
重
視
し
て
い
る
経
営
指
標
に
即
し
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
現
状
を
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
、令
和
２
年
度
の
新
規
入
院
患
者
数
や

手
術
件
数
の
大
幅
減
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
言

う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。令
和
３
年
度
は
両
方
と

も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
。た
だ
、手
術
件
数
に
関

し
て
は
今
年
２
月
以
降
、よ
う
や
く
持
ち
直
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
90
・
１
％
、令
和
元
年
度
は

88
・２
%
と
高
水
準
だ
っ
た
病
床
稼
働
率
は
、令

和
２
年
度
に
80
・８
％
と
大
幅
に
下
が
り
、３
年

度
も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
。先
に
申
し
上
げ
た
と

お
り
、コ
ロ
ナ
感
染
者
の
受
け
入
れ
が
大
き
く
影

響
し
ま
し
た
。令
和
元
年
度
並
み
と
ま
で
は
言

い
ま
せ
ん
が
、せ
め
て
83
%
程
度
は
確
保
し
た

か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

　
診
療
単
価
は
少
な
く
と
も
こ
こ
10
年
以
上
続

け
て
上
が
り
続
け
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
以
降
も

こ
の
流
れ
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
大
き
な

増
で
し
た
。

　
も
と
よ
り
、現
状
を
是
認
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、反
転
攻
勢
に
向
け
て
収
益
力
向
上
に

全
力
で
取
り
組
む
決
意
で
す
。少
な
く
と
も
過

去
２
年
間
果
た
せ
な
か
っ
た
増
収
増
益
を
達
成

す
る
こ
と
が
、私
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

収
益
改
善
策
は
３
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
手
術
件

数
の
増
加
で
す
。純
利
益
に
直
結
す
る
部
分
で

あ
り
、何
と
し
て
も
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。現
状
、本
院
の
手
術
室
は
10
室
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、平
成
30
年
度
と
令
和
元
年
度
は

６
０
０
０
件
近
い
手
術
を
こ
な
し
ま
し
た
。１
室

当
た
り
年
間
６
０
０
件
近
い
わ
け
で
、こ
れ
は
同

規
模
の
大
学
病
院
で
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。裏
返
せ
ば
、少
な
い
手
術
枠
を
懸
命
に
や
り

繰
り
し
て
手
術
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

手
術
室
を
増
や
さ
な
い
限
り
手
術
件
数
を
伸
ば

す
の
は
困
難
で
す
。

　
し
か
し
、ス
ペ
ー
ス
的
制
約
な
ど
の
障
壁
が
あ

り
、簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、全
身
麻

酔
が
不
要
な
白
内
障
手
術
な
ど
を
実
施
す
る
手

術
室
を
２
室
新
設
し
、眼
科
専
用
手
術
室
と
し

て
、令
和
５
年
５
月
か
ら
の
運
用
に
向
け
て
現
在

準
備
中
で
す
。そ
の
分
、中
央
手
術
室
の
手
術
枠

に
空
き
が
で
き
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
十
分
な

枠
が
取
れ
な
か
っ
た
他
の
診
療
科
に
使
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、手
術
件
数
全
体
の
底
上
げ
を
図
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コロナ禍の逆風に見舞われ
業績が停滞した直近２年間。
眼科専用手術室を新設し
手術件数全体の底上げ図る。

45

コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
に
よ
り

一
般
病
床
枠
が
48
床
減
に
。

コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
な
け
れ
ば

赤
字
は
免
れ
な
か
っ
た
。

高
水
準
だ
っ
た
病
床
稼
働
率
は

約
80
％
ま
で
落
ち
込
む
。

診
療
単
価
ア
ッ
プ
の
主
要
因
は

高
価
な
薬
剤
と
器
材
の
使
用
増
加
。

全
身
麻
酔
手
術
の
増
加
に
向
け

定
型
的
手
術
は
ロ
ボ
ッ
ト
麻
酔
へ
。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
生
か
し
て

器
材
購
入
単
価
の
引
き
下
げ
図
る
。

り
ま
す
。

　
併
せ
て
、限
ら
れ
た
麻
酔
科
医
し
か
い
な
い

中
で
全
身
麻
酔
手
術
を
増
や
す
た
め
に
、定
型

的
な
手
術
に
つ
い
て
は
麻
酔
科
が
中
心
と
な
り

ロ
ボ
ッ
ト
麻
酔
を
導
入
し
て
、麻
酔
科
医
が
つ

き
っ
き
り
で
観
察
や
調
整
を
し
な
く
て
済
む
シ

ス
テ
ム
を
運
用
し
始
め
ま
し
た
。今
後
は
観
察
・

調
整
業
務
も
研
修
を
受
け
た
看
護
師
に
移
管
で

き
な
い
か
を
検
討
し
9
月
か
ら
実
施
予
定
で
す
。

　
２
つ
め
は
病
床
稼
働
率
の
改
善
策
で
す
。す
で

に
各
診
療
科
長
や
病
棟
医
長
に
対
し
て
、平
成

30
年
度
、令
和
元
年
度
並
み
に
戻
す
努
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。特
に
内
科
系
に
つ
い
て
は
、病

床
稼
働
率
を
強
く
意
識
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

請
し
て
い
ま
す
。令
和
３
年
度
の
88
％
程
度
ま
で

戻
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、収
入
は
間
違
い
な
く
２

０
０
億
円
を
超
え
る
は
ず
で
す
。た
だ
し
、病
床

稼
働
率
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
は
覚
悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
３
つ
め
は
医
療
材
料
費
の
圧
縮
で
す
。令
和
３

年
度
は
こ
の
取
り
組
み
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、心
臓
疾
患
に
使
う
ス
テ
ン
ト
や
整

形
外
科
の
人
工
関
節
な
ど
、単
回
使
用
の
高
額

器
材
は
治
療
コ
ス
ト
を
大
き
く
押
し
上
げ
、利

益
を
圧
迫
す
る
要
因
に
な
り
が
ち
で
す
。と
は

い
え
、理
念
に「
最
新
・
最
適
な
医
療
」を
掲
げ
て

い
る
以
上
、医
療
機
器
や
薬
剤
が
高
価
で
あ
ろ

う
と
も
、最
も
治
療
効
果
が
高
い
も
の
を
選
択

す
る
の
は
当
然
で
す
。

　
と
す
れ
ば
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

購
入
単
価
を
引
き
下
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

購
入
量
に
見
合
っ
た
適
切
な
価
格
で
購
入
し
て

い
る
か
、他
の
病
院
と
比
べ
て
単
価
が
高
い
も
の

は
な
い
か
な
ど
を
厳
し
く
精
査
す
る
た
め
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、相
当
の
コ
ス

ト
削
減
効
果
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
重
点
施
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、き
め
細

か
く
収
益
改
善
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。紹
介・逆
紹
介
の
徹
底
も
そ
の
１
つ
で
す
。

県
内
唯
一の
特
定
機
能
病
院
で
あ
る
本
院
に
は
、

開
業
医
や
一
般
病
院
で
は
手
に
負
え
な
い
重
症

患
者
さ
ん
に
対
し
て
、高
度
な
治
療
を
提
供
す

る
使
命
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
患
者
さ
ん
を

重
点
的
に
治
療
す
る
た
め
、実
際
に
開
業
医
や一

般
病
院
か
ら
多
く
の
紹
介
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
て
き
ま
し
た
し
、手
術
な
ど
を
実
施
し
て
急

性
期
を
脱
し
た
ら
、紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
開
業

医
や
一
般
病
院
に
お
返
し
し
、か
か
り
つ
け
医
と

し
て
慢
性
期
の
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
病
病
・

病
診
連
携
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
役
割
分
担
と
連
携
は
国
策
で
も
あ

り
、特
定
機
能
病
院
に
関
し
て
は
、紹
介
率
、逆

紹
介
率
と
も一
定
の
数
字
を
割
り
込
む
と
罰
則

が
科
さ
れ
ま
す
。本
院
で
は
地
域
医
療
連
携
部

が
中
心
に
な
っ
て
、主
治
医
か
ら
の
返
書
の
徹
底

も
含
め
て
、紹
介
・
逆
紹
介
を
調
整
す
る
機
能
を

し
っ
か
り
果
た
し
て
お
り
、両
方
と
も
高
い
水
準

を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、逆
紹
介
促
進
策
と
し
て
、患
者
さ
ん
自

身
が
か
か
り
つ
け
医
候
補
を
検
索
で
き
る「
か
か

り
つ
け
医
紹
介
シ
ス
テ
ム
」の
端
末
を
、令
和
２

機
器
を
導
入
す
る
こ
と
で
、治
療
効
果
が
高
ま

る
だ
け
で
な
く
、よ
り
安
全
か
つ
低
侵
襲
で
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
治
療
が
可
能
に
な
り
ま
す
。そ
う

し
た
観
点
か
ら
、本
院
は
積
極
的
に
医
療
シ
ス

テ
ム・機
器
へ
の
投
資
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
９
月
の
新
病
棟
オ
ー
プ
ン
を
機
に

導
入
し
た
独
自
の「
総
合
滅
菌
管
理
シ
ス
テ
ム
」

は
、手
術
器
材
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
器
材
の

洗
浄
・
滅
菌
業
務
を
飛
躍
的
に
進
歩
さ
せ
た
画

期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
、現
在
で
も
全
国
か
ら
多

く
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、令
和
３
年
４
月
に
は
、5
年
間
で
の
総
額
約

40
億
円
を
か
け
て
、国
立
大
学
病
院
初
の「
パ
ブ

リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
」を
採
用
し
た
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム「
総
合
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
し

ま
し
た
。院
外
に
サ
ー
バ
ー
を
置
く
こ
と
で
病
院

が
被
災
し
て
も
デ
ー
タ
を
安
全
に
保
管
で
き
る

ほ
か
、職
種
を
超
え
て
効
果
的
に
医
療
情
報
を

共
有
で
き
ま
す
の
で
、チ
ー
ム
医
療
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。ま
た
、シ
ス
テ

ム
更
新
の
コ
ス
ト
も
大
幅
に
削
減
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
に
脳
神
経
外
科
に
導
入
し
た「
手

術
顕
微
鏡
３
Ｄ
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
」は
、手
術

チ
ー
ム
全
員
が
大
き
な
モ
ニ
タ
ー
で
４
Ｋ
の
３

次
元
映
像
を
見
な
が
ら
手
術
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
、術
野
を
リ
ア
ル
に
把
握
で
き
、相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
共
有
が
可
能
で
す
。同
じ

く
令
和
２
年
に
整
形
外
科
に
導
入
し
た「
整
形

外
科
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」は
、極
め
て

精
度
が
高
い
患
部
画
像
を
確
認
し
な
が
ら
手
術

で
き
、こ
れ
ま
で
は
難
し
い
と
さ
れ
た
手
術
も
安

全
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」は
新
病

棟
の
稼
働
前
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。当
初
は

泌
尿
器
科
の
前
立
腺
が
ん
手
術
に
用
途
が
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、最
近
は
婦
人
科
領
域
や
外

科
領
域
な
ど
に
も
少
し
ず
つ
適
用
が
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。近
い
将
来
、診
療
科
間
で
奪
い
合

い
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、早
期
の
増
設
は
必

須
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。導
入
す
る
と
す
れ
ば
、

近
々
発
売
予
定
の
最
新
モ
デ
ル
に
な
る
は
ず
で

す
が
、極
め
て
高
額
な
た
め
当
初
は
リ
ー
ス
で
の

運
用
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
更
新
も
含
め
て
各
診
療
科
か
ら
シ
ス
テ
ム・

機
器
の
購
入
希
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。中
長
期
の
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、し
っ
か

り
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
上
で
必
要
度
な
ど
を
精
査

し
て
優
先
順
位
を
決
め
て
い
ま
す
が
、で
き
る

だ
け
要
望
に
応
え
る
た
め
に
も
、財
源
と
な
る

利
益
の
確
保
は
極
め
て
重
要
な
わ
け
で
す
。

　
働
き
方
改
革
も
私
が
所
管
し
て
い
ま
す
。働

き
方
改
革
関
連
法
に
基
づ
き
、令
和
６
年
４
月

か
ら「
医
師
の
働
き
方
改
革
」が
施
行
さ
れ
ま
す
。

基
本
的
な
内
容
は
、時
間
外
勤
務
の
上
限
が「
年

９
６
０
時
間
以
内
、月
１
０
０
時
間
未
満
」「
連
続

勤
務
時
間
制
限
28
時
間
、勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
９
時
間
ま
た
は
代
償
休
息
」と
な
る
見
込
み
で

あ
り
、本
院
も
こ
の
基
準
に
適
合
す
る
た
め

着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
ま
ず
全
医
師
の
勤
務
時
間
を
正
確

に
把
握
す
る
た
め
、３
月
か
ら
ド
ク
タ
ー
・
ジ
ョ

年
度
か
ら
外
来
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
し
ま
し
た
。紹

介
率
・
逆
紹
介
率
は
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
に

も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、収
益
力
向
上
の
観
点
か

ら
も
引
き
続
き
徹
底
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
新
規
患
者
さ
ん
の
増
加
に
向
け
、広
報
活
動

も
強
化
し
ま
す
。近
年
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
病
院
情
報
を
収
集
す
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
の
で
、ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新

に
着
手
し
、診
療
科
別
の
手
術
実
績
や
、ど
ん
な

疾
患
や
治
療
方
法
に
強
み
が
あ
る
の
か
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、直
接
的
な
収
益
改
善
策
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、新
し
い
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、産
科
婦
人

科
の
外
来
に
5
月
、県
の
後
押
し
に
よ
り「
高
度

生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。県
内

の
婦
人
科
ク
リ
ニッ
ク
と
連
携
し
な
が
ら
、体
外

受
精
や
顕
微
授
精
な
ど
の
高
度
な
不
妊
治
療
を

提
供
し
、県
が
推
進
す
る
県
内
完
結
型
不
妊
治

療
の
中
核
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
県
外
に
流
出
し
て
い
た
不
妊
治
療
患

者
さ
ん
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、経
営
面
か
ら
も

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
収
益
力
向
上
に
奥
の
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。さ

ま
ざ
ま
な
要
素
に
目
配
り
し
な
が
ら
、着
実
に

改
善
策
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
成
果
を
発
揮
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、最
新
鋭
の

医
療
シ
ス
テ
ム・
機
器
は「
最
新
・
最
適
な
医
療
」

の
実
現
に
不
可
欠
で
す
。先
進
的
な
シ
ス
テ
ム・

イ
社
の
ビ
ー
コ
ン
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
し
た
。ビ
ー
コ
ン
は
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
電
波

を
発
信
す
る
小
さ
な
端
末
で
、医
師
が
携
帯
す

る
だ
け
で
、院
内
約
３
０
０
カ
所
に
設
置
し
た
受

信
機
を
通
じ
て
出
退
勤
時
刻
や
院
内
で
の
居
場

所
を
自
動
的
に
記
録
・
管
理
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
大
ま
か
な
仕
分
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
す
で
に

策
定
し
、定
時
退
勤
時
刻
を
過
ぎ
て
病
棟
に
い

れ
ば「
勤
務
」、研
究
室
に
い
れ
ば「
自
己
研
鑽
」

に
区
分
し
ま
す
。研
究
室
で
病
院
業
務
に
携
わ
っ

て
い
た
場
合
な
ど
は
、ス
マ
ホ
で
変
更
願
い
を
申

請
す
れ
ば
所
属
長
が
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
ビ
ー
コ
ン
を
携
帯
せ
ず
に
出
勤

し
た
り
、院
内
に
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も一
部
見
ら
れ
ま
す
の
で
、院
内
で
の
常

時
携
帯
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、例
え

ば
、院
外
研
究
会
へ
の
参
加
や
講
演
の
聴
講
、授

業
の
講
義
な
ど
が「
勤
務
」な
の
か「
自
己
研
鑽
」

な
の
か
と
い
う
仕
分
け
ル
ー
ル
も
き
め
細
か
く

定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
医
師
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
方
策
と
し
て

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
推
進
す
る
方
針
で
す
。

例
え
ば
人
工
呼
吸
器
か
ら
の
離
脱
、ド
レ
ー
ン
の

抜
去
、イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
な
ど「
特
定

行
為
」に
指
定
さ
れ
た
診
療
補
助
行
為
は
、研
修

を
修
了
し
た
看
護
師
も
担
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、当
直
医
制
を
オ
ン
コ
ー
ル
制
に
改
め
た

り
、自
宅
で
電
子
カ
ル
テ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、

書
き
込
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、医

師
が
必
要
以
上
に
時
間
外
労
働
を
し
な
く
て
も

よ
い
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

理
由
は
、治
療
器
材
も
医
薬
品
も
高
価
な
も
の

を
使
う
機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、が
ん
治
療
薬「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」に
代

表
さ
れ
る
非
常
に
高
価
な
薬
剤
が
診
療
単
価
を

大
き
く
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、診
療
単
価
は
上
が
っ
て
も
、そ
の

分
、も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
医
療
コ
ス
ト
が
増
加

し
て
い
る
の
で
、む
し
ろ
利
益
を
圧
迫
す
る
要
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。増
収
に
寄
与
し
た
と
し
て
も
、

増
益
に
は
つ
な
が
ら
な
い
見
掛
け
倒
し
の
増
収

だ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
一
方
、平
均
在
院
日
数
と
逆
紹
介
率
は
コ
ロ

ナ
禍
以
降
も
改
善
し
て
い
ま
す
。平
成
28
年
度

は
13
・
5
日
だ
っ
た
平
均
在
院
日
数
は
、令
和
２

年
度
に
は
11
・
7
日
に
ま
で
短
縮
さ
れ
、３
年
度

も
同
水
準
を
キ
ー
プ
し
ま
し
た
。ま
た
、逆
紹
介

率
も
平
成
28
年
度
の
62
・１
%
か
ら
約
70
%
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
総
合
的
な
結
果
と
し
て
、診
療
報
酬

請
求
額
は
令
和
２
年
度
は
微
減
、３
年
度
は
微
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新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、福
井
大
学

医
学
部
附
属
病
院
の
経
営
環
境
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。平
成
26
年
９
月
か
ら
の
新
病
棟
稼

働
な
ど
が
追
い
風
に
な
り
、平
成
27
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
ま
で
の
５
年
間
は
右
肩
上
が
り
で

成
長
が
続
い
て
き
た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
見

舞
わ
れ
た
令
和
２
年
度
以
降
は
、一
転
し
て
停

滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
悪
影
響
は
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
は
患

者
さ
ん
の
数
が
減
っ
た
こ
と
。コ
ロ
ナ
感
染
を

恐
れ
て
、い
わ
ゆ
る
受
診
控
え
が
起
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
ど
の
医
療
機
関
も
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
。も
う
１
つ
は
、活
用
で
き
る
病
床
数
の
減

少
で
す
。本
院
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、福
井
県
の
要
請
に
応
え
て
コ

ロ
ナ
感
染
者
を
受
け
入
れ
、コ
ロ
ナ
感
染
者
専

用
病
床
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、一
般
患
者

用
病
床
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の

で
す
。

　
本
院
の
場
合
、病
棟
の
設
計
上
、コ
ロ
ナ
患
者

を
完
全
に
隔
離
す
る
に
は
、48
床
の
病
棟
を
丸

ご
と
コ
ロ
ナ
専
用
病
床
に
充
当
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、コ
ロ
ナ
感
染
者
が
入
院

し
た
場
合
、入
院
人
数
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、

48
床
が
一
般
患
者
に
使
え
な
く
な
り
ま
す
。例

え
ば
、コ
ロ
ナ
感
染
者
の
入
院
が
10
人
だ
と
す
る

と
、38
床
は
空
き
ベッ
ド
に
な
る
わ
け
で
す
。本

院
の
総
一
般
病
床
数
は
４
７
８
床
で
す
か
ら
、こ

の
影
響
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。令
和
３
年
度

は
こ
う
し
た
状
態
が
ト
ー
タ
ル
で
約
７
カ
月
間

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、令
和
２
年
度
は
若
干
の
減

収
減
益
と
な
り
、私
が
経
営
担
当
副
病
院
長

に
就
任
し
た
３
年
度
は
、収
入
こ
そ
約
3
・
7

億
円
増
え
た
も
の
の
、純
利
益
は
１
７
０
０
万

円
減
り
ま
し
た
。も
し
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金

が
な
け
れ
ば
、赤
字
は
免
れ
な
い
と
こ
ろ
で

し
た
。

　　
本
院
が
経
営
状
況
、特
に
収
益
力
の
モ
ノ
サ

シ
と
し
て
重
視
し
て
い
る
経
営
指
標
に
即
し
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
現
状
を
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
、令
和
２
年
度
の
新
規
入
院
患
者
数
や

手
術
件
数
の
大
幅
減
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
言

う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。令
和
３
年
度
は
両
方
と

も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
。た
だ
、手
術
件
数
に
関

し
て
は
今
年
２
月
以
降
、よ
う
や
く
持
ち
直
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
90
・
１
％
、令
和
元
年
度
は

88
・２
%
と
高
水
準
だ
っ
た
病
床
稼
働
率
は
、令

和
２
年
度
に
80
・８
％
と
大
幅
に
下
が
り
、３
年

度
も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
。先
に
申
し
上
げ
た
と

お
り
、コ
ロ
ナ
感
染
者
の
受
け
入
れ
が
大
き
く
影

響
し
ま
し
た
。令
和
元
年
度
並
み
と
ま
で
は
言

い
ま
せ
ん
が
、せ
め
て
83
%
程
度
は
確
保
し
た

か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

　
診
療
単
価
は
少
な
く
と
も
こ
こ
10
年
以
上
続

け
て
上
が
り
続
け
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
以
降
も

こ
の
流
れ
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
大
き
な

増
で
し
た
。

　
も
と
よ
り
、現
状
を
是
認
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、反
転
攻
勢
に
向
け
て
収
益
力
向
上
に

全
力
で
取
り
組
む
決
意
で
す
。少
な
く
と
も
過

去
２
年
間
果
た
せ
な
か
っ
た
増
収
増
益
を
達
成

す
る
こ
と
が
、私
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

収
益
改
善
策
は
３
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
手
術
件

数
の
増
加
で
す
。純
利
益
に
直
結
す
る
部
分
で

あ
り
、何
と
し
て
も
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。現
状
、本
院
の
手
術
室
は
10
室
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、平
成
30
年
度
と
令
和
元
年
度
は

６
０
０
０
件
近
い
手
術
を
こ
な
し
ま
し
た
。１
室

当
た
り
年
間
６
０
０
件
近
い
わ
け
で
、こ
れ
は
同

規
模
の
大
学
病
院
で
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。裏
返
せ
ば
、少
な
い
手
術
枠
を
懸
命
に
や
り

繰
り
し
て
手
術
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

手
術
室
を
増
や
さ
な
い
限
り
手
術
件
数
を
伸
ば

す
の
は
困
難
で
す
。

　
し
か
し
、ス
ペ
ー
ス
的
制
約
な
ど
の
障
壁
が
あ

り
、簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、全
身
麻

酔
が
不
要
な
白
内
障
手
術
な
ど
を
実
施
す
る
手

術
室
を
２
室
新
設
し
、眼
科
専
用
手
術
室
と
し

て
、令
和
５
年
５
月
か
ら
の
運
用
に
向
け
て
現
在

準
備
中
で
す
。そ
の
分
、中
央
手
術
室
の
手
術
枠

に
空
き
が
で
き
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
十
分
な

枠
が
取
れ
な
か
っ
た
他
の
診
療
科
に
使
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、手
術
件
数
全
体
の
底
上
げ
を
図
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り
ま
す
。

　
併
せ
て
、限
ら
れ
た
麻
酔
科
医
し
か
い
な
い

中
で
全
身
麻
酔
手
術
を
増
や
す
た
め
に
、定
型

的
な
手
術
に
つ
い
て
は
麻
酔
科
が
中
心
と
な
り

ロ
ボ
ッ
ト
麻
酔
を
導
入
し
て
、麻
酔
科
医
が
つ

き
っ
き
り
で
観
察
や
調
整
を
し
な
く
て
済
む
シ

ス
テ
ム
を
運
用
し
始
め
ま
し
た
。今
後
は
観
察
・

調
整
業
務
も
研
修
を
受
け
た
看
護
師
に
移
管
で

き
な
い
か
を
検
討
し
9
月
か
ら
実
施
予
定
で
す
。

　
２
つ
め
は
病
床
稼
働
率
の
改
善
策
で
す
。す
で

に
各
診
療
科
長
や
病
棟
医
長
に
対
し
て
、平
成

30
年
度
、令
和
元
年
度
並
み
に
戻
す
努
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。特
に
内
科
系
に
つ
い
て
は
、病

床
稼
働
率
を
強
く
意
識
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

請
し
て
い
ま
す
。令
和
３
年
度
の
88
％
程
度
ま
で

戻
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、収
入
は
間
違
い
な
く
２

０
０
億
円
を
超
え
る
は
ず
で
す
。た
だ
し
、病
床

稼
働
率
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
は
覚
悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
３
つ
め
は
医
療
材
料
費
の
圧
縮
で
す
。令
和
３

年
度
は
こ
の
取
り
組
み
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、心
臓
疾
患
に
使
う
ス
テ
ン
ト
や
整

形
外
科
の
人
工
関
節
な
ど
、単
回
使
用
の
高
額

器
材
は
治
療
コ
ス
ト
を
大
き
く
押
し
上
げ
、利

益
を
圧
迫
す
る
要
因
に
な
り
が
ち
で
す
。と
は

い
え
、理
念
に「
最
新
・
最
適
な
医
療
」を
掲
げ
て

い
る
以
上
、医
療
機
器
や
薬
剤
が
高
価
で
あ
ろ

う
と
も
、最
も
治
療
効
果
が
高
い
も
の
を
選
択

す
る
の
は
当
然
で
す
。

　
と
す
れ
ば
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

購
入
単
価
を
引
き
下
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

購
入
量
に
見
合
っ
た
適
切
な
価
格
で
購
入
し
て

い
る
か
、他
の
病
院
と
比
べ
て
単
価
が
高
い
も
の

は
な
い
か
な
ど
を
厳
し
く
精
査
す
る
た
め
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、相
当
の
コ
ス

ト
削
減
効
果
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
重
点
施
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、き
め
細

か
く
収
益
改
善
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。紹
介・逆
紹
介
の
徹
底
も
そ
の
１
つ
で
す
。

県
内
唯
一の
特
定
機
能
病
院
で
あ
る
本
院
に
は
、

開
業
医
や
一
般
病
院
で
は
手
に
負
え
な
い
重
症

患
者
さ
ん
に
対
し
て
、高
度
な
治
療
を
提
供
す

る
使
命
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
患
者
さ
ん
を

重
点
的
に
治
療
す
る
た
め
、実
際
に
開
業
医
や一

般
病
院
か
ら
多
く
の
紹
介
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
て
き
ま
し
た
し
、手
術
な
ど
を
実
施
し
て
急

性
期
を
脱
し
た
ら
、紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
開
業

医
や
一
般
病
院
に
お
返
し
し
、か
か
り
つ
け
医
と

し
て
慢
性
期
の
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
病
病
・

病
診
連
携
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
役
割
分
担
と
連
携
は
国
策
で
も
あ

り
、特
定
機
能
病
院
に
関
し
て
は
、紹
介
率
、逆

紹
介
率
と
も一
定
の
数
字
を
割
り
込
む
と
罰
則

が
科
さ
れ
ま
す
。本
院
で
は
地
域
医
療
連
携
部

が
中
心
に
な
っ
て
、主
治
医
か
ら
の
返
書
の
徹
底

も
含
め
て
、紹
介
・
逆
紹
介
を
調
整
す
る
機
能
を

し
っ
か
り
果
た
し
て
お
り
、両
方
と
も
高
い
水
準

を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、逆
紹
介
促
進
策
と
し
て
、患
者
さ
ん
自

身
が
か
か
り
つ
け
医
候
補
を
検
索
で
き
る「
か
か

り
つ
け
医
紹
介
シ
ス
テ
ム
」の
端
末
を
、令
和
２

機
器
を
導
入
す
る
こ
と
で
、治
療
効
果
が
高
ま

る
だ
け
で
な
く
、よ
り
安
全
か
つ
低
侵
襲
で
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
治
療
が
可
能
に
な
り
ま
す
。そ
う

し
た
観
点
か
ら
、本
院
は
積
極
的
に
医
療
シ
ス

テ
ム・機
器
へ
の
投
資
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
９
月
の
新
病
棟
オ
ー
プ
ン
を
機
に

導
入
し
た
独
自
の「
総
合
滅
菌
管
理
シ
ス
テ
ム
」

は
、手
術
器
材
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
器
材
の

洗
浄
・
滅
菌
業
務
を
飛
躍
的
に
進
歩
さ
せ
た
画

期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
、現
在
で
も
全
国
か
ら
多

く
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、令
和
３
年
４
月
に
は
、5
年
間
で
の
総
額
約

40
億
円
を
か
け
て
、国
立
大
学
病
院
初
の「
パ
ブ

リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
」を
採
用
し
た
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム「
総
合
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
し

ま
し
た
。院
外
に
サ
ー
バ
ー
を
置
く
こ
と
で
病
院

が
被
災
し
て
も
デ
ー
タ
を
安
全
に
保
管
で
き
る

ほ
か
、職
種
を
超
え
て
効
果
的
に
医
療
情
報
を

共
有
で
き
ま
す
の
で
、チ
ー
ム
医
療
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。ま
た
、シ
ス
テ

ム
更
新
の
コ
ス
ト
も
大
幅
に
削
減
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
に
脳
神
経
外
科
に
導
入
し
た「
手

術
顕
微
鏡
３
Ｄ
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
」は
、手
術

チ
ー
ム
全
員
が
大
き
な
モ
ニ
タ
ー
で
４
Ｋ
の
３

次
元
映
像
を
見
な
が
ら
手
術
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
、術
野
を
リ
ア
ル
に
把
握
で
き
、相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
共
有
が
可
能
で
す
。同
じ

く
令
和
２
年
に
整
形
外
科
に
導
入
し
た「
整
形

外
科
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」は
、極
め
て

精
度
が
高
い
患
部
画
像
を
確
認
し
な
が
ら
手
術

で
き
、こ
れ
ま
で
は
難
し
い
と
さ
れ
た
手
術
も
安

全
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」は
新
病

棟
の
稼
働
前
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。当
初
は

泌
尿
器
科
の
前
立
腺
が
ん
手
術
に
用
途
が
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、最
近
は
婦
人
科
領
域
や
外

科
領
域
な
ど
に
も
少
し
ず
つ
適
用
が
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。近
い
将
来
、診
療
科
間
で
奪
い
合

い
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、早
期
の
増
設
は
必

須
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。導
入
す
る
と
す
れ
ば
、

近
々
発
売
予
定
の
最
新
モ
デ
ル
に
な
る
は
ず
で

す
が
、極
め
て
高
額
な
た
め
当
初
は
リ
ー
ス
で
の

運
用
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
更
新
も
含
め
て
各
診
療
科
か
ら
シ
ス
テ
ム・

機
器
の
購
入
希
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。中
長
期
の
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、し
っ
か

り
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
上
で
必
要
度
な
ど
を
精
査

し
て
優
先
順
位
を
決
め
て
い
ま
す
が
、で
き
る

だ
け
要
望
に
応
え
る
た
め
に
も
、財
源
と
な
る

利
益
の
確
保
は
極
め
て
重
要
な
わ
け
で
す
。

　
働
き
方
改
革
も
私
が
所
管
し
て
い
ま
す
。働

き
方
改
革
関
連
法
に
基
づ
き
、令
和
６
年
４
月

か
ら「
医
師
の
働
き
方
改
革
」が
施
行
さ
れ
ま
す
。

基
本
的
な
内
容
は
、時
間
外
勤
務
の
上
限
が「
年

９
６
０
時
間
以
内
、月
１
０
０
時
間
未
満
」「
連
続

勤
務
時
間
制
限
28
時
間
、勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
９
時
間
ま
た
は
代
償
休
息
」と
な
る
見
込
み
で

あ
り
、本
院
も
こ
の
基
準
に
適
合
す
る
た
め

着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
ま
ず
全
医
師
の
勤
務
時
間
を
正
確

に
把
握
す
る
た
め
、３
月
か
ら
ド
ク
タ
ー
・
ジ
ョ

年
度
か
ら
外
来
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
し
ま
し
た
。紹

介
率
・
逆
紹
介
率
は
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
に

も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、収
益
力
向
上
の
観
点
か

ら
も
引
き
続
き
徹
底
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
新
規
患
者
さ
ん
の
増
加
に
向
け
、広
報
活
動

も
強
化
し
ま
す
。近
年
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
病
院
情
報
を
収
集
す
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
の
で
、ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新

に
着
手
し
、診
療
科
別
の
手
術
実
績
や
、ど
ん
な

疾
患
や
治
療
方
法
に
強
み
が
あ
る
の
か
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、直
接
的
な
収
益
改
善
策
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、新
し
い
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、産
科
婦
人

科
の
外
来
に
5
月
、県
の
後
押
し
に
よ
り「
高
度

生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。県
内

の
婦
人
科
ク
リ
ニッ
ク
と
連
携
し
な
が
ら
、体
外

受
精
や
顕
微
授
精
な
ど
の
高
度
な
不
妊
治
療
を

提
供
し
、県
が
推
進
す
る
県
内
完
結
型
不
妊
治

療
の
中
核
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
県
外
に
流
出
し
て
い
た
不
妊
治
療
患

者
さ
ん
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、経
営
面
か
ら
も

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
収
益
力
向
上
に
奥
の
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。さ

ま
ざ
ま
な
要
素
に
目
配
り
し
な
が
ら
、着
実
に

改
善
策
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
成
果
を
発
揮
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、最
新
鋭
の

医
療
シ
ス
テ
ム・
機
器
は「
最
新
・
最
適
な
医
療
」

の
実
現
に
不
可
欠
で
す
。先
進
的
な
シ
ス
テ
ム・

イ
社
の
ビ
ー
コ
ン
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
し
た
。ビ
ー
コ
ン
は
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
電
波

を
発
信
す
る
小
さ
な
端
末
で
、医
師
が
携
帯
す

る
だ
け
で
、院
内
約
３
０
０
カ
所
に
設
置
し
た
受

信
機
を
通
じ
て
出
退
勤
時
刻
や
院
内
で
の
居
場

所
を
自
動
的
に
記
録
・
管
理
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
大
ま
か
な
仕
分
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
す
で
に

策
定
し
、定
時
退
勤
時
刻
を
過
ぎ
て
病
棟
に
い

れ
ば「
勤
務
」、研
究
室
に
い
れ
ば「
自
己
研
鑽
」

に
区
分
し
ま
す
。研
究
室
で
病
院
業
務
に
携
わ
っ

て
い
た
場
合
な
ど
は
、ス
マ
ホ
で
変
更
願
い
を
申

請
す
れ
ば
所
属
長
が
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
ビ
ー
コ
ン
を
携
帯
せ
ず
に
出
勤

し
た
り
、院
内
に
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も一
部
見
ら
れ
ま
す
の
で
、院
内
で
の
常

時
携
帯
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、例
え

ば
、院
外
研
究
会
へ
の
参
加
や
講
演
の
聴
講
、授

業
の
講
義
な
ど
が「
勤
務
」な
の
か「
自
己
研
鑽
」

な
の
か
と
い
う
仕
分
け
ル
ー
ル
も
き
め
細
か
く

定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
医
師
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
方
策
と
し
て

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
推
進
す
る
方
針
で
す
。

例
え
ば
人
工
呼
吸
器
か
ら
の
離
脱
、ド
レ
ー
ン
の

抜
去
、イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
な
ど「
特
定

行
為
」に
指
定
さ
れ
た
診
療
補
助
行
為
は
、研
修

を
修
了
し
た
看
護
師
も
担
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、当
直
医
制
を
オ
ン
コ
ー
ル
制
に
改
め
た

り
、自
宅
で
電
子
カ
ル
テ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、

書
き
込
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、医

師
が
必
要
以
上
に
時
間
外
労
働
を
し
な
く
て
も

よ
い
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

理
由
は
、治
療
器
材
も
医
薬
品
も
高
価
な
も
の

を
使
う
機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、が
ん
治
療
薬「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」に
代

表
さ
れ
る
非
常
に
高
価
な
薬
剤
が
診
療
単
価
を

大
き
く
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、診
療
単
価
は
上
が
っ
て
も
、そ
の

分
、も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
医
療
コ
ス
ト
が
増
加

し
て
い
る
の
で
、む
し
ろ
利
益
を
圧
迫
す
る
要
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。増
収
に
寄
与
し
た
と
し
て
も
、

増
益
に
は
つ
な
が
ら
な
い
見
掛
け
倒
し
の
増
収

だ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
一
方
、平
均
在
院
日
数
と
逆
紹
介
率
は
コ
ロ

ナ
禍
以
降
も
改
善
し
て
い
ま
す
。平
成
28
年
度

は
13
・
5
日
だ
っ
た
平
均
在
院
日
数
は
、令
和
２

年
度
に
は
11
・
7
日
に
ま
で
短
縮
さ
れ
、３
年
度

も
同
水
準
を
キ
ー
プ
し
ま
し
た
。ま
た
、逆
紹
介

率
も
平
成
28
年
度
の
62
・１
%
か
ら
約
70
%
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
総
合
的
な
結
果
と
し
て
、診
療
報
酬

請
求
額
は
令
和
２
年
度
は
微
減
、３
年
度
は
微

紹
介
率・逆
紹
介
率
の
向
上
に

貢
献
す
る
地
域
医
療
連
携
部
。

「
高
度
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
」開
設
し

高
度
な
不
妊
治
療
を
提
供
。

最
新
シ
ス
テ
ム・機
器
へ
の

積
極
的
な
投
資
続
け
る
。

需
要
拡
大
に
対
応
す
る
た
め

「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」増
設
は
必
須
。

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」施
行
に
備
え

着
々
と
準
備
進
め
る
。

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り

医
師
の
業
務
負
担
を
軽
減
。

設備名称 設備名称導入年度

■近年の主なシステム・機器導入例

体外式模型人工肺（ECMO）
手術顕微鏡3Dカメラシステム
血管内超音波画像診断装置
整形外科ナビゲーションシステム
白内障手術装置
総合医療情報システム
生理検査情報システム
新生児・小児用人工呼吸器

病院救急自動車
電子内視鏡システム
内視鏡画像診断支援システム
血液浄化装置
血液ガス分析システム
循環補助用心内留置型ポンプカテーテル用制御装置
受精卵観察システム

R2
R2
R2
R2
R2
R3
R3
R3

R3
R3
R3
R3
R3
R3
R3

導入年度



　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、福
井
大
学

医
学
部
附
属
病
院
の
経
営
環
境
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。平
成
26
年
９
月
か
ら
の
新
病
棟
稼

働
な
ど
が
追
い
風
に
な
り
、平
成
27
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
ま
で
の
５
年
間
は
右
肩
上
が
り
で

成
長
が
続
い
て
き
た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
見

舞
わ
れ
た
令
和
２
年
度
以
降
は
、一
転
し
て
停

滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
悪
影
響
は
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
は
患

者
さ
ん
の
数
が
減
っ
た
こ
と
。コ
ロ
ナ
感
染
を

恐
れ
て
、い
わ
ゆ
る
受
診
控
え
が
起
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
ど
の
医
療
機
関
も
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
。も
う
１
つ
は
、活
用
で
き
る
病
床
数
の
減

少
で
す
。本
院
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、福
井
県
の
要
請
に
応
え
て
コ

ロ
ナ
感
染
者
を
受
け
入
れ
、コ
ロ
ナ
感
染
者
専

用
病
床
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、一
般
患
者

用
病
床
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の

で
す
。

　
本
院
の
場
合
、病
棟
の
設
計
上
、コ
ロ
ナ
患
者

を
完
全
に
隔
離
す
る
に
は
、48
床
の
病
棟
を
丸

ご
と
コ
ロ
ナ
専
用
病
床
に
充
当
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、コ
ロ
ナ
感
染
者
が
入
院

し
た
場
合
、入
院
人
数
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、

48
床
が
一
般
患
者
に
使
え
な
く
な
り
ま
す
。例

え
ば
、コ
ロ
ナ
感
染
者
の
入
院
が
10
人
だ
と
す
る

と
、38
床
は
空
き
ベッ
ド
に
な
る
わ
け
で
す
。本

院
の
総
一
般
病
床
数
は
４
７
８
床
で
す
か
ら
、こ

の
影
響
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。令
和
３
年
度

は
こ
う
し
た
状
態
が
ト
ー
タ
ル
で
約
７
カ
月
間

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、令
和
２
年
度
は
若
干
の
減

収
減
益
と
な
り
、私
が
経
営
担
当
副
病
院
長

に
就
任
し
た
３
年
度
は
、収
入
こ
そ
約
3
・
7

億
円
増
え
た
も
の
の
、純
利
益
は
１
７
０
０
万

円
減
り
ま
し
た
。も
し
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金

が
な
け
れ
ば
、赤
字
は
免
れ
な
い
と
こ
ろ
で

し
た
。

　　
本
院
が
経
営
状
況
、特
に
収
益
力
の
モ
ノ
サ

シ
と
し
て
重
視
し
て
い
る
経
営
指
標
に
即
し
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
現
状
を
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
、令
和
２
年
度
の
新
規
入
院
患
者
数
や

手
術
件
数
の
大
幅
減
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
言

う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。令
和
３
年
度
は
両
方
と

も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
。た
だ
、手
術
件
数
に
関

し
て
は
今
年
２
月
以
降
、よ
う
や
く
持
ち
直
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
90
・
１
％
、令
和
元
年
度
は

88
・２
%
と
高
水
準
だ
っ
た
病
床
稼
働
率
は
、令

和
２
年
度
に
80
・８
％
と
大
幅
に
下
が
り
、３
年

度
も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
。先
に
申
し
上
げ
た
と

お
り
、コ
ロ
ナ
感
染
者
の
受
け
入
れ
が
大
き
く
影

響
し
ま
し
た
。令
和
元
年
度
並
み
と
ま
で
は
言

い
ま
せ
ん
が
、せ
め
て
83
%
程
度
は
確
保
し
た

か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

　
診
療
単
価
は
少
な
く
と
も
こ
こ
10
年
以
上
続

け
て
上
が
り
続
け
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
以
降
も

こ
の
流
れ
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
大
き
な

増
で
し
た
。

　
も
と
よ
り
、現
状
を
是
認
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、反
転
攻
勢
に
向
け
て
収
益
力
向
上
に

全
力
で
取
り
組
む
決
意
で
す
。少
な
く
と
も
過

去
２
年
間
果
た
せ
な
か
っ
た
増
収
増
益
を
達
成

す
る
こ
と
が
、私
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

収
益
改
善
策
は
３
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
手
術
件

数
の
増
加
で
す
。純
利
益
に
直
結
す
る
部
分
で

あ
り
、何
と
し
て
も
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。現
状
、本
院
の
手
術
室
は
10
室
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、平
成
30
年
度
と
令
和
元
年
度
は

６
０
０
０
件
近
い
手
術
を
こ
な
し
ま
し
た
。１
室

当
た
り
年
間
６
０
０
件
近
い
わ
け
で
、こ
れ
は
同

規
模
の
大
学
病
院
で
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。裏
返
せ
ば
、少
な
い
手
術
枠
を
懸
命
に
や
り

繰
り
し
て
手
術
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

手
術
室
を
増
や
さ
な
い
限
り
手
術
件
数
を
伸
ば

す
の
は
困
難
で
す
。

　
し
か
し
、ス
ペ
ー
ス
的
制
約
な
ど
の
障
壁
が
あ

り
、簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、全
身
麻

酔
が
不
要
な
白
内
障
手
術
な
ど
を
実
施
す
る
手

術
室
を
２
室
新
設
し
、眼
科
専
用
手
術
室
と
し

て
、令
和
５
年
５
月
か
ら
の
運
用
に
向
け
て
現
在

準
備
中
で
す
。そ
の
分
、中
央
手
術
室
の
手
術
枠

に
空
き
が
で
き
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
十
分
な

枠
が
取
れ
な
か
っ
た
他
の
診
療
科
に
使
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、手
術
件
数
全
体
の
底
上
げ
を
図
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り
ま
す
。

　
併
せ
て
、限
ら
れ
た
麻
酔
科
医
し
か
い
な
い

中
で
全
身
麻
酔
手
術
を
増
や
す
た
め
に
、定
型

的
な
手
術
に
つ
い
て
は
麻
酔
科
が
中
心
と
な
り

ロ
ボ
ッ
ト
麻
酔
を
導
入
し
て
、麻
酔
科
医
が
つ

き
っ
き
り
で
観
察
や
調
整
を
し
な
く
て
済
む
シ

ス
テ
ム
を
運
用
し
始
め
ま
し
た
。今
後
は
観
察
・

調
整
業
務
も
研
修
を
受
け
た
看
護
師
に
移
管
で

き
な
い
か
を
検
討
し
9
月
か
ら
実
施
予
定
で
す
。

　
２
つ
め
は
病
床
稼
働
率
の
改
善
策
で
す
。す
で

に
各
診
療
科
長
や
病
棟
医
長
に
対
し
て
、平
成

30
年
度
、令
和
元
年
度
並
み
に
戻
す
努
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。特
に
内
科
系
に
つ
い
て
は
、病

床
稼
働
率
を
強
く
意
識
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

請
し
て
い
ま
す
。令
和
３
年
度
の
88
％
程
度
ま
で

戻
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、収
入
は
間
違
い
な
く
２

０
０
億
円
を
超
え
る
は
ず
で
す
。た
だ
し
、病
床

稼
働
率
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
は
覚
悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
３
つ
め
は
医
療
材
料
費
の
圧
縮
で
す
。令
和
３

年
度
は
こ
の
取
り
組
み
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、心
臓
疾
患
に
使
う
ス
テ
ン
ト
や
整

形
外
科
の
人
工
関
節
な
ど
、単
回
使
用
の
高
額

器
材
は
治
療
コ
ス
ト
を
大
き
く
押
し
上
げ
、利

益
を
圧
迫
す
る
要
因
に
な
り
が
ち
で
す
。と
は

い
え
、理
念
に「
最
新
・
最
適
な
医
療
」を
掲
げ
て

い
る
以
上
、医
療
機
器
や
薬
剤
が
高
価
で
あ
ろ

う
と
も
、最
も
治
療
効
果
が
高
い
も
の
を
選
択

す
る
の
は
当
然
で
す
。

　
と
す
れ
ば
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

購
入
単
価
を
引
き
下
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

購
入
量
に
見
合
っ
た
適
切
な
価
格
で
購
入
し
て

い
る
か
、他
の
病
院
と
比
べ
て
単
価
が
高
い
も
の

は
な
い
か
な
ど
を
厳
し
く
精
査
す
る
た
め
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、相
当
の
コ
ス

ト
削
減
効
果
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
重
点
施
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、き
め
細

か
く
収
益
改
善
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。紹
介・逆
紹
介
の
徹
底
も
そ
の
１
つ
で
す
。

県
内
唯
一の
特
定
機
能
病
院
で
あ
る
本
院
に
は
、

開
業
医
や
一
般
病
院
で
は
手
に
負
え
な
い
重
症

患
者
さ
ん
に
対
し
て
、高
度
な
治
療
を
提
供
す

る
使
命
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
患
者
さ
ん
を

重
点
的
に
治
療
す
る
た
め
、実
際
に
開
業
医
や一

般
病
院
か
ら
多
く
の
紹
介
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
て
き
ま
し
た
し
、手
術
な
ど
を
実
施
し
て
急

性
期
を
脱
し
た
ら
、紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
開
業

医
や
一
般
病
院
に
お
返
し
し
、か
か
り
つ
け
医
と

し
て
慢
性
期
の
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
病
病
・

病
診
連
携
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
役
割
分
担
と
連
携
は
国
策
で
も
あ

り
、特
定
機
能
病
院
に
関
し
て
は
、紹
介
率
、逆

紹
介
率
と
も一
定
の
数
字
を
割
り
込
む
と
罰
則

が
科
さ
れ
ま
す
。本
院
で
は
地
域
医
療
連
携
部

が
中
心
に
な
っ
て
、主
治
医
か
ら
の
返
書
の
徹
底

も
含
め
て
、紹
介
・
逆
紹
介
を
調
整
す
る
機
能
を

し
っ
か
り
果
た
し
て
お
り
、両
方
と
も
高
い
水
準

を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、逆
紹
介
促
進
策
と
し
て
、患
者
さ
ん
自

身
が
か
か
り
つ
け
医
候
補
を
検
索
で
き
る「
か
か

り
つ
け
医
紹
介
シ
ス
テ
ム
」の
端
末
を
、令
和
２

機
器
を
導
入
す
る
こ
と
で
、治
療
効
果
が
高
ま

る
だ
け
で
な
く
、よ
り
安
全
か
つ
低
侵
襲
で
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
治
療
が
可
能
に
な
り
ま
す
。そ
う

し
た
観
点
か
ら
、本
院
は
積
極
的
に
医
療
シ
ス

テ
ム・機
器
へ
の
投
資
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
９
月
の
新
病
棟
オ
ー
プ
ン
を
機
に

導
入
し
た
独
自
の「
総
合
滅
菌
管
理
シ
ス
テ
ム
」

は
、手
術
器
材
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
器
材
の

洗
浄
・
滅
菌
業
務
を
飛
躍
的
に
進
歩
さ
せ
た
画

期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
、現
在
で
も
全
国
か
ら
多

く
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、令
和
３
年
４
月
に
は
、5
年
間
で
の
総
額
約

40
億
円
を
か
け
て
、国
立
大
学
病
院
初
の「
パ
ブ

リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
」を
採
用
し
た
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム「
総
合
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
し

ま
し
た
。院
外
に
サ
ー
バ
ー
を
置
く
こ
と
で
病
院

が
被
災
し
て
も
デ
ー
タ
を
安
全
に
保
管
で
き
る

ほ
か
、職
種
を
超
え
て
効
果
的
に
医
療
情
報
を

共
有
で
き
ま
す
の
で
、チ
ー
ム
医
療
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。ま
た
、シ
ス
テ

ム
更
新
の
コ
ス
ト
も
大
幅
に
削
減
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
に
脳
神
経
外
科
に
導
入
し
た「
手

術
顕
微
鏡
３
Ｄ
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
」は
、手
術

チ
ー
ム
全
員
が
大
き
な
モ
ニ
タ
ー
で
４
Ｋ
の
３

次
元
映
像
を
見
な
が
ら
手
術
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
、術
野
を
リ
ア
ル
に
把
握
で
き
、相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
共
有
が
可
能
で
す
。同
じ

く
令
和
２
年
に
整
形
外
科
に
導
入
し
た「
整
形

外
科
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」は
、極
め
て

精
度
が
高
い
患
部
画
像
を
確
認
し
な
が
ら
手
術

で
き
、こ
れ
ま
で
は
難
し
い
と
さ
れ
た
手
術
も
安

全
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」は
新
病

棟
の
稼
働
前
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。当
初
は

泌
尿
器
科
の
前
立
腺
が
ん
手
術
に
用
途
が
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、最
近
は
婦
人
科
領
域
や
外

科
領
域
な
ど
に
も
少
し
ず
つ
適
用
が
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。近
い
将
来
、診
療
科
間
で
奪
い
合

い
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、早
期
の
増
設
は
必

須
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。導
入
す
る
と
す
れ
ば
、

近
々
発
売
予
定
の
最
新
モ
デ
ル
に
な
る
は
ず
で

す
が
、極
め
て
高
額
な
た
め
当
初
は
リ
ー
ス
で
の

運
用
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
更
新
も
含
め
て
各
診
療
科
か
ら
シ
ス
テ
ム・

機
器
の
購
入
希
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。中
長
期
の
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、し
っ
か

り
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
上
で
必
要
度
な
ど
を
精
査

し
て
優
先
順
位
を
決
め
て
い
ま
す
が
、で
き
る

だ
け
要
望
に
応
え
る
た
め
に
も
、財
源
と
な
る

利
益
の
確
保
は
極
め
て
重
要
な
わ
け
で
す
。

　
働
き
方
改
革
も
私
が
所
管
し
て
い
ま
す
。働

き
方
改
革
関
連
法
に
基
づ
き
、令
和
６
年
４
月

か
ら「
医
師
の
働
き
方
改
革
」が
施
行
さ
れ
ま
す
。

基
本
的
な
内
容
は
、時
間
外
勤
務
の
上
限
が「
年

９
６
０
時
間
以
内
、月
１
０
０
時
間
未
満
」「
連
続

勤
務
時
間
制
限
28
時
間
、勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
９
時
間
ま
た
は
代
償
休
息
」と
な
る
見
込
み
で

あ
り
、本
院
も
こ
の
基
準
に
適
合
す
る
た
め

着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
ま
ず
全
医
師
の
勤
務
時
間
を
正
確

に
把
握
す
る
た
め
、３
月
か
ら
ド
ク
タ
ー
・
ジ
ョ

年
度
か
ら
外
来
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
し
ま
し
た
。紹

介
率
・
逆
紹
介
率
は
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
に

も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、収
益
力
向
上
の
観
点
か

ら
も
引
き
続
き
徹
底
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
新
規
患
者
さ
ん
の
増
加
に
向
け
、広
報
活
動

も
強
化
し
ま
す
。近
年
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
病
院
情
報
を
収
集
す
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
の
で
、ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新

に
着
手
し
、診
療
科
別
の
手
術
実
績
や
、ど
ん
な

疾
患
や
治
療
方
法
に
強
み
が
あ
る
の
か
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、直
接
的
な
収
益
改
善
策
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、新
し
い
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、産
科
婦
人

科
の
外
来
に
5
月
、県
の
後
押
し
に
よ
り「
高
度

生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。県
内

の
婦
人
科
ク
リ
ニッ
ク
と
連
携
し
な
が
ら
、体
外

受
精
や
顕
微
授
精
な
ど
の
高
度
な
不
妊
治
療
を

提
供
し
、県
が
推
進
す
る
県
内
完
結
型
不
妊
治

療
の
中
核
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
県
外
に
流
出
し
て
い
た
不
妊
治
療
患

者
さ
ん
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、経
営
面
か
ら
も

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
収
益
力
向
上
に
奥
の
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。さ

ま
ざ
ま
な
要
素
に
目
配
り
し
な
が
ら
、着
実
に

改
善
策
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
成
果
を
発
揮
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、最
新
鋭
の

医
療
シ
ス
テ
ム・
機
器
は「
最
新
・
最
適
な
医
療
」

の
実
現
に
不
可
欠
で
す
。先
進
的
な
シ
ス
テ
ム・

イ
社
の
ビ
ー
コ
ン
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
し
た
。ビ
ー
コ
ン
は
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
電
波

を
発
信
す
る
小
さ
な
端
末
で
、医
師
が
携
帯
す

る
だ
け
で
、院
内
約
３
０
０
カ
所
に
設
置
し
た
受

信
機
を
通
じ
て
出
退
勤
時
刻
や
院
内
で
の
居
場

所
を
自
動
的
に
記
録
・
管
理
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
大
ま
か
な
仕
分
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
す
で
に

策
定
し
、定
時
退
勤
時
刻
を
過
ぎ
て
病
棟
に
い

れ
ば「
勤
務
」、研
究
室
に
い
れ
ば「
自
己
研
鑽
」

に
区
分
し
ま
す
。研
究
室
で
病
院
業
務
に
携
わ
っ

て
い
た
場
合
な
ど
は
、ス
マ
ホ
で
変
更
願
い
を
申

請
す
れ
ば
所
属
長
が
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
ビ
ー
コ
ン
を
携
帯
せ
ず
に
出
勤

し
た
り
、院
内
に
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も一
部
見
ら
れ
ま
す
の
で
、院
内
で
の
常

時
携
帯
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、例
え

ば
、院
外
研
究
会
へ
の
参
加
や
講
演
の
聴
講
、授

業
の
講
義
な
ど
が「
勤
務
」な
の
か「
自
己
研
鑽
」

な
の
か
と
い
う
仕
分
け
ル
ー
ル
も
き
め
細
か
く

定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
医
師
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
方
策
と
し
て

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
推
進
す
る
方
針
で
す
。

例
え
ば
人
工
呼
吸
器
か
ら
の
離
脱
、ド
レ
ー
ン
の

抜
去
、イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
な
ど「
特
定

行
為
」に
指
定
さ
れ
た
診
療
補
助
行
為
は
、研
修

を
修
了
し
た
看
護
師
も
担
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、当
直
医
制
を
オ
ン
コ
ー
ル
制
に
改
め
た

り
、自
宅
で
電
子
カ
ル
テ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、

書
き
込
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、医

師
が
必
要
以
上
に
時
間
外
労
働
を
し
な
く
て
も

よ
い
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

理
由
は
、治
療
器
材
も
医
薬
品
も
高
価
な
も
の

を
使
う
機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、が
ん
治
療
薬「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」に
代

表
さ
れ
る
非
常
に
高
価
な
薬
剤
が
診
療
単
価
を

大
き
く
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、診
療
単
価
は
上
が
っ
て
も
、そ
の

分
、も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
医
療
コ
ス
ト
が
増
加

し
て
い
る
の
で
、む
し
ろ
利
益
を
圧
迫
す
る
要
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。増
収
に
寄
与
し
た
と
し
て
も
、

増
益
に
は
つ
な
が
ら
な
い
見
掛
け
倒
し
の
増
収

だ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
一
方
、平
均
在
院
日
数
と
逆
紹
介
率
は
コ
ロ

ナ
禍
以
降
も
改
善
し
て
い
ま
す
。平
成
28
年
度

は
13
・
5
日
だ
っ
た
平
均
在
院
日
数
は
、令
和
２

年
度
に
は
11
・
7
日
に
ま
で
短
縮
さ
れ
、３
年
度

も
同
水
準
を
キ
ー
プ
し
ま
し
た
。ま
た
、逆
紹
介

率
も
平
成
28
年
度
の
62
・１
%
か
ら
約
70
%
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
総
合
的
な
結
果
と
し
て
、診
療
報
酬

請
求
額
は
令
和
２
年
度
は
微
減
、３
年
度
は
微

紹
介
率・逆
紹
介
率
の
向
上
に

貢
献
す
る
地
域
医
療
連
携
部
。

「
高
度
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
」開
設
し

高
度
な
不
妊
治
療
を
提
供
。

最
新
シ
ス
テ
ム・機
器
へ
の

積
極
的
な
投
資
続
け
る
。

需
要
拡
大
に
対
応
す
る
た
め

「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」増
設
は
必
須
。

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」施
行
に
備
え

着
々
と
準
備
進
め
る
。

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り

医
師
の
業
務
負
担
を
軽
減
。

設備名称 設備名称導入年度

■近年の主なシステム・機器導入例

体外式模型人工肺（ECMO）
手術顕微鏡3Dカメラシステム
血管内超音波画像診断装置
整形外科ナビゲーションシステム
白内障手術装置
総合医療情報システム
生理検査情報システム
新生児・小児用人工呼吸器

病院救急自動車
電子内視鏡システム
内視鏡画像診断支援システム
血液浄化装置
血液ガス分析システム
循環補助用心内留置型ポンプカテーテル用制御装置
受精卵観察システム

R2
R2
R2
R2
R2
R3
R3
R3

R3
R3
R3
R3
R3
R3
R3

導入年度
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ト
ピ
ッ
ク
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本
院
は
直
腸
が
ん
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
指
導
者（
プ
ロ
ク
タ
ー
）が
在
籍
し
、

福
井
県・石
川
県
で
執
刀
ラ
イ
セ
ン
ス
を
発
行
で
き
る
唯
一
の
病
院
で
す
。

身
体
に
優
し
い
手
術
治
療
が
広
が
る
よ
う
に
、執
刀
医
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
米
国
イ
ン
テ
ュ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ジ
カ
ル
社

が
製
造
販
売
す
る
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ｄ

a 

Ｖ
i
n
c
i（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
）」は
術
者
が

遠
隔
操
作
し
て
行
な
わ
れ
る
内
視
鏡
手
術
の

こ
と
で
す
。ｄ
a 

Ｖ
i
n
c
i
は
高
性
能

3
D
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
て
お
り
、鮮
明
な
立

体
画
像
に
よ
り
細
か
な
血
管
や
神
経
を
認
識

で
き
、手
ブ
レ
補
正
機
能
を
有
す
る
自
在
に

動
く
ロ
ボ
ッ
ト
鉗
子
が
、よ
り
繊
細
で
安
全

な
手
術
操
作
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。お
腹

の
傷
は
1
㎝
前
後
が
4
〜
5
ヶ
所
の
み
で
、

患
者
さ
ん
へ
の
負
担
が
小
さ
く
出
血
量
が
少

な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
ｄ
a 

Ｖ
i
n
c
i
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

下
手
術
は
、日
本
で
は
2
0
1
2
年
4
月
に
初

め
て
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て
保
険
適
応
と
な

り
、そ
の
後
、2
0
1
8
年
に
初
め
て
婦
人
科

疾
患
に
対
す
る
子
宮
全
摘
術
が
保
険
適
応
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
4
年
間
で
急
速
に
普
及
し
、

全
国
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
が
増
加
し

て
い
ま
す
。本
院
で
は
す
で
に
泌
尿
器
科
、消

化
器
外
科
で
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
が
導
入

さ
れ
て
お
り
、手
術
室
チ
ー
ム
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

婦
人
科
疾
患
に
新
た
な
低
侵
襲
手
術
の
導
入

〜
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
を
県
内
で
初
め
て
実
施

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❷

従
来
の
腹
腔
鏡
下
手
術
に
な
い
圧
倒
的
な
拡
大
視
野
と
立
体
画
質
、自
在
な
鉗
子
操
作
が
、

よ
り
精
緻
で
低
侵
襲
な
治
療
を
実
現
し
ま
す
。

確
立
さ
れ
て
い
た
た
め
、産
婦
人
科
に
お
け
る

導
入
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下

手
術
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、安
全
性
担
保
の

点
か
ら
、各
学
会
が
定
め
る
認
定
医
資
格
と
製

造
元
が
定
め
る
ｄ
a 

Ｖ
i
n
c
i
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。福
井
県
内
で
は
初
め
て
の
導
入
で
し
た

の
で
、患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
医
療
関
係
者
の

関
心
も
熱
く
、導
入
後
は
多
く
の
ご
相
談
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
院
で
は
現
在
、婦
人
科
良
性
疾
患
と
前
が

ん
状
態
を
適
応
と
し
て
お
り
ま
す
。具
体
的
に

は
子
宮
筋
腫
や
子
宮
頸
部
異
形
成（
子
宮
頸
が

ん
の
前
が
ん
病
変
）な
ど
の
疾
患
が
適
応
と
な

り
、手
術
の
内
容
は
子
宮
全
摘
に
限
り
ま
す
。

子
宮
筋
腫
が
あ
れ
ば
必
ず
手
術
が
必
要
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。筋
腫
が
あ
っ
て
も

自
覚
症
状
の
な
い
場
合
に
は
閉
経
後
徐
々
に

小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、薬
物
療
法
や
経
過

観
察
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。当
科
で
は

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
て
最

善
の
治
療
法
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。ロ
ボ
ッ

ト
支
援
下
手
術
は
あ
く
ま
で
そ
の
手
段
の
一

つ
で
あ
り
、最
小
限
の
侵
襲
で
最
大
の
効
果
を

も
た
ら
す
こ
と
を
基
本
的
な
診
療
理
念
と
し

て
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
10
月
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

を
県
内
で
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

約
10
例
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
子
宮
全
摘
術
を

実
施
し
ま
し
た
。い
ず
れ
も
子
宮
筋
腫
と
診
断

さ
れ
た
40
代
の
女
性
患
者
で
す
。手
術
時
間
は

3
時
間
程
で
、術
後
4
日
前
後
で
退
院
可
能
で

す
。術
後
の
体
調
回
復
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
あ
れ
ば

退
院
翌
日
よ
り
可
能
で
あ
り
、お
腹
に
力
の
入

る
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
る
場
合
に
は
3
週

間
ほ
ど
で
復
帰
が
可
能
で
す
。

　
現
在
は
良
性
疾
患
と
前
が
ん
状
態
を
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
の
適
応
と
し
て
お
り
ま

す
が
、今
年
度
中
に
は
、よ
り
繊
細
な
手
術

操
作
が
求
め
ら
れ
る
子
宮
体
が
ん
や
子
宮
脱

に
対
し
て
手
術
適
応
を
拡
大
し
て
い
く
予
定

で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
と
は

井上 大輔
い の うえ・だ い す け
産科婦人科 特命助教

　
従
来
の
内
視
鏡
手
術（
腹
腔
鏡
手
術
）は
人
間

の
手
で
直
線
的
な
鉗
子・器
機
を
操
っ
て
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術「
d
a 

V
i
n
c
i（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
）」で
は
、鉗
子
の
先

端
が
術
者
の
手
の
よ
う
に
自
由
に
動
く
関
節
機

能
と
解
像
度
の
高
い
3
D
画
像
に
よ
っ
て
、精

密
・
精
細
な
手
術
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。根

治
性（
が
ん
を
治
す
）と
機
能
温
存（
生
活
の
質
）

が
高
ま
り
、術
後
の
回
復
が
早
い
な
ど
の
利
点
が

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
よ
り 

ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
、内
視
鏡
下
の
手
術
野
で

特
殊
な
器
具
を
用
い
て
行
う
手
術
で
あ
り
、高

度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
、術
者
へ
の
触
覚
に
よ

る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
無
い
た
め
手
術
操
作
の

習
得
に
は
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
と

な
る 

（
抜
粋
）と
注
意
喚
起
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
こ
で
円
滑
か
つ
安
全
な
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
の
導
入
が
で
き
る
よ
う
に
、2
0
2
0
年

に
消
化
器
・
一
般
外
科
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の

プ
ロ
ク
タ
ー（
指
導
医
）認
定
制
度
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
開
発
の
歴
史
は
、1
9
9
0
年
代
初
め
の
湾
岸

戦
争
に
遡
り
ま
す
。戦
場
で
の
負
傷
者
に
対
し
て
、

米
国
本
土
の
医
師
あ
る
い
は
航
空
母
艦
に
乗
船

し
て
い
る
医
師
に
よ
っ
て
、十
分
な
外
科
的
治
療

が
施
行
で
き
る
よ
う
に
、米
国
陸
軍
が
軍
用
と
し

て
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。1
9
9
9
年
に
d
a 

V
i
n
c
i
が
完
成
し
、2
0
0
0
年
7
月
に
ア

メ
リ
カ
食
品
医
薬
品
局（
F
D
A
）が
承
認
。そ
の

後
、2
0
0
6
〜
2
0
1
8
年
の
間
で
、d
a 

V
i
n
c
i 

S
、S
i
、X
i
、X
、S
p
が 

開
発
、臨
床
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、2
0
0
1
年
に
臨
床
試

験
と
し
て
腹
腔
鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入

さ
れ
、2
0
0
9
年
に
一
般
消
化
器
外
科
、胸
部

外
科
、泌
尿
器
科
、婦
人
科
の
領
域
で
薬
事
承
認

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、2
0
1
2
年
前
立
腺

悪
性
腫
瘍
手
術
、2
0
1
6
年
腎
悪
性
腫
瘍
手
術

が
保
険
収
載
さ
れ
ま
し
た
。2
0
1
8
年
に
は
直

腸
が
ん
、食
道
が
ん
、 

胃
が
ん
、膀
胱
が
ん
、子
宮

が
ん
に
対
す
る
手
術
な
ど
12
術
式
、2
0
2
0
年

に
7
術
式
、2
0
2
2
年
に
は
、さ
ら
に
結
腸
が

ん
な
ど
8
術
式
が
追
加
さ
れ
て
き
て
お
り
、日

本
に
お
け
る
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
3
年
10
月
に
d
a 

V
i
n
c
i 

S
i

を
導
入
し
、当
初
は
保
険
収
載
さ
れ
て
い
た
泌
尿

器
科
の
前
立
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
、腎
悪
性
腫
瘍
手

術
に
使
用
。2
0
1
8
年
よ
り
、消
化
器
外
科
に

お
い
て
開
始
と
な
り
ま
し
た
。本
年
よ
り
、結
腸

が
ん
に
お
い
て
も
保
険
収
載
が
な
さ
れ
た
た
め
、

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
の
実
施
準
備
を
行
っ
て

お
り
、間
も
な
く
開
始
予
定
で
す
。ま
た
胃
が
ん

な
ら
び
に
肝
胆
膵
外
科
に
お
い
て
も
導
入
を
考

え
て
い
ま
す
。

　
腹
腔
鏡
手
術
に
追
加
さ
れ
る
利
点
と
し
て
は
、

1  

高
解
像
度
の
3
D
内
視
鏡
に
よ
っ
て
微
細

な
解
剖
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、腹
腔
鏡
と
比

較
し
て
、よ
り
精
緻
な
手
術
を
施
行
す
る
可
能
性
。

2  
骨
盤
深
部
に
つ
い
て
、自
由
度
の
高
い
鉗
子

を
使
用
し
た
柔
軟
な
手
術
手
技
に
よ
っ
て
、直
腸

周
囲
に
あ
る
性
機
能
、排
尿
機
能
を
制
御
す
る
神

経
の
機
能
温
存
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。ま
た
が
ん
根
治
性
の
向
上
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

欠
点
は
、特
別
な
機
器
使
用
の
た
め
高
度
な
技
術

を
要
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

は
じ
め
に

本
院
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
の
現
状

.

五井 孝憲
ご い・た か の り
第一外科 教授

,

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
身
体
に
優
し
い

最
新
直
腸
が
ん
手
術
が
保
険
診
療
で
受
け
ら
れ
ま
す

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
の
始
ま
り

　
今
後
は
、日
本
産
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
い
く
つ
か

製
造
販
売
承
認
さ
れ
、ま
す
ま
す
一
般
的
と
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
令
和
元
年
度
の「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
適
切
な
実
施
に
関
す
る
指
針
」の
改
定
が
あ

り
、手
術
が
行
わ
れ
る
手
術
室
に
医
師
が
い
る

場
合
に
、遠
隔
手
術（
オ
ン
ラ
イ
ン
手
術
）の
実

施
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。日
本
外
科
学
会
が

主
導
と
な
り
、遠
隔
手
術
を
行
う
た
め
の
安
全

性
や
倫
理
的
な
問
題
点
、必
要
な
情
報
通
信
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
整
備
、施
行
へ
と
向
か
っ
て
い

ま
す
。

”

“

ロボット支援手術中の全体写真

実際の術野とロボットアーム コンソール操作の様子

（左）日本内視鏡外科学会 ロボット支援手術プロクター（指導医）認定証
（右）執刀医がサージョンコンソールと呼ばれる操作ボックスの中で3D内視鏡
　　画像を見ながら操作

..

ど
の
よ
う
な
疾
患
が

治
療
の
適
応
と
な
る
の
か

福
井
大
学
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
の

現
状
と
今
後
の
展
望
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ト
ピ
ッ
ク
ス 

❶

Current Pick Up

本
院
は
直
腸
が
ん
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
指
導
者（
プ
ロ
ク
タ
ー
）が
在
籍
し
、

福
井
県・石
川
県
で
執
刀
ラ
イ
セ
ン
ス
を
発
行
で
き
る
唯
一
の
病
院
で
す
。

身
体
に
優
し
い
手
術
治
療
が
広
が
る
よ
う
に
、執
刀
医
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
米
国
イ
ン
テ
ュ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ジ
カ
ル
社

が
製
造
販
売
す
る
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ｄ

a 

Ｖ
i
n
c
i（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
）」は
術
者
が

遠
隔
操
作
し
て
行
な
わ
れ
る
内
視
鏡
手
術
の

こ
と
で
す
。ｄ
a 

Ｖ
i
n
c
i
は
高
性
能

3
D
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
て
お
り
、鮮
明
な
立

体
画
像
に
よ
り
細
か
な
血
管
や
神
経
を
認
識

で
き
、手
ブ
レ
補
正
機
能
を
有
す
る
自
在
に

動
く
ロ
ボ
ッ
ト
鉗
子
が
、よ
り
繊
細
で
安
全

な
手
術
操
作
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。お
腹

の
傷
は
1
㎝
前
後
が
4
〜
5
ヶ
所
の
み
で
、

患
者
さ
ん
へ
の
負
担
が
小
さ
く
出
血
量
が
少

な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
ｄ
a 

Ｖ
i
n
c
i
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

下
手
術
は
、日
本
で
は
2
0
1
2
年
4
月
に
初

め
て
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て
保
険
適
応
と
な

り
、そ
の
後
、2
0
1
8
年
に
初
め
て
婦
人
科

疾
患
に
対
す
る
子
宮
全
摘
術
が
保
険
適
応
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
4
年
間
で
急
速
に
普
及
し
、

全
国
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
が
増
加
し

て
い
ま
す
。本
院
で
は
す
で
に
泌
尿
器
科
、消

化
器
外
科
で
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
が
導
入

さ
れ
て
お
り
、手
術
室
チ
ー
ム
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

婦
人
科
疾
患
に
新
た
な
低
侵
襲
手
術
の
導
入

〜
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
を
県
内
で
初
め
て
実
施

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❷

従
来
の
腹
腔
鏡
下
手
術
に
な
い
圧
倒
的
な
拡
大
視
野
と
立
体
画
質
、自
在
な
鉗
子
操
作
が
、

よ
り
精
緻
で
低
侵
襲
な
治
療
を
実
現
し
ま
す
。

確
立
さ
れ
て
い
た
た
め
、産
婦
人
科
に
お
け
る

導
入
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下

手
術
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、安
全
性
担
保
の

点
か
ら
、各
学
会
が
定
め
る
認
定
医
資
格
と
製

造
元
が
定
め
る
ｄ
a 

Ｖ
i
n
c
i
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。福
井
県
内
で
は
初
め
て
の
導
入
で
し
た

の
で
、患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
医
療
関
係
者
の

関
心
も
熱
く
、導
入
後
は
多
く
の
ご
相
談
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
院
で
は
現
在
、婦
人
科
良
性
疾
患
と
前
が

ん
状
態
を
適
応
と
し
て
お
り
ま
す
。具
体
的
に

は
子
宮
筋
腫
や
子
宮
頸
部
異
形
成（
子
宮
頸
が

ん
の
前
が
ん
病
変
）な
ど
の
疾
患
が
適
応
と
な

り
、手
術
の
内
容
は
子
宮
全
摘
に
限
り
ま
す
。

子
宮
筋
腫
が
あ
れ
ば
必
ず
手
術
が
必
要
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。筋
腫
が
あ
っ
て
も

自
覚
症
状
の
な
い
場
合
に
は
閉
経
後
徐
々
に

小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、薬
物
療
法
や
経
過

観
察
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。当
科
で
は

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
て
最

善
の
治
療
法
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。ロ
ボ
ッ

ト
支
援
下
手
術
は
あ
く
ま
で
そ
の
手
段
の
一

つ
で
あ
り
、最
小
限
の
侵
襲
で
最
大
の
効
果
を

も
た
ら
す
こ
と
を
基
本
的
な
診
療
理
念
と
し

て
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
10
月
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

を
県
内
で
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

約
10
例
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
子
宮
全
摘
術
を

実
施
し
ま
し
た
。い
ず
れ
も
子
宮
筋
腫
と
診
断

さ
れ
た
40
代
の
女
性
患
者
で
す
。手
術
時
間
は

3
時
間
程
で
、術
後
4
日
前
後
で
退
院
可
能
で

す
。術
後
の
体
調
回
復
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
あ
れ
ば

退
院
翌
日
よ
り
可
能
で
あ
り
、お
腹
に
力
の
入

る
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
る
場
合
に
は
3
週

間
ほ
ど
で
復
帰
が
可
能
で
す
。

　
現
在
は
良
性
疾
患
と
前
が
ん
状
態
を
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
の
適
応
と
し
て
お
り
ま

す
が
、今
年
度
中
に
は
、よ
り
繊
細
な
手
術

操
作
が
求
め
ら
れ
る
子
宮
体
が
ん
や
子
宮
脱

に
対
し
て
手
術
適
応
を
拡
大
し
て
い
く
予
定

で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
と
は

井上 大輔
い の うえ・だ い す け
産科婦人科 特命助教

　
従
来
の
内
視
鏡
手
術（
腹
腔
鏡
手
術
）は
人
間

の
手
で
直
線
的
な
鉗
子・器
機
を
操
っ
て
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術「
d
a 

V
i
n
c
i（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
）」で
は
、鉗
子
の
先

端
が
術
者
の
手
の
よ
う
に
自
由
に
動
く
関
節
機

能
と
解
像
度
の
高
い
3
D
画
像
に
よ
っ
て
、精

密
・
精
細
な
手
術
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。根

治
性（
が
ん
を
治
す
）と
機
能
温
存（
生
活
の
質
）

が
高
ま
り
、術
後
の
回
復
が
早
い
な
ど
の
利
点
が

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
よ
り 

ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
、内
視
鏡
下
の
手
術
野
で

特
殊
な
器
具
を
用
い
て
行
う
手
術
で
あ
り
、高

度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
、術
者
へ
の
触
覚
に
よ

る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
無
い
た
め
手
術
操
作
の

習
得
に
は
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
と

な
る 

（
抜
粋
）と
注
意
喚
起
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
こ
で
円
滑
か
つ
安
全
な
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
の
導
入
が
で
き
る
よ
う
に
、2
0
2
0
年

に
消
化
器
・
一
般
外
科
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の

プ
ロ
ク
タ
ー（
指
導
医
）認
定
制
度
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
開
発
の
歴
史
は
、1
9
9
0
年
代
初
め
の
湾
岸

戦
争
に
遡
り
ま
す
。戦
場
で
の
負
傷
者
に
対
し
て
、

米
国
本
土
の
医
師
あ
る
い
は
航
空
母
艦
に
乗
船

し
て
い
る
医
師
に
よ
っ
て
、十
分
な
外
科
的
治
療

が
施
行
で
き
る
よ
う
に
、米
国
陸
軍
が
軍
用
と
し

て
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。1
9
9
9
年
に
d
a 

V
i
n
c
i
が
完
成
し
、2
0
0
0
年
7
月
に
ア

メ
リ
カ
食
品
医
薬
品
局（
F
D
A
）が
承
認
。そ
の

後
、2
0
0
6
〜
2
0
1
8
年
の
間
で
、d
a 

V
i
n
c
i 

S
、S
i
、X
i
、X
、S
p
が 

開
発
、臨
床
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、2
0
0
1
年
に
臨
床
試

験
と
し
て
腹
腔
鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入

さ
れ
、2
0
0
9
年
に
一
般
消
化
器
外
科
、胸
部

外
科
、泌
尿
器
科
、婦
人
科
の
領
域
で
薬
事
承
認

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、2
0
1
2
年
前
立
腺

悪
性
腫
瘍
手
術
、2
0
1
6
年
腎
悪
性
腫
瘍
手
術

が
保
険
収
載
さ
れ
ま
し
た
。2
0
1
8
年
に
は
直

腸
が
ん
、食
道
が
ん
、 

胃
が
ん
、膀
胱
が
ん
、子
宮

が
ん
に
対
す
る
手
術
な
ど
12
術
式
、2
0
2
0
年

に
7
術
式
、2
0
2
2
年
に
は
、さ
ら
に
結
腸
が

ん
な
ど
8
術
式
が
追
加
さ
れ
て
き
て
お
り
、日

本
に
お
け
る
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
3
年
10
月
に
d
a 

V
i
n
c
i 

S
i

を
導
入
し
、当
初
は
保
険
収
載
さ
れ
て
い
た
泌
尿

器
科
の
前
立
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
、腎
悪
性
腫
瘍
手

術
に
使
用
。2
0
1
8
年
よ
り
、消
化
器
外
科
に

お
い
て
開
始
と
な
り
ま
し
た
。本
年
よ
り
、結
腸

が
ん
に
お
い
て
も
保
険
収
載
が
な
さ
れ
た
た
め
、

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
の
実
施
準
備
を
行
っ
て

お
り
、間
も
な
く
開
始
予
定
で
す
。ま
た
胃
が
ん

な
ら
び
に
肝
胆
膵
外
科
に
お
い
て
も
導
入
を
考

え
て
い
ま
す
。

　
腹
腔
鏡
手
術
に
追
加
さ
れ
る
利
点
と
し
て
は
、

1  

高
解
像
度
の
3
D
内
視
鏡
に
よ
っ
て
微
細

な
解
剖
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、腹
腔
鏡
と
比

較
し
て
、よ
り
精
緻
な
手
術
を
施
行
す
る
可
能
性
。

2  

骨
盤
深
部
に
つ
い
て
、自
由
度
の
高
い
鉗
子

を
使
用
し
た
柔
軟
な
手
術
手
技
に
よ
っ
て
、直
腸

周
囲
に
あ
る
性
機
能
、排
尿
機
能
を
制
御
す
る
神

経
の
機
能
温
存
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。ま
た
が
ん
根
治
性
の
向
上
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

欠
点
は
、特
別
な
機
器
使
用
の
た
め
高
度
な
技
術

を
要
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

は
じ
め
に

本
院
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
の
現
状

.

五井 孝憲
ご い・た か の り
第一外科 教授

,

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
身
体
に
優
し
い

最
新
直
腸
が
ん
手
術
が
保
険
診
療
で
受
け
ら
れ
ま
す

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
の
始
ま
り

　
今
後
は
、日
本
産
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
い
く
つ
か

製
造
販
売
承
認
さ
れ
、ま
す
ま
す
一
般
的
と
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
令
和
元
年
度
の「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
適
切
な
実
施
に
関
す
る
指
針
」の
改
定
が
あ

り
、手
術
が
行
わ
れ
る
手
術
室
に
医
師
が
い
る

場
合
に
、遠
隔
手
術（
オ
ン
ラ
イ
ン
手
術
）の
実

施
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。日
本
外
科
学
会
が

主
導
と
な
り
、遠
隔
手
術
を
行
う
た
め
の
安
全

性
や
倫
理
的
な
問
題
点
、必
要
な
情
報
通
信
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
整
備
、施
行
へ
と
向
か
っ
て
い

ま
す
。

”

“

ロボット支援手術中の全体写真

実際の術野とロボットアーム コンソール操作の様子

（左）日本内視鏡外科学会 ロボット支援手術プロクター（指導医）認定証
（右）執刀医がサージョンコンソールと呼ばれる操作ボックスの中で3D内視鏡
　　画像を見ながら操作

..

ど
の
よ
う
な
疾
患
が

治
療
の
適
応
と
な
る
の
か

福
井
大
学
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
の

現
状
と
今
後
の
展
望
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た
か
が
頭
痛
、さ
れ
ど
頭
痛
。頭
痛
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
方
は
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。他
の
病
気
が
隠
れ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
に
頭
痛
を
繰
り
返
す一次
性
頭
痛
と
、く
も

膜
下
出
血
、髄
膜
炎
な
ど
頭
蓋
内
の
病
気
が
原

因
に
な
っ
て
起
こ
る
二
次
性
頭
痛
に
大
き
く
分

け
ら
れ
ま
す
。

　
一
次
性
頭
痛
に
は
片
頭
痛
、緊
張
型
頭
痛
、

群
発
頭
痛
な
ど
が
あ
り
、頭
痛
も
ち
の
頭
痛
と

い
わ
れ
ま
す
。日
本
人
の
約
40
%
が
な
ん
ら
か

の
頭
痛
を
有
し
て
お
り
、う
ち
約
8.
4
%
に

片
頭
痛
、約
22
％
強
に
緊
張
型
頭
痛
が
み
ら
れ

る
と
さ
れ
ま
す
。

　
片
頭
痛
は
簡
単
に
い
う
と
血
管
が
痛
む
病

気
で
す
。脳
の
血
管
が
拡
張
し
、血
管
に
分
布

す
る
三
叉
神
経
を
刺
激
す
る
と
と
も
に
、三
叉

神
経
終
末
か
ら
C
G
R
P
と
い
う
痛
み
物
質

が
分
泌
さ
れ
血
管
が
ず
き
ん
ず
き
ん
と
痛
む

の
で
す（
図
１
）。緊
張
型
頭
痛
は
肩
や
首
の
こ

り
が
強
く
な
り
起
こ
る
頭
痛
で
あ
り
、ス
ト

レ
ッ
チ
が
有
効
で
す
。群
発
頭
痛
も
血
管
が
拡

張
し
お
こ
る
頭
痛
で
す
が
、1
年
の
う
ち
特
定

の
季
節
だ
け
に
片
目
の
奥
に
激
痛
が
走
り
、圧

倒
的
に
男
性
に
多
い
頭
痛
で
す
。

　
片
頭
痛
は
テ
ス
ト
や
面
接
試
験
な
ど
の
大
事

な
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
た
と
き
に

痛
み
が
起
こ
り
や
す
い
で
す
。ま
た
、10
歳
代
や

20
歳
代
の
若
い
時
期
に
発
症
し
、女
性
に
多
い

頭
痛
で
す
。光
過
敏
、音
過
敏
を
伴
う
こ
と
が

多
く
、お
母
さ
ん
や
ご
兄
弟
に
も
同
様
の
頭
痛

が
見
ら
れ
る
場
合
が
多
い
で
す
。

　
視
野
の
中
心
が
暗
く
な
り
、ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
光

が
見
え
る
前
兆（
閃
輝
暗
点
：
せ
ん
き
あ
ん
て

ん
）、な
ま
あ
く
び
、肩
こ
り
な
ど
の
予
兆（
い
わ

ゆ
る
頭
痛
信
号
）が
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。典
型
的
に
は
心
臓
の
鼓
動
に一致
し
た
ず
き

ず
き
す
る
痛
み
が
頭
の
片
側
に
発
作
性
に
月
に

2
、3
回
程
度
生
じ
、数
時
間
か
ら
3
日
ほ
ど

持
続
し
ま
す
。発
作
中
は
階
段
の
上
り
下
り
で

症
状
が
悪
化
し
、痛
み
の
た
め
寝
込
ん
で
し

ま
っ
た
り
、仕
事
を
休
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。経

過
と
と
も
に
緊
張
型
頭
痛
の
要
素
が
合
併
し

て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
発
作
時
に
広
が
っ
た
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
ト

リ
プ
タ
ン
系
薬
剤
が
著
効
す
る
場
合
が
多
い
で

す
。予
兆
の
時
期
で
は
な
く
、必
ず
痛
く
な
っ
て

か
ら
服
用
し
ま
す
。脳
梗
塞
や
、心
筋
梗
塞
の

リ
ス
ク
の
あ
る
方
は
服
用
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。市
販
の
鎮
痛
薬
が
有
効
な
場
合
も
多
い

で
す
。

　
発
作
の
回
数
が
多
く
な
り
、ト
リ
プ
タ
ン
系

薬
剤
を
月
に
10
日
以
上
、あ
る
い
は
市
販
の
鎮

痛
薬
を
月
に
15
日
以
上
服
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
場
合
に
は
、M
O
H（
薬
物
の
使
用
過
多
に

よ
る
頭
痛
）と
い
っ
て
、痛
み
止
め
の
飲
み
す
ぎ

に
よ
り
か
え
っ
て
頭
痛
を
誘
発
し
て
し
ま
う
状

態
に
な
り
ま
す
。そ
の
場
合
は
カ
ル
シ
ウ
ム
拮

抗
薬
、抗
う
つ
剤
、抗
て
ん
か
ん
薬
な
ど
の
予
防

薬
を
服
用
す
る
こ
と
で
発
作
回
数
を
減
ら
す

こ
と
が
可
能
で
す
。最
近
発
売
さ
れ
た
痛
み
物

質
C
G
R
P
、あ
る
い
は
そ
の
受
容
体
に
対
す

る
モ
ノ
ク
ロ
ナ
ー
ル
抗
体
製
剤
は
効
果
が
著
し

く
、6
割
の
方
は
頭
痛
回
数
が
半
減
し
、3
割

の
方
は
1
/
４
に
、そ
し
て
1
割
の
方
は
頭
痛

が
全
く
な
く
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
頭
痛
で
お
困
り
の
方
は
毎
週
水
曜
日
午
後

3
時
45
分
か
ら
行
っ
て
い
る
頭
痛
外
来
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。頭
痛
専
門
医
に
よ
る
問
診
、神

経
診
察
、必
要
な
画
像
検
査
で
鑑
別
診
断
を

行
っ
た
上
で
、薬
物
療
法
、生
活
指
導
を
行
い
ま

診
療
の
現
場
か
ら 



頭
痛
外
来

濱野 忠則
脳神経内科長

は ま の・た だ の り

片
頭
痛
症
状
の
傾
向

新
し
い
治
療
薬
の
効
果

頭
痛
外
来
の
診
療
に
つ
い
て

日
本
人
の
40
％
が
な
ん
ら
か
の
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。頭

痛
外
来
で
は
、問
診
や
検
査
に
よ
り
正
し
い
診
断
を
行
い
ま
す
。ま
た
、頭
痛

日
記
な
ど
に
よ
り
、患
者
さ
ん
自
身
に
頭
痛
の
傾
向
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
、

鎮
痛
薬
や
予
防
薬
を
適
切
に
服
用
す
る
た
め
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

頭
痛
の
種
類

す
。ど
の
よ
う
な
場
面
で
痛
く
な
り
や
す
い
の

か
を
知
る
た
め
、頭
痛
日
記
を
つ
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。頭
痛
、と
く
に
M
O
H
で

悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
は
大
変
多
い
で
す
。少
し

で
も
そ
の
よ
う
な
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

で
し
た
ら
幸
い
で
す
。ま
た
、本
院
の
頭
痛
専
門

医
を
増
や
し
て
い
く
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

血管拡張

痛み物質 

CGRP

片頭痛のメカニズム

ズキン　

　
日
本
に
お
い
て
、不
妊
で
悩
ん
で
い
る・
悩
ん

だ
こ
と
が
あ
る
カ
ッ
プ
ル
は
3
組
に
1
組
、実

際
に
不
妊
の
検
査
や
治
療
を
受
け
て
い
る
・
受

け
た
こ
と
が
あ
る
カ
ッ
プ
ル
は
5・
5
組
に
1

組
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。福
井
県
に
お
い
て
も
、

不
妊
治
療
に
通
う
患
者
さ
ん
は
1 

0
0
0
人

を
超
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、福
井
県
内
で
専

門
的
な
不
妊
治
療
に
対
応
で
き
る
施
設
は
本

院
を
含
め
て
3
施
設
し
か
な
く
、こ
れ
ま
で
多

く
の
患
者
さ
ん
が
県
外
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
を
受
け
、私
た
ち
は
地
域

完
結
型
の
不
妊
治
療
の
提
供
を
目
指
し
て
、高

度
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。本

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
、産
婦
人
科
医
3
名
、

泌
尿
器
科
医
1
名
、胚
培
養
士
ら
が
3
名
、看

護
師
2
名
で
す
。現
在
福
井
県
内
に
は
生
殖
医

療
専
門
医
が
5
名
い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
の
3

名
が
本
セ
ン
タ
ー
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。本
セ

ン
タ
ー
に
は
、胚
の
培
養
・
保
存
情
報
や
取
り

違
え
防
止
の
た
め
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
、耐

震
化
や
培
養
器
・
保
存
容
器
の
ア
ラ
ー
ム
設
置

と
い
っ
た
安
全
管
理
シ
ス
テ
ム
を
完
備
し
、安

全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
子
宮
や

卵
巣
、卵
管
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
い
新
た
な

手
術
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、必
要
に
応
じ
て
、

手
術
と
不
妊
治
療
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、

安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
妊
娠
・
出
産
へ
導
き
ま

す
。他
に
も
、不
育
症
の
検
査
・
治
療
や
、若
い

が
ん
患
者
さ
ん
の
精
子
・
卵
子
・
胚
の
凍
結
保

存
を
行
っ
て
い
ま
す
。体
外
受
精
や
顕
微
授
精

に
よ
る
妊
娠
は
、母
児
と
も
に
リ
ス
ク
が
高
い

こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
患
者

さ
ん
に
対
し
て
は
、本
院
総
合
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
で
出
産
と
赤
ち
ゃ
ん
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
不
妊
治
療
は
、治
療
費
の
大
部
分

が
患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
で
し
た
が
、今
年
の

4
月
か
ら
、治
療
の
有
効
性
が
証
明
さ
れ
た
不

妊
治
療
に
対
し
て
保
険
診
療
が
適
用
さ
れ
て

い
ま
す
。子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
思
う
方
々
が
、

よ
り
身
近
に
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
日
本
中
で
、多
く
の
働
く
女
性
が
不
妊

治
療
と
仕
事
の
両
立
に
悩
ん
で
い
ま
す
。厚
生

労
働
省
に
よ
る
と
、「
治
療
と
仕
事
を
両
立
し

て
い
る
」方
は
半
分
で
、「
治
療
と
仕
事
を
両
立

で
き
な
い
」方
が
3
分
の
1
お
ら
れ
ま
す
。具

体
的
に
は
、「
時
短
勤
務
に
変
え
た
」方
が

8
%
、「
仕
事
を
辞
め
た
」方
が
16
%
、「
不
妊
治

療
を
あ
き
ら
め
た
」方
が
11
%
で
す
。多
く
の

女
性
が
、「
通
院
回
数
が
多
い
」「
仕
事
と
の
日

程
調
整
が
難
し
い
」「
通
院
の
移
動
が
大
変
」と

い
っ
た
こ
と
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、本
セ
ン

タ
ー
開
設
に
合
わ
せ
て
、か
か
り
つ
け
医
と
の

連
携
を
強
化
し
、地
域
を
挙
げ
た「
医
療
連
携

シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。不
妊

治
療
で
は
、月
経
の
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、く

す
り
や
注
射
を
投
与
し
、検
査
を
繰
り
返
し
な

が
ら
人
工
授
精
や
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
を
行

い
ま
す
。こ
の
う
ち
、「
く
す
り
と
検
査
」の
部
分

は
お
近
く
の
か
か
り
つ
け
医
で
、最
終
的
な「
人

工
授
精
」や「
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
」は
本
セ

ン
タ
ー
で
、と
役
割
分
担
す
る
こ
と
で
、患
者

さ
ん
の
移
動
や
負
担
を
極
力
減
ら
し
つ
つ
、少

し
で
も
早
く
妊
娠
・
出
産
に
導
く
治
療
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
図
1
に
示
す
よ
う
に
、私
た
ち
が
目
指
す

「
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
」は
、患
者
さ
ん
を
中
心

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❸

不
妊
治
療
の
現
状

セ
ン
タ
ー
開
設・不
妊
治
療
の
保
険
適
用

情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て

高
度
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

不
妊
治
療
を
頑
張
っ
て
い
る
ご
夫
婦
と
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

地
域
ぐ
る
み
で
最
適
な
生
殖
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す

婦
人
科
疾
患
に
新
た
な
低
侵
襲
手
術
の
導
入

〜
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
を
県
内
で
初
め
て
実
施

折坂　誠
お りさ か・まこ と
産科婦人科 講師

に
、か
か
り
つ
け
医
と
本
セ
ン
タ
ー
が
、双
方
の

医
療
情
報
を
共
有
し
や
す
く
す
る
た
め
の
仕
組

み
で
す
。患
者
さ
ん
の
治
療
経
過
や
検
査
結
果

を
、S
N
S
や
ア
プ
リ
、ビ
デ
オ
通
話
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
共
有
し
て
、か
か
り
つ
け
医
と
本
セ
ン

タ
ー
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
治
療
を
提
供
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

,

図1　「医療連携システム」：患者さん～かかりつけ医～本センターの3者を結びます
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た
か
が
頭
痛
、さ
れ
ど
頭
痛
。頭
痛
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
方
は
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。他
の
病
気
が
隠
れ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
に
頭
痛
を
繰
り
返
す一次
性
頭
痛
と
、く
も

膜
下
出
血
、髄
膜
炎
な
ど
頭
蓋
内
の
病
気
が
原

因
に
な
っ
て
起
こ
る
二
次
性
頭
痛
に
大
き
く
分

け
ら
れ
ま
す
。

　
一
次
性
頭
痛
に
は
片
頭
痛
、緊
張
型
頭
痛
、

群
発
頭
痛
な
ど
が
あ
り
、頭
痛
も
ち
の
頭
痛
と

い
わ
れ
ま
す
。日
本
人
の
約
40
%
が
な
ん
ら
か

の
頭
痛
を
有
し
て
お
り
、う
ち
約
8.
4
%
に

片
頭
痛
、約
22
％
強
に
緊
張
型
頭
痛
が
み
ら
れ

る
と
さ
れ
ま
す
。

　
片
頭
痛
は
簡
単
に
い
う
と
血
管
が
痛
む
病

気
で
す
。脳
の
血
管
が
拡
張
し
、血
管
に
分
布

す
る
三
叉
神
経
を
刺
激
す
る
と
と
も
に
、三
叉

神
経
終
末
か
ら
C
G
R
P
と
い
う
痛
み
物
質

が
分
泌
さ
れ
血
管
が
ず
き
ん
ず
き
ん
と
痛
む

の
で
す（
図
１
）。緊
張
型
頭
痛
は
肩
や
首
の
こ

り
が
強
く
な
り
起
こ
る
頭
痛
で
あ
り
、ス
ト

レ
ッ
チ
が
有
効
で
す
。群
発
頭
痛
も
血
管
が
拡

張
し
お
こ
る
頭
痛
で
す
が
、1
年
の
う
ち
特
定

の
季
節
だ
け
に
片
目
の
奥
に
激
痛
が
走
り
、圧

倒
的
に
男
性
に
多
い
頭
痛
で
す
。

　
片
頭
痛
は
テ
ス
ト
や
面
接
試
験
な
ど
の
大
事

な
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
た
と
き
に

痛
み
が
起
こ
り
や
す
い
で
す
。ま
た
、10
歳
代
や

20
歳
代
の
若
い
時
期
に
発
症
し
、女
性
に
多
い

頭
痛
で
す
。光
過
敏
、音
過
敏
を
伴
う
こ
と
が

多
く
、お
母
さ
ん
や
ご
兄
弟
に
も
同
様
の
頭
痛

が
見
ら
れ
る
場
合
が
多
い
で
す
。

　
視
野
の
中
心
が
暗
く
な
り
、ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
光

が
見
え
る
前
兆（
閃
輝
暗
点
：
せ
ん
き
あ
ん
て

ん
）、な
ま
あ
く
び
、肩
こ
り
な
ど
の
予
兆（
い
わ

ゆ
る
頭
痛
信
号
）が
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。典
型
的
に
は
心
臓
の
鼓
動
に一致
し
た
ず
き

ず
き
す
る
痛
み
が
頭
の
片
側
に
発
作
性
に
月
に

2
、3
回
程
度
生
じ
、数
時
間
か
ら
3
日
ほ
ど

持
続
し
ま
す
。発
作
中
は
階
段
の
上
り
下
り
で

症
状
が
悪
化
し
、痛
み
の
た
め
寝
込
ん
で
し

ま
っ
た
り
、仕
事
を
休
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。経

過
と
と
も
に
緊
張
型
頭
痛
の
要
素
が
合
併
し

て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
発
作
時
に
広
が
っ
た
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
ト

リ
プ
タ
ン
系
薬
剤
が
著
効
す
る
場
合
が
多
い
で

す
。予
兆
の
時
期
で
は
な
く
、必
ず
痛
く
な
っ
て

か
ら
服
用
し
ま
す
。脳
梗
塞
や
、心
筋
梗
塞
の

リ
ス
ク
の
あ
る
方
は
服
用
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。市
販
の
鎮
痛
薬
が
有
効
な
場
合
も
多
い

で
す
。

　
発
作
の
回
数
が
多
く
な
り
、ト
リ
プ
タ
ン
系

薬
剤
を
月
に
10
日
以
上
、あ
る
い
は
市
販
の
鎮

痛
薬
を
月
に
15
日
以
上
服
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
場
合
に
は
、M
O
H（
薬
物
の
使
用
過
多
に

よ
る
頭
痛
）と
い
っ
て
、痛
み
止
め
の
飲
み
す
ぎ

に
よ
り
か
え
っ
て
頭
痛
を
誘
発
し
て
し
ま
う
状

態
に
な
り
ま
す
。そ
の
場
合
は
カ
ル
シ
ウ
ム
拮

抗
薬
、抗
う
つ
剤
、抗
て
ん
か
ん
薬
な
ど
の
予
防

薬
を
服
用
す
る
こ
と
で
発
作
回
数
を
減
ら
す

こ
と
が
可
能
で
す
。最
近
発
売
さ
れ
た
痛
み
物

質
C
G
R
P
、あ
る
い
は
そ
の
受
容
体
に
対
す

る
モ
ノ
ク
ロ
ナ
ー
ル
抗
体
製
剤
は
効
果
が
著
し

く
、6
割
の
方
は
頭
痛
回
数
が
半
減
し
、3
割

の
方
は
1
/
４
に
、そ
し
て
1
割
の
方
は
頭
痛

が
全
く
な
く
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
頭
痛
で
お
困
り
の
方
は
毎
週
水
曜
日
午
後

3
時
45
分
か
ら
行
っ
て
い
る
頭
痛
外
来
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。頭
痛
専
門
医
に
よ
る
問
診
、神

経
診
察
、必
要
な
画
像
検
査
で
鑑
別
診
断
を

行
っ
た
上
で
、薬
物
療
法
、生
活
指
導
を
行
い
ま

診
療
の
現
場
か
ら 



頭
痛
外
来

濱野 忠則
脳神経内科長

は ま の・た だ の り

片
頭
痛
症
状
の
傾
向

新
し
い
治
療
薬
の
効
果

頭
痛
外
来
の
診
療
に
つ
い
て

日
本
人
の
40
％
が
な
ん
ら
か
の
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。頭

痛
外
来
で
は
、問
診
や
検
査
に
よ
り
正
し
い
診
断
を
行
い
ま
す
。ま
た
、頭
痛

日
記
な
ど
に
よ
り
、患
者
さ
ん
自
身
に
頭
痛
の
傾
向
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
、

鎮
痛
薬
や
予
防
薬
を
適
切
に
服
用
す
る
た
め
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

頭
痛
の
種
類

す
。ど
の
よ
う
な
場
面
で
痛
く
な
り
や
す
い
の

か
を
知
る
た
め
、頭
痛
日
記
を
つ
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。頭
痛
、と
く
に
M
O
H
で

悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
は
大
変
多
い
で
す
。少
し

で
も
そ
の
よ
う
な
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

で
し
た
ら
幸
い
で
す
。ま
た
、本
院
の
頭
痛
専
門

医
を
増
や
し
て
い
く
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

血管拡張

痛み物質 

CGRP

片頭痛のメカニズム

ズキン　

　
日
本
に
お
い
て
、不
妊
で
悩
ん
で
い
る・
悩
ん

だ
こ
と
が
あ
る
カ
ッ
プ
ル
は
3
組
に
1
組
、実

際
に
不
妊
の
検
査
や
治
療
を
受
け
て
い
る
・
受

け
た
こ
と
が
あ
る
カ
ッ
プ
ル
は
5・
5
組
に
1

組
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。福
井
県
に
お
い
て
も
、

不
妊
治
療
に
通
う
患
者
さ
ん
は
1 

0
0
0
人

を
超
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、福
井
県
内
で
専

門
的
な
不
妊
治
療
に
対
応
で
き
る
施
設
は
本

院
を
含
め
て
3
施
設
し
か
な
く
、こ
れ
ま
で
多

く
の
患
者
さ
ん
が
県
外
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
を
受
け
、私
た
ち
は
地
域

完
結
型
の
不
妊
治
療
の
提
供
を
目
指
し
て
、高

度
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。本

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
、産
婦
人
科
医
3
名
、

泌
尿
器
科
医
1
名
、胚
培
養
士
ら
が
3
名
、看

護
師
2
名
で
す
。現
在
福
井
県
内
に
は
生
殖
医

療
専
門
医
が
5
名
い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
の
3

名
が
本
セ
ン
タ
ー
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。本
セ

ン
タ
ー
に
は
、胚
の
培
養
・
保
存
情
報
や
取
り

違
え
防
止
の
た
め
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
、耐

震
化
や
培
養
器
・
保
存
容
器
の
ア
ラ
ー
ム
設
置

と
い
っ
た
安
全
管
理
シ
ス
テ
ム
を
完
備
し
、安

全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
子
宮
や

卵
巣
、卵
管
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
い
新
た
な

手
術
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、必
要
に
応
じ
て
、

手
術
と
不
妊
治
療
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、

安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
妊
娠
・
出
産
へ
導
き
ま

す
。他
に
も
、不
育
症
の
検
査
・
治
療
や
、若
い

が
ん
患
者
さ
ん
の
精
子
・
卵
子
・
胚
の
凍
結
保

存
を
行
っ
て
い
ま
す
。体
外
受
精
や
顕
微
授
精

に
よ
る
妊
娠
は
、母
児
と
も
に
リ
ス
ク
が
高
い

こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
患
者

さ
ん
に
対
し
て
は
、本
院
総
合
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
で
出
産
と
赤
ち
ゃ
ん
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
不
妊
治
療
は
、治
療
費
の
大
部
分

が
患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
で
し
た
が
、今
年
の

4
月
か
ら
、治
療
の
有
効
性
が
証
明
さ
れ
た
不

妊
治
療
に
対
し
て
保
険
診
療
が
適
用
さ
れ
て

い
ま
す
。子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
思
う
方
々
が
、

よ
り
身
近
に
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
日
本
中
で
、多
く
の
働
く
女
性
が
不
妊

治
療
と
仕
事
の
両
立
に
悩
ん
で
い
ま
す
。厚
生

労
働
省
に
よ
る
と
、「
治
療
と
仕
事
を
両
立
し

て
い
る
」方
は
半
分
で
、「
治
療
と
仕
事
を
両
立

で
き
な
い
」方
が
3
分
の
1
お
ら
れ
ま
す
。具

体
的
に
は
、「
時
短
勤
務
に
変
え
た
」方
が

8
%
、「
仕
事
を
辞
め
た
」方
が
16
%
、「
不
妊
治

療
を
あ
き
ら
め
た
」方
が
11
%
で
す
。多
く
の

女
性
が
、「
通
院
回
数
が
多
い
」「
仕
事
と
の
日

程
調
整
が
難
し
い
」「
通
院
の
移
動
が
大
変
」と

い
っ
た
こ
と
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、本
セ
ン

タ
ー
開
設
に
合
わ
せ
て
、か
か
り
つ
け
医
と
の

連
携
を
強
化
し
、地
域
を
挙
げ
た「
医
療
連
携

シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。不
妊

治
療
で
は
、月
経
の
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、く

す
り
や
注
射
を
投
与
し
、検
査
を
繰
り
返
し
な

が
ら
人
工
授
精
や
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
を
行

い
ま
す
。こ
の
う
ち
、「
く
す
り
と
検
査
」の
部
分

は
お
近
く
の
か
か
り
つ
け
医
で
、最
終
的
な「
人

工
授
精
」や「
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
」は
本
セ

ン
タ
ー
で
、と
役
割
分
担
す
る
こ
と
で
、患
者

さ
ん
の
移
動
や
負
担
を
極
力
減
ら
し
つ
つ
、少

し
で
も
早
く
妊
娠
・
出
産
に
導
く
治
療
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
図
1
に
示
す
よ
う
に
、私
た
ち
が
目
指
す

「
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
」は
、患
者
さ
ん
を
中
心

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❸

不
妊
治
療
の
現
状

セ
ン
タ
ー
開
設・不
妊
治
療
の
保
険
適
用

情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て

高
度
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

不
妊
治
療
を
頑
張
っ
て
い
る
ご
夫
婦
と
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

地
域
ぐ
る
み
で
最
適
な
生
殖
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す

婦
人
科
疾
患
に
新
た
な
低
侵
襲
手
術
の
導
入

〜
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
を
県
内
で
初
め
て
実
施

折坂　誠
お りさ か・まこ と
産科婦人科 講師

に
、か
か
り
つ
け
医
と
本
セ
ン
タ
ー
が
、双
方
の

医
療
情
報
を
共
有
し
や
す
く
す
る
た
め
の
仕
組

み
で
す
。患
者
さ
ん
の
治
療
経
過
や
検
査
結
果

を
、S
N
S
や
ア
プ
リ
、ビ
デ
オ
通
話
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
共
有
し
て
、か
か
り
つ
け
医
と
本
セ
ン

タ
ー
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
治
療
を
提
供
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

,

図1　「医療連携システム」：患者さん～かかりつけ医～本センターの3者を結びます
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座 談 会 Our Partner

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
情
報
部
は
、院
内
の
医
療
情
報
基
盤
の
整
備
と
運
用

を
一
手
に
担
う
情
報
分
野
の
中
枢
部
門
で
す
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
新
技
術

を
取
り
入
れ
、先
進
的
な
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
院
内
情
報

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、24
時
間
３
６
５
日
の
安
定
運
用
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
担
保

し
な
が
ら
、新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
、日
常
的
ト
ラ
ブ
ル
対
応
、職
員
や
医
学
生
へ
の

研
修・教
育
、国
内
外
機
関
と
の
連
携
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
化
の
進
展
で
広
が
る
守
備
範
囲

電
子
カ
ル
テ
軸
に
多
数
の
部
門
シ
ス
テ
ム
運
用

稲
谷
　
医
療
情
報
部
の
主
た
る
役
割
は
、院

内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
企
画
立
案
、構
築
と
運

用
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
な
ど
で
す
。中
で
も

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
運
用
を
最

重
要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

山
下
　
前
身
の
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
は
福
井

医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
時
代
に
設
置
さ

れ
、福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
統
合
さ

れ
る
３
年
前
の
平
成
12
年
に
医
療
情
報
部
に

な
り
ま
し
た
。

稲
谷
　
か
つ
て
の
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、電
子
カ

ル
テ
の
書
き
込
み
や
閲
覧
、予
約
受
付
、処
方

箋
発
行
、会
計
処
理
な
ど
の
機
能
が
あ
れ
ば

よ
か
っ
た
の
で
す
が
、今
や
院
内
の
す
べ
て
の

部
署
や
、ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
器
が
つ
な
が

る
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
展
し
た

こ
と
に
よ
り
、医
療
情
報
部
が
果
た
す
役
割

と
守
備
範
囲
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

清
水
　
中
軸
を
な
す
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

に
は
、各
診
療
科
に
共
通
す
る
患
者
さ
ん
の

症
状
、既
往
歴
、処
方
歴
と
い
っ
た
基
本
的
な

情
報
が
格
納
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、そ
れ

と
は
別
に
、例
え
ば
放
射
線
情
報
シ
ス
テ
ム
、

薬
剤
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
、各
診
療
科
・
部
門

ご
と
に
特
化
し
た
オ
プ
シ
ョ
ン
的
な
部
門
シ

ス
テ
ム
も
20
〜
30
種
類
運
用
し
て
い
ま
す
。

山
田
　
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
汎
用
性
に

か
か
わ
る
改
修
に
つ
い
て
は
、診
療
科
・
部
門

で
意
見
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

毎
月
の
医
療
情
報
部
会
や
各
種
委
員
会
で
調

整
し
て
、あ
る
程
度
、最
大
公
約
数
的
に
具
体

策
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
サ
ポ
ー

ト
を
事
務
方
と
し
て
担
っ
て
い
る
の
が
私
た

ち
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
で
す
。電
子
カ
ル
テ
に
関

し
て
は
診
療
情
報
担
当
が
従
事
し
て
い
ま
す
。

前
川
　
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
の
診
療
情
報
担
当

は
５
人
で
、ほ
か
に
６
人
の
診
療
情
報
管
理
士

が
い
ま
す
。各
診
療
科
か
ら
の
要
望
を
集
約
・

整
理
し
て
会
議
用
資
料
に
ま
と
め
ま
す
。私
の

場
合
は
、シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
な
ど
の
購
入
案

※写真撮影時以外はマスク着用で座談会を実施しました。

「大学病院がわかる本」を
発刊しました

お 知 ら せ

特定機能病院

福井大学医学部附属病院

　本書は、2017年7月に発刊いたしました「福井大学病院の得意な治療がわかる本―最高・最新の医
療を安心と信頼の下で」の改訂版として作成いたしました。本院に関する基本的な情報をはじめとして、
病気と治療の解説や充実した診療体制などを本院の医療従事者がわかりやすく説明しております。
　サイズはB5判とコンパクトで手に取りやすく、持ち運びしやすいものとなっています。また、各ペー
ジにはQRコードを掲載し、いつでも病院ホームページの最新情報を閲覧できるようになっています。
外来待合スペースに見本を設置しておりますので、ぜひ手に取ってご覧ください。

「患者総合支援センター」隣の院内ローソンで販売中
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は
、院
内
の
医
療
情
報
基
盤
の
整
備
と
運
用

を
一
手
に
担
う
情
報
分
野
の
中
枢
部
門
で
す
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
新
技
術

を
取
り
入
れ
、先
進
的
な
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
院
内
情
報

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、24
時
間
３
６
５
日
の
安
定
運
用
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
担
保

し
な
が
ら
、新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
、日
常
的
ト
ラ
ブ
ル
対
応
、職
員
や
医
学
生
へ
の

研
修・教
育
、国
内
外
機
関
と
の
連
携
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
化
の
進
展
で
広
が
る
守
備
範
囲

電
子
カ
ル
テ
軸
に
多
数
の
部
門
シ
ス
テ
ム
運
用

稲
谷
　
医
療
情
報
部
の
主
た
る
役
割
は
、院

内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
企
画
立
案
、構
築
と
運

用
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
な
ど
で
す
。中
で
も

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
運
用
を
最

重
要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

山
下
　
前
身
の
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
は
福
井

医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
時
代
に
設
置
さ

れ
、福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
統
合
さ

れ
る
３
年
前
の
平
成
12
年
に
医
療
情
報
部
に

な
り
ま
し
た
。

稲
谷
　
か
つ
て
の
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、電
子
カ

ル
テ
の
書
き
込
み
や
閲
覧
、予
約
受
付
、処
方

箋
発
行
、会
計
処
理
な
ど
の
機
能
が
あ
れ
ば

よ
か
っ
た
の
で
す
が
、今
や
院
内
の
す
べ
て
の

部
署
や
、ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
器
が
つ
な
が

る
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
展
し
た

こ
と
に
よ
り
、医
療
情
報
部
が
果
た
す
役
割

と
守
備
範
囲
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

清
水
　
中
軸
を
な
す
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

に
は
、各
診
療
科
に
共
通
す
る
患
者
さ
ん
の

症
状
、既
往
歴
、処
方
歴
と
い
っ
た
基
本
的
な

情
報
が
格
納
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、そ
れ

と
は
別
に
、例
え
ば
放
射
線
情
報
シ
ス
テ
ム
、

薬
剤
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
、各
診
療
科
・
部
門

ご
と
に
特
化
し
た
オ
プ
シ
ョ
ン
的
な
部
門
シ

ス
テ
ム
も
20
〜
30
種
類
運
用
し
て
い
ま
す
。

山
田
　
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
汎
用
性
に

か
か
わ
る
改
修
に
つ
い
て
は
、診
療
科
・
部
門

で
意
見
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

毎
月
の
医
療
情
報
部
会
や
各
種
委
員
会
で
調

整
し
て
、あ
る
程
度
、最
大
公
約
数
的
に
具
体

策
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
サ
ポ
ー

ト
を
事
務
方
と
し
て
担
っ
て
い
る
の
が
私
た

ち
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
で
す
。電
子
カ
ル
テ
に
関

し
て
は
診
療
情
報
担
当
が
従
事
し
て
い
ま
す
。

前
川
　
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
の
診
療
情
報
担
当

は
５
人
で
、ほ
か
に
６
人
の
診
療
情
報
管
理
士

が
い
ま
す
。各
診
療
科
か
ら
の
要
望
を
集
約
・

整
理
し
て
会
議
用
資
料
に
ま
と
め
ま
す
。私
の

場
合
は
、シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
な
ど
の
購
入
案

※写真撮影時以外はマスク着用で座談会を実施しました。

「大学病院がわかる本」を
発刊しました

お 知 ら せ

特定機能病院

福井大学医学部附属病院

　本書は、2017年7月に発刊いたしました「福井大学病院の得意な治療がわかる本―最高・最新の医
療を安心と信頼の下で」の改訂版として作成いたしました。本院に関する基本的な情報をはじめとして、
病気と治療の解説や充実した診療体制などを本院の医療従事者がわかりやすく説明しております。
　サイズはB5判とコンパクトで手に取りやすく、持ち運びしやすいものとなっています。また、各ペー
ジにはQRコードを掲載し、いつでも病院ホームページの最新情報を閲覧できるようになっています。
外来待合スペースに見本を設置しておりますので、ぜひ手に取ってご覧ください。

「患者総合支援センター」隣の院内ローソンで販売中
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安
全
性
高
め
た「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
」

完
全
仮
想
化
実
現
し
被
災
し
て
も
デ
ー
タ
保
全

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
で
は
抜
き
打
ち
テ
ス
ト
も

「
次
世
代
医
療
基
盤
法
」や
Ｍ
Ｅ
Ｊ
に
協
力

Ｉｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
活
用
し
新
シ
ス
テ
ム
開
発
に
挑
戦

院
外
か
ら
の
電
子
カ
ル
テ
接
続
実
現
も
課
題

件
の
契
約
手
続
き
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、契
約

担
当
部
署
と
ベ
ン
ダ
ー
と
の
調
整
も
担
当
し

て
い
ま
す
。

代
田
　
私
は
現
場
か
ら
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

不
具
合
解
消
な
ど
の
要
望
を
受
け
付
け
、対

応
し
て
い
ま
す
。最
近
は
電
子
カ
ル
テ
に
簡
単

に
入
力
す
る
た
め
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
作
成

依
頼
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。部
署
ご
と
に
仕

様
が
違
い
ま
す
の
で
、現
場
と
相
談
し
な
が
ら

使
い
や
す
い
も
の
の
作
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

稲
谷
　
日
常
的
な
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
24
時
間

態
勢
で
対
応
す
る
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
も
院
内
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。外
部
業
者
に
委
託
し

て
い
る
の
で
す
が
、多
い
日
で
50
件
以
上
、平

均
す
る
と
30
件
近
く
も
相
談
が
舞
い
込
ん
で

い
ま
す
。

稲
谷
　
日
本
の
医
療
界
の
大
き
な
課
題
で
す

ね
。症
例
数
が
多
い
デ
ー
タ
ほ
ど
信
頼
性
が
高

く
、そ
れ
を
解
析
す
る
こ
と
が
医
療
の
質
の

改
善
に
つ
な
が
る
の
で
す
が
、残
念
な
が
ら
日

本
は
個
々
の
病
院
の
症
例
数
が
少
な
く
、解

析
面
で
欧
米
に
後
れ
を
と
っ
て
い
ま
す
。シ
ス

テ
ム
を
標
準
化
し
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ

て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化
す
る
仕
組
み
を
、国
レ
ベ

ル
で
ぜ
ひ
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

山
下
　
医
療
情
報
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化
で
医

療
の
研
究
開
発
に
資
す
る「
次
世
代
医
療
基

盤
法
」に
は
本
院
も
協
力
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

官
民
一
体
で
日
本
の
医
療
の
国
際
展
開
を
図

る
Ｍ
Ｅ
Ｊ（
メ
デ
ィ
カ
ル
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
）に
も
情
報
分
野
で
協
力
し
て
い

ま
す
。

り
ま
せ
ん
。こ
れ
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
。

清
水
　
た
だ
し
、大
容
量
の
情
報
を
高
速
に
通

信
す
る
必
要
が
あ
る
放
射
線
検
査（
C
T
や

M
R
I
な
ど
）の
画
像
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
オ

ン
プ
レ
ミ
ス
と
い
う
院
内
サ
ー
バ
ー
も
併
用

し
て
い
ま
す
。特
性
の
異
な
る
院
内
外
の
サ
ー

バ
ー
を
併
用
す
る
と
い
う
意
味
で「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ク
ラ
ウ
ド
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

山
田
　
他
の
病
院
だ
と
、電
子
カ
ル
テ
専
用
の

端
末
が
必
要
だ
っ
た
り
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問

題
で
電
子
カ
ル
テ
を
使
え
な
い
エ
リ
ア
が
あ
っ

た
り
す
る
よ
う
で
す
が
、本
院
の
場
合
は
専
用

端
末
で
は
な
く
て
も
ア
プ
リ
さ
え
入
れ
て
あ

れ
ば
、院
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

稲
谷
　
パ
ソ
コ
ン
の
ス
ペ
ッ
ク
に
関
係
な
く
、

電
子
カ
ル
テ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も
す
ご
く
速
い
で

す
ね
。

山
下
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
を
正
し
く
上

手
に
運
用
す
れ
ば
、ス
ピ
ー
ド
は
速
く
な
り
ま

す
。そ
の
分
、働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、他
の
病
院
も
追
随
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

稲
谷
　
そ
う
し
た
意
味
で
、医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
の
先
進
性
に
関
し
て
は
、全
国
の
大
学
病
院

の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
は
な
い
か
と
自
負

し
て
い
ま
す
。ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
で
果
敢
に
新

し
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
き
た
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。

山
下
　
平
成
26
年
に
院
内
連
絡
網
を
ス
マ
ホ

に
切
り
替
え
た
時
は
、試
み
と
し
て
は
画
期
的

で
し
た
が
、院
内
イ
ン
フ
ラ
が
不
十
分
だ
っ
た

た
め
に
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
後
、

イ
ン
フ
ラ
を
拡
充
し
て
、今
で
は
看
護
師
間
の

連
絡
に
ス
マ
ホ
は
不
可
欠
に
な
り
ま
し
た
。

稲
谷
　
時
代
が
追
い
つ
い
て
き
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね（
笑
）

稲
谷
　
院
外
と
の
連
携
・
交
流
活
動
と
し
て

は
、県
内
医
療
機
関
の
医
療
情
報
共
有
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク「
ふ
く
い
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」を
通

じ
て
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
公
開
し
て
い
る
ほ

か
、大
学
病
院
間
の
交
流
や
、医
療
情
報
学
会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
も
本
院
の
取
り
組
み

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

山
下
　
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
公
開
は
、本
院
な

ど
の
大
き
な
病
院
の
み
が
公
開
し
て
、ク
リ

ニ
ッ
ク
な
ど
が
利
用
し
て
い
る
単
方
向
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。双
方
向
化
が
必
要
で
す
ね
。

清
水
　
メ
ー
カ
ー
間
で
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
標

準
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、互
換
性
が
な
い
の
が一

番
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。国
も
よ
う
や

く
標
準
化
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ

進
展
し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
下
　
毎
秒
何
百
件
も
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を

受
け
る
時
代
で
す
か
ら
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

も
極
め
て
重
要
な
任
務
で
す
。そ
の
強
靭
化
を

主
た
る
目
的
と
し
て
、昨
年
４
月
の
総
合
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
時
に
大
学
病
院
初
と
な

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
化
を
実
現
し
ま
し

た
。従
来
よ
り
運
用
し
て
い
た
利
用
者
の
パ
ソ

コ
ン
上
に
は
デ
ー
タ
が
残
ら
な
い
仮
想
化
シ
ス

テ
ム
に
加
え
、外
部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に

サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、安
全
度

が
格
段
に
高
ま
り
ま
し
た
。

稲
谷
　
院
内
の
パ
ソ
コ
ン
が
盗
ま
れ
た
と
し
て

も
、中
身
は
空
っ
ぽ
で
す
か
ら
情
報
が
流
出
す

る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、万
が
一
、本
院

が
地
震
な
ど
で
被
災
し
て
院
内
サ
ー
バ
ー
が

破
損
し
て
も
、デ
ー
タ
が
消
失
す
る
こ
と
は
あ

山
下
　
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
の
負
担
軽
減
に
向
け
、

受
付
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
も
課
題
の
一
つ
で
す
。現

状
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト（
自
動
会
話
プ
ロ
グ
ラ

ム
）で
は
、要
領
を
得
な
い
受
け
答
え
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、ど
こ
ま
で
精
度
を

高
め
ら
れ
る
か
が
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

稲
谷
　
院
外
か
ら
の
電
子
カ
ル
テ
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。医

師
の
場
合
、休
日
で
在
宅
中
だ
っ
た
り
、外
出

し
て
い
た
り
す
る
時
も
、患
者
さ
ん
の
処
置

な
ど
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
入
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。い
ち
い
ち
登
院
し
な

く
て
も
、外
部
か
ら
電
子
カ
ル
テ
を
見
て
指

示
を
出
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
迅
速
に
対
応
で

き
ま
す
し
、医
師
の
働
き
方
改
革
に
も
有
効

で
す
。

清
水
　
今
、Ｒ
Ｐ
Ａ（
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務

プ
ロ
セ
ス
自
動
化
）の
技
術
を
用
い
て
、診
療

情
報
抽
出
の
自
動
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
に
収
納
さ
れ
て
い
る
膨
大
な

デ
ー
タ
か
ら
、必
要
な
情
報
を
簡
単
に
抽
出

す
る
こ
と
で
、手
作
業
の
比
重
が
高
い
統
計

集
計
や
転
入
力
な
ど
の
省
力
化
を
実
現
す
る

試
み
で
す
。

前
川
　
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
診
療
情
報
担
当
と

し
て
は
、今
後
も
24
時
間
３
６
５
日
、情
報
シ

ス
テ
ム
を
安
定
運
用
す
る
こ
と
が
最
重
要
課

題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。加
え
て
、新
し
い
シ

ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
の
導
入
案
件
を
ス
ム
ー
ズ

に
成
約
に
つ
な
げ
、導
入
後
は
遅
滞
な
く
運

用
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
田
　
私
は
診
療
情
報
担
当
主
査
か
ら
診
療

報
酬
担
当
主
査
に
異
動
に
な
っ
た
ば
か
り
で

す
の
で
、後
任
に
対
す
る
業
務
の
引
き
継
ぎ

が
目
下
の
課
題
で
す
ね
。そ
れ
が
一
段
落
し

た
ら
、診
療
情
報
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
て
、医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
を

運
用
す
る
立
場
か
ら
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

の
改
善
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

代
田
　
今
年
度
診
療
報
酬
改
正
に
て
、オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。働
き
方

改
革
や
コ
ロ
ナ
対
策
の
観
点
か
ら
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、病
院
全
体
で
実
施
で

き
る
よ
う
、先
生
方
と
協
力
し
て
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
患
者
さ
ん
側
の
使
い
や

す
さ
な
ど
、ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

山
下
　
国
立
大
学
病
院
な
の
で
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
使
命
が
あ
る
わ
け
で
す

が
、い
か
ん
せ
ん
地
方
大
学
に
対
す
る
国
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
予
算
が
少
な
く
、や
り
た
い
こ
と
を
十

分
や
れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。ぜ
ひ
予
算
を

拡
充
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
声
を
大
に
し
て

申
し
上
げ
た
い
で
す
ね
。

稲
谷
　
研
究
開
発
の
方
向
性
と
し
て
は
、ユ

ビ
キ
タ
ス
と
か
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
概
念
・
技
術
と
Ａ
Ｉ

を
い
か
に
組
み
合
わ
せ
る
か
が
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。例
え
ば
、本
院
は
今
、患
者

さ
ん
の
取
り
違
え
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

患
者
さ
ん
が
間
違
っ
た
手
術
室
に
入
る
の
を

自
動
的
に
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
お
り
、す
で
に
試
運
転
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

山
下
　
手
洗
い
チ
ェッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
開
発
も

進
め
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
限
ら
ず
、

医
療
従
事
者
は
常
に
頻
回
の
手
洗
い
が
必
要

で
す
の
で
、セ
ン
サ
ー
技
術
を
使
っ
て
洗
い
忘

れ
を
防
ぐ
も
の
で
す
。こ
れ
か
ら
は
患
者
さ

ん
や
医
療
従
事
者
を
い
か
に
守
る
か
に

フ
ォ
ー
カ
ス
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
下
　
職
員
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
は
、サ
イ

バ
ー
攻
撃
か
ら
の
基
本
的
防
御
と
個
人
情
報

保
護
を
主
な
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。新
任

時
と
年
１
回
の
定
期
研
修
を
受
講
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、今

は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

だ
け
だ
と
不
安
な
の
で
、偽
の
標
的
型
攻
撃

メ
ー
ル
を
送
る
抜
き
打
ち
テ
ス
ト
も
実
施
し

て
い
ま
す
。引
っ
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
職
員
に

は
研
修
の
再
受
講
を
促
し
ま
す
。

清
水
　
医
学
部
医
学
科
・
看
護
学
科
の
１
年

生
に
対
す
る
教
育
は
私
の
担
当
で
、
90
分×

15

回
の
情
報
処
理
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
情

報
科
学
の
基
礎
に
加
え
、電
子
カ
ル
テ
の
参

照
・
記
録
方
法
、実
症
例
の
カ
ル
テ
や
検
査
結

果
の
例
示
、患
者
の
個
人
情
報
保
護
な
ど
、臨

床
で
必
要
な
ス
キ
ル
を
教
育
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、大
学
院
工
学
研
究
科
の
生
命
複
合
科

学
特
論
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

山
下
　
医
学
科
５
年
生
の
臨
床
実
習
で
も
、

内
科
と
連
携
し
て
、法
令
か
ら
見
た
電
子
カ

ル
テ
の
取
り
扱
い
や
個
人
情
報
保
護
な
ど
、

国
家
試
験
対
策
も
見
据
え
な
が
ら
指
導
し
て

い
ま
す
。学
生
に
対
す
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
は
今
や
必
須
で
す
。
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安
全
性
高
め
た「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
」

完
全
仮
想
化
実
現
し
被
災
し
て
も
デ
ー
タ
保
全

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
で
は
抜
き
打
ち
テ
ス
ト
も

「
次
世
代
医
療
基
盤
法
」や
Ｍ
Ｅ
Ｊ
に
協
力

Ｉｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
活
用
し
新
シ
ス
テ
ム
開
発
に
挑
戦

院
外
か
ら
の
電
子
カ
ル
テ
接
続
実
現
も
課
題

件
の
契
約
手
続
き
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、契
約

担
当
部
署
と
ベ
ン
ダ
ー
と
の
調
整
も
担
当
し

て
い
ま
す
。

代
田
　
私
は
現
場
か
ら
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

不
具
合
解
消
な
ど
の
要
望
を
受
け
付
け
、対

応
し
て
い
ま
す
。最
近
は
電
子
カ
ル
テ
に
簡
単

に
入
力
す
る
た
め
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
作
成

依
頼
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。部
署
ご
と
に
仕

様
が
違
い
ま
す
の
で
、現
場
と
相
談
し
な
が
ら

使
い
や
す
い
も
の
の
作
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

稲
谷
　
日
常
的
な
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
24
時
間

態
勢
で
対
応
す
る
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
も
院
内
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。外
部
業
者
に
委
託
し

て
い
る
の
で
す
が
、多
い
日
で
50
件
以
上
、平

均
す
る
と
30
件
近
く
も
相
談
が
舞
い
込
ん
で

い
ま
す
。

稲
谷
　
日
本
の
医
療
界
の
大
き
な
課
題
で
す

ね
。症
例
数
が
多
い
デ
ー
タ
ほ
ど
信
頼
性
が
高

く
、そ
れ
を
解
析
す
る
こ
と
が
医
療
の
質
の

改
善
に
つ
な
が
る
の
で
す
が
、残
念
な
が
ら
日

本
は
個
々
の
病
院
の
症
例
数
が
少
な
く
、解

析
面
で
欧
米
に
後
れ
を
と
っ
て
い
ま
す
。シ
ス

テ
ム
を
標
準
化
し
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ

て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化
す
る
仕
組
み
を
、国
レ
ベ

ル
で
ぜ
ひ
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

山
下
　
医
療
情
報
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化
で
医

療
の
研
究
開
発
に
資
す
る「
次
世
代
医
療
基

盤
法
」に
は
本
院
も
協
力
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

官
民
一
体
で
日
本
の
医
療
の
国
際
展
開
を
図

る
Ｍ
Ｅ
Ｊ（
メ
デ
ィ
カ
ル
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
）に
も
情
報
分
野
で
協
力
し
て
い

ま
す
。

り
ま
せ
ん
。こ
れ
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
。

清
水
　
た
だ
し
、大
容
量
の
情
報
を
高
速
に
通

信
す
る
必
要
が
あ
る
放
射
線
検
査（
C
T
や

M
R
I
な
ど
）の
画
像
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
オ

ン
プ
レ
ミ
ス
と
い
う
院
内
サ
ー
バ
ー
も
併
用

し
て
い
ま
す
。特
性
の
異
な
る
院
内
外
の
サ
ー

バ
ー
を
併
用
す
る
と
い
う
意
味
で「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ク
ラ
ウ
ド
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

山
田
　
他
の
病
院
だ
と
、電
子
カ
ル
テ
専
用
の

端
末
が
必
要
だ
っ
た
り
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問

題
で
電
子
カ
ル
テ
を
使
え
な
い
エ
リ
ア
が
あ
っ

た
り
す
る
よ
う
で
す
が
、本
院
の
場
合
は
専
用

端
末
で
は
な
く
て
も
ア
プ
リ
さ
え
入
れ
て
あ

れ
ば
、院
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

稲
谷
　
パ
ソ
コ
ン
の
ス
ペ
ッ
ク
に
関
係
な
く
、

電
子
カ
ル
テ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も
す
ご
く
速
い
で

す
ね
。

山
下
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
を
正
し
く
上

手
に
運
用
す
れ
ば
、ス
ピ
ー
ド
は
速
く
な
り
ま

す
。そ
の
分
、働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、他
の
病
院
も
追
随
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

稲
谷
　
そ
う
し
た
意
味
で
、医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
の
先
進
性
に
関
し
て
は
、全
国
の
大
学
病
院

の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
は
な
い
か
と
自
負

し
て
い
ま
す
。ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
で
果
敢
に
新

し
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
き
た
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。

山
下
　
平
成
26
年
に
院
内
連
絡
網
を
ス
マ
ホ

に
切
り
替
え
た
時
は
、試
み
と
し
て
は
画
期
的

で
し
た
が
、院
内
イ
ン
フ
ラ
が
不
十
分
だ
っ
た

た
め
に
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
後
、

イ
ン
フ
ラ
を
拡
充
し
て
、今
で
は
看
護
師
間
の

連
絡
に
ス
マ
ホ
は
不
可
欠
に
な
り
ま
し
た
。

稲
谷
　
時
代
が
追
い
つ
い
て
き
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね（
笑
）

稲
谷
　
院
外
と
の
連
携
・
交
流
活
動
と
し
て

は
、県
内
医
療
機
関
の
医
療
情
報
共
有
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク「
ふ
く
い
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」を
通

じ
て
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
公
開
し
て
い
る
ほ

か
、大
学
病
院
間
の
交
流
や
、医
療
情
報
学
会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
も
本
院
の
取
り
組
み

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

山
下
　
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
公
開
は
、本
院
な

ど
の
大
き
な
病
院
の
み
が
公
開
し
て
、ク
リ

ニ
ッ
ク
な
ど
が
利
用
し
て
い
る
単
方
向
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。双
方
向
化
が
必
要
で
す
ね
。

清
水
　
メ
ー
カ
ー
間
で
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
標

準
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、互
換
性
が
な
い
の
が一

番
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。国
も
よ
う
や

く
標
準
化
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ

進
展
し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
下
　
毎
秒
何
百
件
も
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を

受
け
る
時
代
で
す
か
ら
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

も
極
め
て
重
要
な
任
務
で
す
。そ
の
強
靭
化
を

主
た
る
目
的
と
し
て
、昨
年
４
月
の
総
合
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
時
に
大
学
病
院
初
と
な

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
化
を
実
現
し
ま
し

た
。従
来
よ
り
運
用
し
て
い
た
利
用
者
の
パ
ソ

コ
ン
上
に
は
デ
ー
タ
が
残
ら
な
い
仮
想
化
シ
ス

テ
ム
に
加
え
、外
部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に

サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、安
全
度

が
格
段
に
高
ま
り
ま
し
た
。

稲
谷
　
院
内
の
パ
ソ
コ
ン
が
盗
ま
れ
た
と
し
て

も
、中
身
は
空
っ
ぽ
で
す
か
ら
情
報
が
流
出
す

る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、万
が
一
、本
院

が
地
震
な
ど
で
被
災
し
て
院
内
サ
ー
バ
ー
が

破
損
し
て
も
、デ
ー
タ
が
消
失
す
る
こ
と
は
あ

山
下
　
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
の
負
担
軽
減
に
向
け
、

受
付
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
も
課
題
の
一
つ
で
す
。現

状
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト（
自
動
会
話
プ
ロ
グ
ラ

ム
）で
は
、要
領
を
得
な
い
受
け
答
え
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、ど
こ
ま
で
精
度
を

高
め
ら
れ
る
か
が
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

稲
谷
　
院
外
か
ら
の
電
子
カ
ル
テ
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。医

師
の
場
合
、休
日
で
在
宅
中
だ
っ
た
り
、外
出

し
て
い
た
り
す
る
時
も
、患
者
さ
ん
の
処
置

な
ど
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
入
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。い
ち
い
ち
登
院
し
な

く
て
も
、外
部
か
ら
電
子
カ
ル
テ
を
見
て
指

示
を
出
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
迅
速
に
対
応
で

き
ま
す
し
、医
師
の
働
き
方
改
革
に
も
有
効

で
す
。

清
水
　
今
、Ｒ
Ｐ
Ａ（
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務

プ
ロ
セ
ス
自
動
化
）の
技
術
を
用
い
て
、診
療

情
報
抽
出
の
自
動
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
に
収
納
さ
れ
て
い
る
膨
大
な

デ
ー
タ
か
ら
、必
要
な
情
報
を
簡
単
に
抽
出

す
る
こ
と
で
、手
作
業
の
比
重
が
高
い
統
計

集
計
や
転
入
力
な
ど
の
省
力
化
を
実
現
す
る

試
み
で
す
。

前
川
　
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
診
療
情
報
担
当
と

し
て
は
、今
後
も
24
時
間
３
６
５
日
、情
報
シ

ス
テ
ム
を
安
定
運
用
す
る
こ
と
が
最
重
要
課

題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。加
え
て
、新
し
い
シ

ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
の
導
入
案
件
を
ス
ム
ー
ズ

に
成
約
に
つ
な
げ
、導
入
後
は
遅
滞
な
く
運

用
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
田
　
私
は
診
療
情
報
担
当
主
査
か
ら
診
療

報
酬
担
当
主
査
に
異
動
に
な
っ
た
ば
か
り
で

す
の
で
、後
任
に
対
す
る
業
務
の
引
き
継
ぎ

が
目
下
の
課
題
で
す
ね
。そ
れ
が
一
段
落
し

た
ら
、診
療
情
報
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
て
、医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
を

運
用
す
る
立
場
か
ら
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

の
改
善
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

代
田
　
今
年
度
診
療
報
酬
改
正
に
て
、オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。働
き
方

改
革
や
コ
ロ
ナ
対
策
の
観
点
か
ら
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、病
院
全
体
で
実
施
で

き
る
よ
う
、先
生
方
と
協
力
し
て
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
患
者
さ
ん
側
の
使
い
や

す
さ
な
ど
、ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

山
下
　
国
立
大
学
病
院
な
の
で
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
使
命
が
あ
る
わ
け
で
す

が
、い
か
ん
せ
ん
地
方
大
学
に
対
す
る
国
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
予
算
が
少
な
く
、や
り
た
い
こ
と
を
十

分
や
れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。ぜ
ひ
予
算
を

拡
充
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
声
を
大
に
し
て

申
し
上
げ
た
い
で
す
ね
。

稲
谷
　
研
究
開
発
の
方
向
性
と
し
て
は
、ユ

ビ
キ
タ
ス
と
か
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
概
念
・
技
術
と
Ａ
Ｉ

を
い
か
に
組
み
合
わ
せ
る
か
が
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。例
え
ば
、本
院
は
今
、患
者

さ
ん
の
取
り
違
え
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

患
者
さ
ん
が
間
違
っ
た
手
術
室
に
入
る
の
を

自
動
的
に
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
お
り
、す
で
に
試
運
転
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

山
下
　
手
洗
い
チ
ェッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
開
発
も

進
め
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
限
ら
ず
、

医
療
従
事
者
は
常
に
頻
回
の
手
洗
い
が
必
要

で
す
の
で
、セ
ン
サ
ー
技
術
を
使
っ
て
洗
い
忘

れ
を
防
ぐ
も
の
で
す
。こ
れ
か
ら
は
患
者
さ

ん
や
医
療
従
事
者
を
い
か
に
守
る
か
に

フ
ォ
ー
カ
ス
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
下
　
職
員
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
は
、サ
イ

バ
ー
攻
撃
か
ら
の
基
本
的
防
御
と
個
人
情
報

保
護
を
主
な
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。新
任

時
と
年
１
回
の
定
期
研
修
を
受
講
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、今

は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

だ
け
だ
と
不
安
な
の
で
、偽
の
標
的
型
攻
撃

メ
ー
ル
を
送
る
抜
き
打
ち
テ
ス
ト
も
実
施
し

て
い
ま
す
。引
っ
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
職
員
に

は
研
修
の
再
受
講
を
促
し
ま
す
。

清
水
　
医
学
部
医
学
科
・
看
護
学
科
の
１
年

生
に
対
す
る
教
育
は
私
の
担
当
で
、
90
分×

15

回
の
情
報
処
理
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
情

報
科
学
の
基
礎
に
加
え
、電
子
カ
ル
テ
の
参

照
・
記
録
方
法
、実
症
例
の
カ
ル
テ
や
検
査
結

果
の
例
示
、患
者
の
個
人
情
報
保
護
な
ど
、臨

床
で
必
要
な
ス
キ
ル
を
教
育
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、大
学
院
工
学
研
究
科
の
生
命
複
合
科

学
特
論
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

山
下
　
医
学
科
５
年
生
の
臨
床
実
習
で
も
、

内
科
と
連
携
し
て
、法
令
か
ら
見
た
電
子
カ

ル
テ
の
取
り
扱
い
や
個
人
情
報
保
護
な
ど
、

国
家
試
験
対
策
も
見
据
え
な
が
ら
指
導
し
て

い
ま
す
。学
生
に
対
す
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
は
今
や
必
須
で
す
。
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　HPSは遊び（ホスピタル・プレイ）を用い
て、医療環境をチャイルドフレンドリーなも
のにし、病児や障害児が医療とのかかわり
経験を肯定的にとらえられるようにするた
め、小児医療チームの一員として働く専門
職です。
　HPSの専門教育は1960年代に英国で
始まりました。日本では平成19年度に静岡
県立大学短期大学部が文部科学省の委託
を受け養成を開始し、現在は社会人専門講
座として開講しています。昨年10月現在の
資格取得者は218人です。
　平成24年、NPO法人日本ホスピタル・
プレイ協会（HPSジャパン）が設立され、普
及に向けた教育研修、HPSのキャリアアッ
プなどに取り組んでいます。

　意味は「心の準備をすること」。検査、治
療、処置などすべての医療行為に子どもた
ちが主体的に臨めるよう、事前に内容を遊
びながら伝えるとともに、子どもたちの疑問
や不安などの解消に努めます。
　例えば、注射前だと、どういう順で何が
行われるかを、注射をイメージしたマグネッ
トなどを使った病院ごっこなどを通じて理
解を促します。入院前の不安が強いお子さ
んには、アルバムなどを用いて病棟やトイ
レの様子、食事の内容などを紹介します。
通常は手元にあるツールを使いますが、病
児に合わせて新たなツールを作成する場
合もあります。
　手術を控えた病児には手術の流れを紹
介するパンフレットを見せ、MRI検査であ
れば、模型キットを使って説明したり、アプ
リでMRI装置が発する音を聞いてもらった
りします。事前に検査室を見学してもらうこ
ともあります。
　「病児が抱いている疑問や不安をいかに
表出させ、汲み取ることができるかが重要
です」（片岡）

R e p o r t

日本におけるHPS
有資格者は200人余

プレパレーション
疑問・不安解消に向け予習

　対象はある程度言葉が理解できる2歳
児くらいから上になります。中高生も対象
になりますが、思春期特有の恥じらいやプ
ライドに配慮したデリケートな対応が求め
られます。
　「個々の理解力に差があるため、お子さ
んの特性に合わせて効果的なアプローチ
を考えなければなりません」（荒木）
　医療行為時には母親に同席してもらうこ
とを基本にしており、プレパレーションで母
親の役割についても説明します。
　「お母さんにも参加していただくことで
お子さんに安心感が生まれますし、医療者
に対するお母さんの信頼感の醸成にもつ
ながります」（片岡）

HPSの10のミッション
医療にかかわる子どもたちすべてに対し、
遊びの力を届ける
遊びの持つ癒す力を用いて、医療とかか
わるすべての子どもを支援
子ども自身のセルフ・コントロール感が損
なわれないよう、遊びを用いて治療に対
する子どもの準備を行う（プレイ・プレパ
レーション）
治療場面において子どもが不必要な痛
みや恐怖を感じないよう、遊びを用いて
支援（ディストラクション・セラピー）
治療後に医療に対する肯定感が持てる
よう、手術や処置の後の遊びを支援
プレイ・プログラムを作り、個別に遊びの
支援が必要な子どもを支える
治療する子どものきょうだいが取り残さ
れたという気持ちにならないよう、きょう
だいに対し遊びを用いて支援
小児医療チームの一員として、遊びを用
いて子どもの治療に貢献
医療とかかわる子どもたちが自己肯定感
を失うことなく社会の一員として活躍で
きるよう、将来を見通した遊びを支援
遊びの価値を広く社会に伝える

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

HPS

子ども
家族

に対する深い理解

遊び
反省的実践
ができる力

医療
チーム

を形成する一員
として働く能力

病気
障がい
発達

に関する知識

HPSで必要とされている資質・能力

出典：NPO法人日本ホスピタル・プレイ協会発行パンフレットより

（HPSジャパンの広報より）

1617

  
「
遊
び
を
通
じ
て
寄
り
添
い

　
　病
児
に
安
心
や
自
信
与
え
る
」

リポート

かたおか・やすは
平成元年、愛知県岡崎市出身。都立小金井北高等学校
から共立女子短期大学看護学科に進学。同大学卒業
後、平成23年4月、日本大学医学部附属病院に看護師
として入職。千寿会医療福祉グループつくしの病院へ
の転職を経て、平成31年4月、福井大学医学部附属病
院小児科に病棟看護師として入職。HPS資格取得は平
成28年6月。

あらき（まつむら）・はるか
平成2年、福井県福井市出身。福井県立羽水高等学校か
ら日本福祉大学子ども発達（現：教育・心理）学部に進学。
同大学卒業後、平成25年4月、社会福祉法人清心会認
定こども園翼幼保園（愛知県高浜市）に保育士として入
職。平成28年9月、福井大学医学部附属病院小児科に
病棟保育士として入職。HPS資格取得は平成30年3月。

Ｈ
Ｐ
Ｓ（
ホ
ス
ピ
タ
ル・
プ
レ
イ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）の
お
仕
事
拝
見
！

小児科病棟保育士・ＨＰＳ

荒木（松村）  遥（右）

看護部看護師（小児科）・ＨＰＳ

片岡 やす葉（左）

荒
木
　
本
院
に
入
職
す
る
前
に
勤
務

し
て
い
た
幼
保
園
で
ダ
ウ
ン
症
の
お

子
さ
ん
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。そ
の

子
が
入
院
し
た
時
に
、生
活
や
遊
び
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
気
掛
か
り

で
し
た
。そ
ん
な
折
に
H
P
S
の
存
在

を
知
り
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

共
感
を
覚
え
た
の
が
、資
格
を
取
得
し

た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

　
本
院
小
児
科
の
病
棟
保
育
士
と
し

て
入
職
後
、子
ど
も
た
ち
を
支
え
た

い
と
の
思
い
が
一
層
強
ま
り
、半
年

後
か
ら
H
P
S
養
成
講
座
の
受
講
を

始
め
、資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

片
岡
　
東
京
の
大
学
病
院
の
小
児
科

に
病
棟
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
当
時
は
、採
血
な
ど
は
病
児
を
タ
オ

ル
で
巻
い
て
、上
か
ら
押
さ
え
つ
け
て

動
け
な
い
よ
う
に
し
て
行
う
の
が
当

た
り
前
の
時
代
で
し
た
。入
院
中
の
子

ど
も
た
ち
が
次
第
に
心
を
閉
ざ
し
、元

気
を
な
く
し
て
、遊
ぶ
意
欲
す
ら
失
っ

て
い
く
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、こ

れ
で
は
い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
結
果
、H
P
S
の

理
念
や
手
法
に
感
銘
を
受
け
、「
こ
れ

だ
！
」と
思
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

始
め
ま
し
た
。

荒
木
　
遊
び
を
通
し
て
関
わ
る
こ
と
で

病
児
自
身
の
力
で
、苦
痛
や
恐
怖
を
乗

り
越
え
ら
れ
た
と
実
感
で
き
た
時
で
す

ね
。入
院
中
の
病
児
や
ご
家
族
に
、時
間

を
か
け
て
し
っ
か
り
向
き
合
え
て
い
る

こ
と
も
充
実
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

片
岡
　
デ
ィ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、ワ
ン
ワ
ン
泣
い
て
い

た
子
が
、遊
び
な
が
ら
だ
と
ス
ム
ー
ズ

に
処
置
を
受
け
ら
れ
、先
生
か
ら「
す

ご
い
ね
」と
褒
め
ら
れ
た
時
は「
ヨ
ッ

シ
ャ
！
」と
思
い
ま
し
た
。半
信
半
疑

だ
っ
た
科
内
の
空
気
が
徐
々
に
変
わ
り
、

H
P
S
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
き
た
こ

と
に
も
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

荒
木
　
そ
の
子
に
合
う
か
か
わ
り
方

が
見
つ
か
ら
ず
、何
を
や
っ
て
も
う
ま

く
い
か
な
い
時
は
悩
み
ま
す
。小
児
科

以
外
の
診
療
科
や
他
の
病
院
に
も

H
P
S
の
役
割
や
効
果
を
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
、時
間
を
か
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

片
岡
　
ま
だ
認
知
度
が
低
い
た
め
、

H
P
S
の
価
値
を
理
解
し
て
も
ら
う

の
は
大
変
な
ん
で
す
。前
院
で
初
め
の

頃
は
、た
ま
た
ま
病
児
が
暴
れ
た
り
、

泣
い
た
り
す
る
と
、「
何
も
変
わ
ら
な

い
」「
時
間
の
無
駄
」と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

―
― 

H
P
S
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

―
― 
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
？ 

子
ど
も
た
ち
を
支
え
る

理
念
と
手
法
に
共
感

役
割
や
効
果
に
つ
い
て

理
解
を
得
る
の
は
大
変

―
― 

逆
に
難
し
さ
を
感
じ
る
の
は
？ 

Ｈ
Ｐ
Ｓ（
ホ
ス
ピ
タ
ル・プ
レ
イ・ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
）は
、病
児
に
対
し
て
遊
び
を
通

じ
て
治
療
、処
置
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
や
ト

ラ
ウ
マ
を
和
ら
げ
、安
心
感
や
自
信
、自

己
肯
定
感
を
育
む
よ
う
に
関
わ
る
専

門
職
で
す
。日
本
で
は
ま
だ
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
職
種
で
す
が
、福
井
大

学
医
学
部
附
属
病
院
小
児
科
で
は
２

人
の
Ｈ
Ｐ
Ｓ
が
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
ま

す
。
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HPSの10のミッション
医療にかかわる子どもたちすべてに対し、
遊びの力を届ける
遊びの持つ癒す力を用いて、医療とかか
わるすべての子どもを支援
子ども自身のセルフ・コントロール感が損
なわれないよう、遊びを用いて治療に対
する子どもの準備を行う（プレイ・プレパ
レーション）
治療場面において子どもが不必要な痛
みや恐怖を感じないよう、遊びを用いて
支援（ディストラクション・セラピー）
治療後に医療に対する肯定感が持てる
よう、手術や処置の後の遊びを支援
プレイ・プログラムを作り、個別に遊びの
支援が必要な子どもを支える
治療する子どものきょうだいが取り残さ
れたという気持ちにならないよう、きょう
だいに対し遊びを用いて支援
小児医療チームの一員として、遊びを用
いて子どもの治療に貢献
医療とかかわる子どもたちが自己肯定感
を失うことなく社会の一員として活躍で
きるよう、将来を見通した遊びを支援
遊びの価値を広く社会に伝える

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

HPS

子ども
家族

に対する深い理解

遊び
反省的実践
ができる力

医療
チーム

を形成する一員
として働く能力

病気
障がい
発達

に関する知識

HPSで必要とされている資質・能力

出典：NPO法人日本ホスピタル・プレイ協会発行パンフレットより

（HPSジャパンの広報より）
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「
遊
び
を
通
じ
て
寄
り
添
い

　
　病
児
に
安
心
や
自
信
与
え
る
」

リポート

かたおか・やすは
平成元年、愛知県岡崎市出身。都立小金井北高等学校
から共立女子短期大学看護学科に進学。同大学卒業
後、平成23年4月、日本大学医学部附属病院に看護師
として入職。千寿会医療福祉グループつくしの病院へ
の転職を経て、平成31年4月、福井大学医学部附属病
院小児科に病棟看護師として入職。HPS資格取得は平
成28年6月。

あらき（まつむら）・はるか
平成2年、福井県福井市出身。福井県立羽水高等学校か
ら日本福祉大学子ども発達（現：教育・心理）学部に進学。
同大学卒業後、平成25年4月、社会福祉法人清心会認
定こども園翼幼保園（愛知県高浜市）に保育士として入
職。平成28年9月、福井大学医学部附属病院小児科に
病棟保育士として入職。HPS資格取得は平成30年3月。

Ｈ
Ｐ
Ｓ（
ホ
ス
ピ
タ
ル・
プ
レ
イ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）の
お
仕
事
拝
見
！

小児科病棟保育士・ＨＰＳ

荒木（松村）  遥（右）

看護部看護師（小児科）・ＨＰＳ

片岡 やす葉（左）

荒
木
　
本
院
に
入
職
す
る
前
に
勤
務

し
て
い
た
幼
保
園
で
ダ
ウ
ン
症
の
お

子
さ
ん
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。そ
の

子
が
入
院
し
た
時
に
、生
活
や
遊
び
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
気
掛
か
り

で
し
た
。そ
ん
な
折
に
H
P
S
の
存
在

を
知
り
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

共
感
を
覚
え
た
の
が
、資
格
を
取
得
し

た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

　
本
院
小
児
科
の
病
棟
保
育
士
と
し

て
入
職
後
、子
ど
も
た
ち
を
支
え
た

い
と
の
思
い
が
一
層
強
ま
り
、半
年

後
か
ら
H
P
S
養
成
講
座
の
受
講
を

始
め
、資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

片
岡
　
東
京
の
大
学
病
院
の
小
児
科

に
病
棟
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
当
時
は
、採
血
な
ど
は
病
児
を
タ
オ

ル
で
巻
い
て
、上
か
ら
押
さ
え
つ
け
て

動
け
な
い
よ
う
に
し
て
行
う
の
が
当

た
り
前
の
時
代
で
し
た
。入
院
中
の
子

ど
も
た
ち
が
次
第
に
心
を
閉
ざ
し
、元

気
を
な
く
し
て
、遊
ぶ
意
欲
す
ら
失
っ

て
い
く
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、こ

れ
で
は
い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
結
果
、H
P
S
の

理
念
や
手
法
に
感
銘
を
受
け
、「
こ
れ

だ
！
」と
思
っ
て
養
成
講
座
を
受
講
し

始
め
ま
し
た
。

荒
木
　
遊
び
を
通
し
て
関
わ
る
こ
と
で

病
児
自
身
の
力
で
、苦
痛
や
恐
怖
を
乗

り
越
え
ら
れ
た
と
実
感
で
き
た
時
で
す

ね
。入
院
中
の
病
児
や
ご
家
族
に
、時
間

を
か
け
て
し
っ
か
り
向
き
合
え
て
い
る

こ
と
も
充
実
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

片
岡
　
デ
ィ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、ワ
ン
ワ
ン
泣
い
て
い

た
子
が
、遊
び
な
が
ら
だ
と
ス
ム
ー
ズ

に
処
置
を
受
け
ら
れ
、先
生
か
ら「
す

ご
い
ね
」と
褒
め
ら
れ
た
時
は「
ヨ
ッ

シ
ャ
！
」と
思
い
ま
し
た
。半
信
半
疑

だ
っ
た
科
内
の
空
気
が
徐
々
に
変
わ
り
、

H
P
S
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
き
た
こ

と
に
も
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

荒
木
　
そ
の
子
に
合
う
か
か
わ
り
方

が
見
つ
か
ら
ず
、何
を
や
っ
て
も
う
ま

く
い
か
な
い
時
は
悩
み
ま
す
。小
児
科

以
外
の
診
療
科
や
他
の
病
院
に
も

H
P
S
の
役
割
や
効
果
を
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
、時
間
を
か
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

片
岡
　
ま
だ
認
知
度
が
低
い
た
め
、

H
P
S
の
価
値
を
理
解
し
て
も
ら
う

の
は
大
変
な
ん
で
す
。前
院
で
初
め
の

頃
は
、た
ま
た
ま
病
児
が
暴
れ
た
り
、

泣
い
た
り
す
る
と
、「
何
も
変
わ
ら
な

い
」「
時
間
の
無
駄
」と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

―
― 

H
P
S
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

―
― 

や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
？ 

子
ど
も
た
ち
を
支
え
る

理
念
と
手
法
に
共
感

役
割
や
効
果
に
つ
い
て

理
解
を
得
る
の
は
大
変

―
― 

逆
に
難
し
さ
を
感
じ
る
の
は
？ 

Ｈ
Ｐ
Ｓ（
ホ
ス
ピ
タ
ル・プ
レ
イ・ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
）は
、病
児
に
対
し
て
遊
び
を
通

じ
て
治
療
、処
置
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
や
ト

ラ
ウ
マ
を
和
ら
げ
、安
心
感
や
自
信
、自

己
肯
定
感
を
育
む
よ
う
に
関
わ
る
専

門
職
で
す
。日
本
で
は
ま
だ
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
職
種
で
す
が
、福
井
大

学
医
学
部
附
属
病
院
小
児
科
で
は
２

人
の
Ｈ
Ｐ
Ｓ
が
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
ま

す
。



ディストラクション
頑張りを自己肯定感へ

　治療や処置などを受けたことが子どもの
トラウマにならず、次回の治療や受診に前
向きに向き合えるよう、医療行為が終了し
た後に母親も交えて、頑張れた部分、つら
かった部分などを振り返ります。
　具体的に「動かず頑張ってくれてありが
とう」と頑張りを褒めたり、「がんばった
シール」として好きなキャラクターのシール
を一緒に貼ったりします。
　また、入院中や退院前にも、できる限り
振り返りの機会を持つようにしています。
遊んだことや頑張れたことなどポジティブ
な体験を振り返ることで、入院生活がつら
いことばかりではなかった、自分の力で頑
張れたなと思ってもらうことも重視してい
ます。

　意味は「気をそらすこと」「気を紛らわす
こと」など。治療や処置などの医療行為中
における苦痛や恐怖を、遊びなどを用いて
和らげるための支援です。プレパレーション
を踏まえて、個々に合った手法で行います。
　最も実施頻度が高いのは採血や点滴を
入れる場面です。年少児だと映像を見せた
り、波の音を流したり、おもちゃで遊んだり
します。多くの場合、母親に同席してもらい、
抱っこしながら行うことで効果を高めます。
手術前に麻酔をかける時は、眠りに入るま
で母親に付き添ってもらったり、好きな
DVDを見せたりし、術後の麻酔からさめる
時も母親に側にいてもらうようにします。
　「『あれ、もう終わっちゃった』というのが
理想ですが、お子さんが『頑張れた』と自己
肯定感を持てることを最低限の目標にして
います」（片岡）
　室内で一人きりになり、体だけでなく頭を
固定されることもある放射線治療は、病児
の不安感が大きいため、特に神経を使いま
す。別の部屋からマイクで声を掛け、絵本の
読み聞かせ、なぞなぞ、好きな音楽を流す
など、希望に合わせて手法を変えます。
「『あと10数えたら終わるよ』と声掛けする
など、お子さんが『これなら頑張れる』と思
えるような工夫も行っています」（荒木）

　遊びは子供にとってなくてはならない大
切なものです。非日常の入院生活の中で好
きなことや遊びを取り入れることで、その
子がその子らしくいることができ、日常を少
しでも取り戻すことができます。
　季節に合わせた病棟の飾り付けも子ども

たちと一緒に行っています。春ならひな祭
り、初夏なら鯉のぼり、夏ならかき氷などを
子どもたちと一緒に製作し、スタッフも交え
病棟内を飾りつけしています。七夕飾りやク
リスマスツリーもみんなで飾りつけを行い、
単調になりがちな入院生活に季節感や彩り
を添えるようにしています。

　2人とも兼任なので、スタッフの協力は不
可欠であり、勉強会を通じてノウハウを伝え
ています。日常的にも、採血時に暴れそうな
子や、骨髄穿刺など大きな処置が予定され
ている子など、特に注意が必要な病児の確
認や、その対応方法などについて、HPS

（荒木）と当日の看護師リーダーとで簡単な
打ち合わせを行っています。
　夕方にも当日の結果や病児の発言などを
看護スタッフに報告し、電子カルテにも記載
して、広く情報を共有しています。
　

検査内容を子供にわかりやすく説明

振り返り
ホジティブな体験に

日常的な遊び
病児の特性を把握

スタッフ間の情報共有
個々への対応を理解

Bulletin Board  － 掲示板 －

摂食嚥下障害の患者さんが安全に
経口摂取できるようサポートします

摂食嚥下支援チームの活動紹介

チームメンバー

　摂食嚥下は一連の「食べる」動作のことです。「摂食嚥下の5期」（図1）のうち、どこかに問題を有し、食事がしづらくなっ
た状態を摂食嚥下障害といいます。
　摂食嚥下障害になると、十分に食事が摂れなくなることによる低栄養や脱水、食物が誤って気管に入ることで起こる窒息
や誤嚥性肺炎のリスクが高まります。また食べる楽しみを失ってしまうQOL（Quality Of Life：クオリティオブライフ＝生活
の質）の低下も問題となります。摂食嚥下支援チームでは、摂食嚥下障害の患者さんが安全に経口摂取を再獲得できるよ
う多角的・持続的なサポートを行うことを目的に活動しています。

図1　摂食嚥下の5期モデル

図2　摂食嚥下チームメンバー

嚥下機能検査の様子

図3　摂食嚥下支援チーム活動

　チームメンバー（図2）は各々の専門分野に
沿った観点から患者さんを評価し、週1回のカ
ンファレンスで経口摂取獲得について検討し
ています。カンファレンス開催後に支援計画書
を作成し、患者さんや病棟スタッフと目標を共
有しながら日々のリハビリテーションを実施し
ています（図3）。なお、現時点での対象者は摂
食嚥下リハビリテーションを行っている患者さ
んの中で、チームメンバーが多職種での介入
が必要と判断した方としています。

活動内容
毎週火曜日　16：30～■医師

　耳鼻咽喉科頭頸部外科
　リハビリテーション科
　歯科口腔外科
■看護師
　摂食嚥下認定看護師
　脳卒中リハビリテーション
　看護認定看護師
■管理栄養士
■理学療法士
■作業療法士
■言語聴覚士

看護師　患者背景・治療内容・個人因子
歯科口腔外科医師　口腔内環境・残存歯・義歯
管理栄養士　栄養状態・食事形態や補食の提案
言語聴覚士　嚥下機能・嗜好や食に対する希望
理学療法士　身体機能・活動状況・転倒リスク
作業療法士　日常生活動作（ADL）・認知機能
医師・言語聴覚士　嚥下機能検査

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス・計
画
書
作
成

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

〈職種および評価内容〉

1.先行期（認知期） 2.準備期（咀嚼期） 3.口腔期 4.咽頭期 5.食道期

食べ物の形、かたさや
温度などを判断する

食べ物をだ液と混ぜ合わ
せて飲み込みやすい形状
にまとめる（食塊を作る）

舌の運動によって
食塊を咽頭に移
動させる

食塊をゴックンと
飲み込み咽頭か
ら食道に送る

食道のぜん動に
よって食塊を胃に
送る

1819

片
岡
　
日
本
の
H
P
S
の
先
駆
者
で

あ
る
松
平
千
佳
さ
ん
が「
ま
ず
白
衣
を

脱
ぎ
な
さ
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
と

お
り
、看
護
師
と
の
兼
任
で
は
本
来
の

H
P
S
で
は
な
い
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

や
れ
る
こ
と
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
の
で
、も
っ
と
突
き
詰
め
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、本
院
だ
け
が
小
児
医
療
の
現

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
広
く
普
及
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。認
知
度
を

高
め
る
た
め
に
、本
院
で
の
成
果
を
見

え
る
化
し
よ
う
と
、昨
年
か
ら
私
た
ち

２
人
と
医
師
や
看
護
師
と
の
チ
ー
ム
で

研
究
を
始
め
ま
し
た
。ま
ず
は
県
内
で

の
普
及
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

荒
木
　
そ
の
点
は
私
も
同
じ
で
す
。加

え
て
、病
児
の
き
ょ
う
だ
い
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す

ね
。オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
、

な
か
な
か
会
え
ず
、様
々
な
思
い
を
抱

え
て
い
る
き
ょ
う
だ
い
同
士
が
触
れ
合

え
る
仕
組
み
を
導
入
で
き
た
ら
い
い

な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、退
院
後
も
再
発
の
不
安
な
ど

を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、励
ま

し
合
っ
た
り
、相
談
で
き
た
り
す
る
会

も
多
職
種
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
― 

課
題
と
今
後
の
抱
負
を
。 

さ
ら
な
る
普
及
に
向
け

成
果
研
究
に
取
り
組
む



ディストラクション
頑張りを自己肯定感へ

　治療や処置などを受けたことが子どもの
トラウマにならず、次回の治療や受診に前
向きに向き合えるよう、医療行為が終了し
た後に母親も交えて、頑張れた部分、つら
かった部分などを振り返ります。
　具体的に「動かず頑張ってくれてありが
とう」と頑張りを褒めたり、「がんばった
シール」として好きなキャラクターのシール
を一緒に貼ったりします。
　また、入院中や退院前にも、できる限り
振り返りの機会を持つようにしています。
遊んだことや頑張れたことなどポジティブ
な体験を振り返ることで、入院生活がつら
いことばかりではなかった、自分の力で頑
張れたなと思ってもらうことも重視してい
ます。

　意味は「気をそらすこと」「気を紛らわす
こと」など。治療や処置などの医療行為中
における苦痛や恐怖を、遊びなどを用いて
和らげるための支援です。プレパレーション
を踏まえて、個々に合った手法で行います。
　最も実施頻度が高いのは採血や点滴を
入れる場面です。年少児だと映像を見せた
り、波の音を流したり、おもちゃで遊んだり
します。多くの場合、母親に同席してもらい、
抱っこしながら行うことで効果を高めます。
手術前に麻酔をかける時は、眠りに入るま
で母親に付き添ってもらったり、好きな
DVDを見せたりし、術後の麻酔からさめる
時も母親に側にいてもらうようにします。
　「『あれ、もう終わっちゃった』というのが
理想ですが、お子さんが『頑張れた』と自己
肯定感を持てることを最低限の目標にして
います」（片岡）
　室内で一人きりになり、体だけでなく頭を
固定されることもある放射線治療は、病児
の不安感が大きいため、特に神経を使いま
す。別の部屋からマイクで声を掛け、絵本の
読み聞かせ、なぞなぞ、好きな音楽を流す
など、希望に合わせて手法を変えます。
「『あと10数えたら終わるよ』と声掛けする
など、お子さんが『これなら頑張れる』と思
えるような工夫も行っています」（荒木）

　遊びは子供にとってなくてはならない大
切なものです。非日常の入院生活の中で好
きなことや遊びを取り入れることで、その
子がその子らしくいることができ、日常を少
しでも取り戻すことができます。
　季節に合わせた病棟の飾り付けも子ども

たちと一緒に行っています。春ならひな祭
り、初夏なら鯉のぼり、夏ならかき氷などを
子どもたちと一緒に製作し、スタッフも交え
病棟内を飾りつけしています。七夕飾りやク
リスマスツリーもみんなで飾りつけを行い、
単調になりがちな入院生活に季節感や彩り
を添えるようにしています。

　2人とも兼任なので、スタッフの協力は不
可欠であり、勉強会を通じてノウハウを伝え
ています。日常的にも、採血時に暴れそうな
子や、骨髄穿刺など大きな処置が予定され
ている子など、特に注意が必要な病児の確
認や、その対応方法などについて、HPS

（荒木）と当日の看護師リーダーとで簡単な
打ち合わせを行っています。
　夕方にも当日の結果や病児の発言などを
看護スタッフに報告し、電子カルテにも記載
して、広く情報を共有しています。
　

検査内容を子供にわかりやすく説明

振り返り
ホジティブな体験に

日常的な遊び
病児の特性を把握

スタッフ間の情報共有
個々への対応を理解

Bulletin Board  － 掲示板 －

摂食嚥下障害の患者さんが安全に
経口摂取できるようサポートします

摂食嚥下支援チームの活動紹介

チームメンバー

　摂食嚥下は一連の「食べる」動作のことです。「摂食嚥下の5期」（図1）のうち、どこかに問題を有し、食事がしづらくなっ
た状態を摂食嚥下障害といいます。
　摂食嚥下障害になると、十分に食事が摂れなくなることによる低栄養や脱水、食物が誤って気管に入ることで起こる窒息
や誤嚥性肺炎のリスクが高まります。また食べる楽しみを失ってしまうQOL（Quality Of Life：クオリティオブライフ＝生活
の質）の低下も問題となります。摂食嚥下支援チームでは、摂食嚥下障害の患者さんが安全に経口摂取を再獲得できるよ
う多角的・持続的なサポートを行うことを目的に活動しています。

図1　摂食嚥下の5期モデル

図2　摂食嚥下チームメンバー

嚥下機能検査の様子

図3　摂食嚥下支援チーム活動

　チームメンバー（図2）は各々の専門分野に
沿った観点から患者さんを評価し、週1回のカ
ンファレンスで経口摂取獲得について検討し
ています。カンファレンス開催後に支援計画書
を作成し、患者さんや病棟スタッフと目標を共
有しながら日々のリハビリテーションを実施し
ています（図3）。なお、現時点での対象者は摂
食嚥下リハビリテーションを行っている患者さ
んの中で、チームメンバーが多職種での介入
が必要と判断した方としています。

活動内容
毎週火曜日　16：30～■医師

　耳鼻咽喉科頭頸部外科
　リハビリテーション科
　歯科口腔外科
■看護師
　摂食嚥下認定看護師
　脳卒中リハビリテーション
　看護認定看護師
■管理栄養士
■理学療法士
■作業療法士
■言語聴覚士

看護師　患者背景・治療内容・個人因子
歯科口腔外科医師　口腔内環境・残存歯・義歯
管理栄養士　栄養状態・食事形態や補食の提案
言語聴覚士　嚥下機能・嗜好や食に対する希望
理学療法士　身体機能・活動状況・転倒リスク
作業療法士　日常生活動作（ADL）・認知機能
医師・言語聴覚士　嚥下機能検査

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス・計
画
書
作
成

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

〈職種および評価内容〉

1.先行期（認知期） 2.準備期（咀嚼期） 3.口腔期 4.咽頭期 5.食道期

食べ物の形、かたさや
温度などを判断する

食べ物をだ液と混ぜ合わ
せて飲み込みやすい形状
にまとめる（食塊を作る）

舌の運動によって
食塊を咽頭に移
動させる

食塊をゴックンと
飲み込み咽頭か
ら食道に送る

食道のぜん動に
よって食塊を胃に
送る
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片
岡
　
日
本
の
H
P
S
の
先
駆
者
で

あ
る
松
平
千
佳
さ
ん
が「
ま
ず
白
衣
を

脱
ぎ
な
さ
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
と

お
り
、看
護
師
と
の
兼
任
で
は
本
来
の

H
P
S
で
は
な
い
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

や
れ
る
こ
と
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
の
で
、も
っ
と
突
き
詰
め
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、本
院
だ
け
が
小
児
医
療
の
現

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
広
く
普
及
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。認
知
度
を

高
め
る
た
め
に
、本
院
で
の
成
果
を
見

え
る
化
し
よ
う
と
、昨
年
か
ら
私
た
ち

２
人
と
医
師
や
看
護
師
と
の
チ
ー
ム
で

研
究
を
始
め
ま
し
た
。ま
ず
は
県
内
で

の
普
及
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

荒
木
　
そ
の
点
は
私
も
同
じ
で
す
。加

え
て
、病
児
の
き
ょ
う
だ
い
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す

ね
。オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
、

な
か
な
か
会
え
ず
、様
々
な
思
い
を
抱

え
て
い
る
き
ょ
う
だ
い
同
士
が
触
れ
合

え
る
仕
組
み
を
導
入
で
き
た
ら
い
い

な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、退
院
後
も
再
発
の
不
安
な
ど

を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、励
ま

し
合
っ
た
り
、相
談
で
き
た
り
す
る
会

も
多
職
種
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
― 

課
題
と
今
後
の
抱
負
を
。 

さ
ら
な
る
普
及
に
向
け

成
果
研
究
に
取
り
組
む



　
股
関
節
は
骨
盤
と
大
腿
骨
を
つ
な
ぐ
人

体
の
中
で
最
も
大
き
な
関
節
で
、人
間
の
体

を
支
え
、脚
を
動
か
す
機
能
を
担
っ
て
い
ま

す
。立
つ
、歩
く
、座
る
と
い
っ
た
基
本
動
作

の
ほ
か
、関
節
周
辺
に
あ
る
筋
肉
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き

を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
股
関
節
周
辺
の
筋
肉
は
長
時

間
の
座
り
っ
ぱ
な
し
や
運
動
不
足
な
ど
で
こ

わ
ば
っ
た
り
衰
え
た
り
し
や
す
く
、放
置
す

る
と
股
関
節
の
可
動
域
が
狭
く
な
り
、若
々
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し
い
体
の
動
き
が
失
わ
れ
る
ほ
か
、腰
痛
や

膝
痛
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。「
老
化
は

股
関
節
か
ら
」と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　「
最
近
、歩
幅
が
狭
く
な
っ
て
き
た
」「
階

段
を
上
り
づ
ら
い
」「
よ
く
つ
ま
ず
い
て
し
ま

う
」な
ど
は
股
関
節
が
硬
く
な
っ
て
き
た
サ

イ
ン
。そ
ん
な
自
覚
症
状
が
あ
る
時
、セ
ル

フ
ケ
ア
と
し
て
手
軽
に
で
き
る
の
が
ス
ト

レ
ッ
チ
で
す
。

　
筋
肉
を
伸
ば
し
、関
節
の
可
動
域
を
広
げ

る
ス
ト
レ
ッ
チ
は
体
の
柔
軟
性
を
高
め
る
だ

け
で
な
く
、美
し
い
姿
勢
を
キ
ー
プ
し
、リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
得
ら
れ
ま
す
。広
い

場
所
や
道
具
を
必
要
と
し
な
い
の
で
、い
つ

で
も
ど
こ
で
も
簡
単
に
で
き
る
の
も
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。

　
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
や
運
転
で
長
時
間
座
っ
た

姿
勢
が
続
く
方
に
お
勧
め
な
の
が
、股
関
節

の
硬
さ
の
原
因
と
な
る
腸
腰
筋
の
ス
ト
レ
ッ

チ
で
す
。イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
で
あ
る
腸
腰
筋

は
座
り
姿
勢
で
血
流
が
滞
る
股
関
節
前
側

の
深
い
部
分
に
あ
り
、こ
こ
が
凝
り
固
ま
っ

た
状
態
に
な
る
と
、姿
勢
が
悪
く
な
る
、骨

盤
が
歪
ん
で
腰
痛
が
起
き
や
す
い
、階
段
が

ス
ム
ー
ズ
に
上
れ
な
く
な
る
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
悪
影
響
が
表
れ
ま
す
。そ
こ
で
腸
腰
筋

を
ス
ト
レ
ッ
チ
し
て
し
っ
か
り
伸
ば
す
こ
と

で
、骨
盤
矯
正
や
足
取
り
が
軽
く
な
る
、血

行
改
善
や
腰
痛
予
防
、基
礎
代
謝
を
上
げ
て

太
り
に
く
い
体
に
す
る
、ぽ
っ
こ
り
お
腹
や

下
半
身
太
り
の
改
善
な
ど
、多
く
の
効
果
を

期
待
で
き
る
の
で
す
。

　
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
で
き
る
腸
腰
筋
ス

ト
レ
ッ
チ
を
紹
介
し
ま
す
。

１.
椅
子
に
腰
か
け
、両
脚
を
90
度
程
度
広

げ
る
。右
足
の
か
か
と
を
左
の
膝
の
上
に
の

せ
る
。そ
の
ま
ま
右
手
で
か
か
と
を
押
さ
え

な
が
ら
、息
を
吐
き
切
る
よ
う
に
深
呼
吸
し
、

背
筋
と
股
関
節
を
伸
ば
し
て
10
秒
キ
ー
プ
。

２.
そ
の
ま
ま
の
形
で
上
体
を
前
屈
し
て
、５

秒
キ
ー
プ
。

３.
左
右
の
脚
を
反
対
に
し
て
行
う
。

こ
れ
を
１
セ
ッ
ト
と
し
て
、２
〜
３
セ
ッ
ト

繰
り
返
す
。

　
自
宅
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
増
え
た
人

に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は

オ
フ
ィ
ス
と
違
っ
て
人
目
が
な
い
分
、気
が
緩

ん
で
姿
勢
が
崩
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。何
よ

り
も
大
切
な
の
は
セ
ル
フ
ケ
ア
を
続
け
る
こ

と
。椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
の
で
、仕
事

の
ス
キ
マ
時
間
で
手
軽
に
で
き
ま
す
。リ

ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
少
し
ず
つ
筋

肉
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

老
化
は
股
関
節
か
ら

仕
事
の
ス
キ
マ
時
間
に

アンチエイジング入門 24

腸
腰
筋
を
意
識
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ
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パソコンを使った日々 のデスク
ワークなどで腰痛や膝痛に
困っているという方は多いの
ではないでしょうか。その原因
は、長時間同じ姿勢をとり続
けること。なかでも股関節は
老化と密接に結びついていま
す。股関節周辺の筋肉をスト
レッチして、若さを保ちましょう。

良 食
良 薬

カラダがよろこぶ
健康食材

　
い
つ
、ど
こ
で
、ど
の
よ
う
な
お
薬
が
処
方
さ
れ
た
の
か

を
記
録
す
る
た
め
の
手
帳
の
こ
と
で
す
。病
院
で
処
方
さ

れ
た
お
薬
以
外
に
も
、日
々
使
っ
て
い
る
健
康
食
品
や
サ

プ
リ
メ
ン
ト
、そ
し
て
、ア
レ
ル
ギ
ー
歴
や
副
作
用
歴
に
つ

い
て
記
載
す
る
欄
も
あ
り
ま
す
。こ
の
手
帳
を
見
せ
る
こ

と
で
、医
師・歯
科
医
師・薬
剤
師
な
ど
に
あ
な
た
の
お
薬

に
つ
い
て
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
る
と
き
」、「
薬
局
で
お

薬
を
も
ら
う
と
き
」、「
薬
局
で
市
販
薬
や
健
康
食
品
を

買
う
と
き
」、こ
の
よ
う
な
場
面
で
お
く
す
り
手
帳
を
見

せ
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ん
に
代
わ
り
手
帳
が
服
用
し
て
い
る

お
薬
や
治
療
内
容
、注
意
点
な
ど
を
相
手
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。

　
お
薬
に
よ
っ
て
飲
み
合
わ
せ
の
良
く
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
一
緒
に
服
用
す
る
こ
と
で一
方
の
お
薬
の
作
用
が

強
く
な
っ
た
り
、ま
た
は
弱
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。事
前
に
服
用
し
て
い
る
お
薬
が
分
か
れ
ば
、新
た
に

お
薬
を
使
う
場
合
、飲
み
合
わ
せ
に
問
題
が
な
い
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、複
数
の
病
院
か
ら
お
く
す
り
が
処
方
さ
れ
て
い

る
場
合
、お
く
す
り
手
帳
を
見
せ
る
こ
と
で
、他
の
病
院
の

処
方
内
容
を
確
認
で
き
、同
じ
成
分
の
お
薬
の
重
複
や
過

量
服
用
を
防
止
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
お
く
す
り
手
帳
は
一
人
一
冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。医

療
機
関
ご
と
に
手
帳
を
作
成
す
る
と
、必
要
な
情
報
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。お
く
す
り
手
帳
を

忘
れ
た
と
き
は
薬
の
内
容
が
記
載
さ
れ
た
シ
ー
ル
や
紙
を

も
ら
い
、
一
冊
に
ま
と
め
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、か
か
り
つ
け
薬
局
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
不
慮
の
事
故
、も
し
く
は
大
き
な
災
害
に
遭
い
、意
識
不

明
の
状
態
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
場
合
に
は
、手
帳
か
ら
確

認
で
き
る
お
薬
に
関
す
る
情
報
が
、医
師
が
適
切
な
判
断

を
下
す
た
め
の
貴
重
な
情
報
源
に
な
り
ま
す
。

お
く
す
り
手
帳
は

あ
な
た
の
大
切
な
情
報
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

よ
り
安
心
し
て
治
療
を
受
け
る
た
め
に
、

保
険
証
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
、

常
に
お
く
す
り
手
帳
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
く
す
り
手
帳
の
使
い
方

●
お
薬
の
飲
み
合
わ
せ
っ
て
何
？

●
お
く
す
り
手
帳
を
何
冊
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

●
お
く
す
り
手
帳
と
は
？

股関節まわりを柔らかくすると、こんなメリットが
歩幅が広くなり、足早に歩けるようになる
姿勢が良くなる
骨盤のゆがみがとれ、腰痛や膝痛の改善・予防
代謝が良くなって太りにくく、痩せやすい体質になる
下肢の血流が改善され、冷え症やむくみを緩和
疲れが残りにくくなる
ケガをするリスクの低減
運動のパフォーマンスが上がる

病院・薬局では
必ず見せて
ください

1冊にまとめましょう

お薬手帳に記録を
残しましょう

常に携帯してください

薬の重複・飲み合わせが悪い
ものを避けたり、副作用を防
止できます。

病院・薬局ごとに分けると、必
要な情報を確認できなくなり
ます。

事故や災害にあった場合に、
あなたに合わせた対応をする
ことができます。

あなたの書き込みが、お薬の
調節や副作用の発見につなが
ります。

アレルギー歴（有・無）
【おくすり】

【食べ物】

【その他】

副作用（有・無）
【おくすり】

【その他】

市販されているおくすりの摂取（有・無）

健康食品・サプリメントの摂取（有・無）

おくすり手帳を
お持ちですか？

●
常
に
お
く
す
り
手
帳
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う

股関節ストレッチで
しなやかに美しく

田
中

　秀
樹

薬
剤
師

ひ

で

き

た

な

か

「
そ
う
い
え
ば
お
く
す
り
手
帳
を
持
っ
て
い
た
よ
う
な・・・」と

記
憶
を
た
ど
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
く
す
り
手
帳
は
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
大
切
な「
記
録
」で
す
。

今
回
は
お
く
す
り
手
帳
の
使
い
方
や
、活
用
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
お
く
す
り
手
帳
」を

お
持
ち
で
す
か
？



　
股
関
節
は
骨
盤
と
大
腿
骨
を
つ
な
ぐ
人

体
の
中
で
最
も
大
き
な
関
節
で
、人
間
の
体

を
支
え
、脚
を
動
か
す
機
能
を
担
っ
て
い
ま

す
。立
つ
、歩
く
、座
る
と
い
っ
た
基
本
動
作

の
ほ
か
、関
節
周
辺
に
あ
る
筋
肉
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き

を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
股
関
節
周
辺
の
筋
肉
は
長
時

間
の
座
り
っ
ぱ
な
し
や
運
動
不
足
な
ど
で
こ

わ
ば
っ
た
り
衰
え
た
り
し
や
す
く
、放
置
す

る
と
股
関
節
の
可
動
域
が
狭
く
な
り
、若
々
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し
い
体
の
動
き
が
失
わ
れ
る
ほ
か
、腰
痛
や

膝
痛
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。「
老
化
は

股
関
節
か
ら
」と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　「
最
近
、歩
幅
が
狭
く
な
っ
て
き
た
」「
階

段
を
上
り
づ
ら
い
」「
よ
く
つ
ま
ず
い
て
し
ま

う
」な
ど
は
股
関
節
が
硬
く
な
っ
て
き
た
サ

イ
ン
。そ
ん
な
自
覚
症
状
が
あ
る
時
、セ
ル

フ
ケ
ア
と
し
て
手
軽
に
で
き
る
の
が
ス
ト

レ
ッ
チ
で
す
。

　
筋
肉
を
伸
ば
し
、関
節
の
可
動
域
を
広
げ

る
ス
ト
レ
ッ
チ
は
体
の
柔
軟
性
を
高
め
る
だ

け
で
な
く
、美
し
い
姿
勢
を
キ
ー
プ
し
、リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
得
ら
れ
ま
す
。広
い

場
所
や
道
具
を
必
要
と
し
な
い
の
で
、い
つ

で
も
ど
こ
で
も
簡
単
に
で
き
る
の
も
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。

　
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
や
運
転
で
長
時
間
座
っ
た

姿
勢
が
続
く
方
に
お
勧
め
な
の
が
、股
関
節

の
硬
さ
の
原
因
と
な
る
腸
腰
筋
の
ス
ト
レ
ッ

チ
で
す
。イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
で
あ
る
腸
腰
筋

は
座
り
姿
勢
で
血
流
が
滞
る
股
関
節
前
側

の
深
い
部
分
に
あ
り
、こ
こ
が
凝
り
固
ま
っ

た
状
態
に
な
る
と
、姿
勢
が
悪
く
な
る
、骨

盤
が
歪
ん
で
腰
痛
が
起
き
や
す
い
、階
段
が

ス
ム
ー
ズ
に
上
れ
な
く
な
る
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
悪
影
響
が
表
れ
ま
す
。そ
こ
で
腸
腰
筋

を
ス
ト
レ
ッ
チ
し
て
し
っ
か
り
伸
ば
す
こ
と

で
、骨
盤
矯
正
や
足
取
り
が
軽
く
な
る
、血

行
改
善
や
腰
痛
予
防
、基
礎
代
謝
を
上
げ
て

太
り
に
く
い
体
に
す
る
、ぽ
っ
こ
り
お
腹
や

下
半
身
太
り
の
改
善
な
ど
、多
く
の
効
果
を

期
待
で
き
る
の
で
す
。

　
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
で
き
る
腸
腰
筋
ス

ト
レ
ッ
チ
を
紹
介
し
ま
す
。

１.
椅
子
に
腰
か
け
、両
脚
を
90
度
程
度
広

げ
る
。右
足
の
か
か
と
を
左
の
膝
の
上
に
の

せ
る
。そ
の
ま
ま
右
手
で
か
か
と
を
押
さ
え

な
が
ら
、息
を
吐
き
切
る
よ
う
に
深
呼
吸
し
、

背
筋
と
股
関
節
を
伸
ば
し
て
10
秒
キ
ー
プ
。

２.
そ
の
ま
ま
の
形
で
上
体
を
前
屈
し
て
、５

秒
キ
ー
プ
。

３.
左
右
の
脚
を
反
対
に
し
て
行
う
。

こ
れ
を
１
セ
ッ
ト
と
し
て
、２
〜
３
セ
ッ
ト

繰
り
返
す
。

　
自
宅
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
増
え
た
人

に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は

オ
フ
ィ
ス
と
違
っ
て
人
目
が
な
い
分
、気
が
緩

ん
で
姿
勢
が
崩
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。何
よ

り
も
大
切
な
の
は
セ
ル
フ
ケ
ア
を
続
け
る
こ

と
。椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
の
で
、仕
事

の
ス
キ
マ
時
間
で
手
軽
に
で
き
ま
す
。リ

ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
少
し
ず
つ
筋

肉
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

老
化
は
股
関
節
か
ら

仕
事
の
ス
キ
マ
時
間
に
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腸
腰
筋
を
意
識
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ

2021

パソコンを使った日々 のデスク
ワークなどで腰痛や膝痛に
困っているという方は多いの
ではないでしょうか。その原因
は、長時間同じ姿勢をとり続
けること。なかでも股関節は
老化と密接に結びついていま
す。股関節周辺の筋肉をスト
レッチして、若さを保ちましょう。

良 食
良 薬

カラダがよろこぶ
健康食材

　
い
つ
、ど
こ
で
、ど
の
よ
う
な
お
薬
が
処
方
さ
れ
た
の
か

を
記
録
す
る
た
め
の
手
帳
の
こ
と
で
す
。病
院
で
処
方
さ

れ
た
お
薬
以
外
に
も
、日
々
使
っ
て
い
る
健
康
食
品
や
サ

プ
リ
メ
ン
ト
、そ
し
て
、ア
レ
ル
ギ
ー
歴
や
副
作
用
歴
に
つ

い
て
記
載
す
る
欄
も
あ
り
ま
す
。こ
の
手
帳
を
見
せ
る
こ

と
で
、医
師・歯
科
医
師・薬
剤
師
な
ど
に
あ
な
た
の
お
薬

に
つ
い
て
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
る
と
き
」、「
薬
局
で
お

薬
を
も
ら
う
と
き
」、「
薬
局
で
市
販
薬
や
健
康
食
品
を

買
う
と
き
」、こ
の
よ
う
な
場
面
で
お
く
す
り
手
帳
を
見

せ
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ん
に
代
わ
り
手
帳
が
服
用
し
て
い
る

お
薬
や
治
療
内
容
、注
意
点
な
ど
を
相
手
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。

　
お
薬
に
よ
っ
て
飲
み
合
わ
せ
の
良
く
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
一
緒
に
服
用
す
る
こ
と
で一
方
の
お
薬
の
作
用
が

強
く
な
っ
た
り
、ま
た
は
弱
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。事
前
に
服
用
し
て
い
る
お
薬
が
分
か
れ
ば
、新
た
に

お
薬
を
使
う
場
合
、飲
み
合
わ
せ
に
問
題
が
な
い
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、複
数
の
病
院
か
ら
お
く
す
り
が
処
方
さ
れ
て
い

る
場
合
、お
く
す
り
手
帳
を
見
せ
る
こ
と
で
、他
の
病
院
の

処
方
内
容
を
確
認
で
き
、同
じ
成
分
の
お
薬
の
重
複
や
過

量
服
用
を
防
止
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
お
く
す
り
手
帳
は
一
人
一
冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。医

療
機
関
ご
と
に
手
帳
を
作
成
す
る
と
、必
要
な
情
報
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。お
く
す
り
手
帳
を

忘
れ
た
と
き
は
薬
の
内
容
が
記
載
さ
れ
た
シ
ー
ル
や
紙
を

も
ら
い
、
一
冊
に
ま
と
め
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、か
か
り
つ
け
薬
局
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
不
慮
の
事
故
、も
し
く
は
大
き
な
災
害
に
遭
い
、意
識
不

明
の
状
態
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
場
合
に
は
、手
帳
か
ら
確

認
で
き
る
お
薬
に
関
す
る
情
報
が
、医
師
が
適
切
な
判
断

を
下
す
た
め
の
貴
重
な
情
報
源
に
な
り
ま
す
。

お
く
す
り
手
帳
は

あ
な
た
の
大
切
な
情
報
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

よ
り
安
心
し
て
治
療
を
受
け
る
た
め
に
、

保
険
証
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
、

常
に
お
く
す
り
手
帳
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
く
す
り
手
帳
の
使
い
方

●
お
薬
の
飲
み
合
わ
せ
っ
て
何
？

●
お
く
す
り
手
帳
を
何
冊
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

●
お
く
す
り
手
帳
と
は
？
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姿勢が良くなる
骨盤のゆがみがとれ、腰痛や膝痛の改善・予防
代謝が良くなって太りにくく、痩せやすい体質になる
下肢の血流が改善され、冷え症やむくみを緩和
疲れが残りにくくなる
ケガをするリスクの低減
運動のパフォーマンスが上がる

病院・薬局では
必ず見せて
ください

1冊にまとめましょう

お薬手帳に記録を
残しましょう

常に携帯してください

薬の重複・飲み合わせが悪い
ものを避けたり、副作用を防
止できます。

病院・薬局ごとに分けると、必
要な情報を確認できなくなり
ます。

事故や災害にあった場合に、
あなたに合わせた対応をする
ことができます。

あなたの書き込みが、お薬の
調節や副作用の発見につなが
ります。

アレルギー歴（有・無）
【おくすり】

【食べ物】
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副作用（有・無）
【おくすり】

【その他】

市販されているおくすりの摂取（有・無）
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おくすり手帳を
お持ちですか？

●
常
に
お
く
す
り
手
帳
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う

股関節ストレッチで
しなやかに美しく

田
中

　秀
樹

薬
剤
師

ひ

で

き

た

な

か

「
そ
う
い
え
ば
お
く
す
り
手
帳
を
持
っ
て
い
た
よ
う
な・・・」と

記
憶
を
た
ど
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
く
す
り
手
帳
は
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
大
切
な「
記
録
」で
す
。

今
回
は
お
く
す
り
手
帳
の
使
い
方
や
、活
用
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
お
く
す
り
手
帳
」を

お
持
ち
で
す
か
？



患者さんから寄せられたご意見やご質問に対してお答えしていきます。
随時ご意見やご質問を受け付けております。お気軽にご投稿ください。

患 者さんの声

いずれも福井大学医学部附属病院の薬店でお買い求めいただけます。   取材協力／一般財団法人福和会

入院中に乾燥機を使用しました。Ｔシャツ１枚、パ
ンツ２枚で使用しましたが、Ｔシャツが生乾きに
なりました。もう少し、温度を上げられないもので
しょうか？

入院時に薬を処方していただくのですが、お薬手帳
につけるシールをいつも催促しないともらえません。
私は既往歴があり、ドクター、病院関係者の方には、
外出の際に必ずお薬手帳を持参してくださいと言わ
れています。さほど難しいことではないと思うので、
ぜひ、薬とシールの一本化を実施していただきたい。

●
う
ら
ら
か
な
春
の
陽
気
が
感
じ
ら
れ

る
日
々
も
束
の
間
、す
で
に
夏
の
よ
う
な

暑
さ
の
日
も
あ
り
、急
な
気
候
の
変
動
に

体
調
を
振
り
回
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。今
年
は
３
年

ぶ
り
に
行
動
制
限
の
無
い
Ｇ
Ｗ
と
な
り
、

福
井
県
の
各
地
で
も
多
く
の
人
が
観
光

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
見
受
け

ら
れ
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
訪
れ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

●
今
回
の
特
集
で
は
、本
院
の
経
営
状
況

や
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
菊
田
副
病
院
長
に
伺
い
、今
後

の
展
望
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
に
よ
り
良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、安
定
し
た
経
営
・
医

師
の
勤
務
状
況
改
善
を
目
指
し
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ま
た
５
月
に
は
、院
内
に「
高
度
生
殖

医
療
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。か

か
り
つ
け
医
と
の
連
携
を
強
化
し
、地
域

完
結
型
の
不
妊
治
療
の
提
供
を
目
指
し

て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（         

                               

）で
は
最
新

情
報
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

                                               （
広
報
室
）

貴重なご意見をいただきありがとうございます。全て
の病棟にある乾燥機について、現状では問題なく
動作していることを確認いたしました。設置してある
洗濯機を利用しないで脱水した物（手洗いなどで脱
水が不十分）を乾燥機にかけると、生乾きのまま運
転が終了する場合があります。乾燥機を利用する場
合は、しっかり脱水した物を入れていただくようお願
いいたします。今後も状況を確認し、必要であれば
修理等の対応を行ってまいります。

編
集
後
記

貴重なご意見をいただきありがとうございます。お薬
手帳は医療従事者にとっても貴重な情報源となるも
のと考えています。本院は、急性期病院という性質か
ら、処方されたお薬量の変更や中止が頻繁に起こり
ます。そのため、全ての患者さんに対して、お薬と情
報シールを一本化しお渡しすることはミスや誤った情
報提供などのトラブルのもとになると考え、行っており
ません。各病棟には担当薬剤師が配属されておりま
すので、入院の際に病棟のスタッフにご相談いただ
ければ個別に対応することは可能です。今後は、薬
剤師が面談の際に、希望される患者さんには定期的
（1週間に1回など）に情報が提供できるように努め
てまいります。

　７年ぶりに受診しました。全く院内が変わってしまっていて、いろいろな受付で聞きましたが、皆さんが親切に教えてくださり、
昔のイメージが変わりました。レストランの人も親切で、また利用したいと思いました。おいしかったです。

　子どもの腹痛で夜間に来ました。先生も事務さんも優しく丁寧な対応で、すごく嬉しかったです。ありがとうございました。

感謝のことば
■

■

https://
fukui-repro.center/

薬店
（ローソン内）
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健康お役立ちグッズ

ジメっとした梅雨の時期は頭皮トラブルが起こりやすい季節。
汗や皮脂が過剰分泌されると、それをエサとするマラセチア属真菌も増え、
フケ、かゆみの原因となることがあります。
原因菌の増殖を抑える成分のひとつが「ミコナゾール硝酸塩」。
菌の増殖を抑え、フケ・かゆみを防ぎます。

ムレやすく菌が繁殖しやすいのは
頭皮だけはありません。
例えば女性のデリケートゾーンは常に多湿で
温かいため菌が増えやすい場所。
真菌（カビ）＆細菌をダブルで抗菌しつつ、
低刺激で肌に優しい石鹸を選びましょう。

この時期の頭皮に関してもう１つ触れておきたいのが抜け毛。
原因は前述した頭皮環境に加え、ホルモンバランスの乱れも考えられます。
女性ホルモンには髪の成長を促進し、
ハリやコシを保つといった働きがあります。
お悩みの方はヘアケアの一環として、女性ホルモン※を配合の
育毛剤を取り入れてみてはいかがでしょうか。

梅
雨
時
期
の
お
悩
み
解
決（
頭
皮
編
）

詳しくは、福和会薬店（B棟ローソン内）にて
お尋ねください。

抗真菌（抗カビ）成分ミコナゾール硝酸塩配合の
シャンプー、リンス

抗真菌（抗カビ）成分ミコナゾール
硝酸塩配合の泡石鹸

コラージュ
フルフルネクスト 
シャンプー

（ミコナゾールに加え抗
酸化・抗菌成分「オクトピ
ロックス®」のダブル配合）

コラージュ
フルフルネクスト
リンス

（ミコナゾールに加え植物
性コンディショニングのダブ
ル配合）

コラージュ
フルフル 
デオドラントプラス 
プレミアムシャンプー

（ミコナゾールに加え抗酸化・抗
菌成分「オクトピロックス®」、緑
茶乾留エキスのトリプル配合）

コラージュ
フルフル
泡石鹸

（ミコナゾールに加え、殺
菌成分トリクロサンのダ
ブル配合）

※エチニルエストラジオール
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ア
に
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育毛フォーム

コラージュ
フルフル
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お
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お
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※育毛剤にはミコナゾール硝酸塩を配合しておりません。

コラージュフルフル 育毛スプレー、フォーム、ローション

※掲載品は全て医薬部外品です。



患者さんから寄せられたご意見やご質問に対してお答えしていきます。
随時ご意見やご質問を受け付けております。お気軽にご投稿ください。

患 者さんの声
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取
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。
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携
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情
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。
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新しく優しい医療をあなたのもとへ

見える医療を開拓する。
福井大学医学部附属病院

情報誌「フロンティア」

第24号／2022.06

座談会

情報基盤の中枢「医療情報部」

アンチエイジング入門
股関節ストレッチでしなやかに美しく

特集／Clo s e  Up  Fron t i e r

収益力向上
手術件数や病床稼働率の好転と
材料コスト削減に取り組み
3期ぶりの増収増益目指す。
福井大学医学部附属病院 副病院長

菊田 健一郎
トピックス
手術支援ロボットを用いた身体に優しい
最新直腸がん手術が保険診療で受けられます
婦人科疾患に新たな低侵襲手術の導入
～ロボット支援下手術を県内で初めて実施
高度生殖医療センターを開設しました

リポート
HPS（ホスピタル・プレイ・スペシャリスト）のお仕事拝見！

「遊びを通じて寄り添い病児に安心や自信与える」
小児科病棟保育士・HPS　荒木（松村） 遥

看護部看護師（小児科）・HPS　片岡 やす葉

安心と信頼のために、
　その先を目指して。

福井大学医学部附属病院
特定機能病院

〒910-1193福井県吉田郡永平寺町松岡下合月23-3　TEL 0776-61-3111（代） 0776-61-8615（病院広報室）
URL:www.hosp.u-fukui.ac.jp/

広報に関するご意見、ご要望をお聞かせください。

福井街角放送の「Radioあいらんど」番組内で、
“福大病院まちかどラジオ”が放送されます。
福井大学病院の最新情報や、季節に合わせた旬な
情報をお送りしますので皆さんぜひお聴きください。

放送日時：毎月第1、3水曜日 
16：30分頃から約10分間放送

FM77.3MHz

まちかどラジオを知っていますか？

福井街角放送はカーラジオをお使いいただくと、嶺北地方の広
範囲でお聴きいただくことが可能です。また、福井ケーブルTV
のガイドチャンネル（555ch）でもお楽しみいただけます。

6月1日

6月15日

7月6日
7月20日
8月3日
8月17日
9月7日
9月21日
10月5日
10月19日
11月2日
11月16日
12月7日
12月21日

ドーピングに関する薬の知識

蓄膿症
病理診断と病理医について
甲状腺癌
乳がんの診断と治療
子どものむずむず脚症候群
パーキンソン病
口腔・舌ガン
脳卒中予防
妊娠と糖尿病
治験や臨床研究の「同意」について
膵癌のリスク因子
嚥下障害のリハビリテーション

■放送予定
放送日 テーマ

"患者さんのための大腸癌治療ガイドライン"
の出版について（責任者として）


